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序章





「おかしいな、ここに置いてあったはずなんだけど……」

　高校から帰ってきた稲いな村むら智とも宏ひろは、台所の戸棚をごそごそ漁りながら、何度も首を傾かしげていた。

　夕食前にちょっとお菓子でもつまもうかと思ったのだが、なぜかなくなっていた。

　いただきものの高級そうなチョコの詰め合わせ。

　せっかく用意したホットミルクが、テーブルの上でむなしく白い湯気をあげている。

　山の紅葉はふもとの家の庭木にまで下りてきて、日々、寒さが増してくるこの季節。

　冷えた身体からだを、ホットミルクとチョコという至福の組み合わせで温め、もうすぐ行われる定期試験の勉強に励もうとしていたのだが……

「いやっ、絶対にあったはずだ！」

　智宏はムキになって台所を探し回る。

　元来、それほどいやしいわけではないのだが、ないとなると無性に食べたくなるのが人の性さがというものだ。

　決して、試験勉強をしたくないからといって、チョコ探しを口実に現実逃避をしているわけではない。



「……まさか、珠たま枝えが食べたのか」

　めぼしいところをあらかた探し終えたが、やはりチョコは見あたらなかった。

　智とも宏ひろはあごに手を当てて考え込む。

「けど、珠枝がつまみ食いなんてするかな？」

　甘いモノに目がないという点では、真っ先に疑われるべき相手――そんな珠枝は、智宏の家を守護する家神であった。

　もちろん、そのもらい物のチョコにも、珠枝はしっかり目をつけていた。

　ひとくちサイズの丸いチョコが、箱のマス目に丁寧にひとつずつ納められた、実にもったいぶったチョコの詰め合わせ。その中でホワイトチョコがマーブル状に混ざったチョコと、上にアーモンドの乗ったチョコは、珠枝がすでに予約済みである。

　普通ならば、チョコがないのは珠枝の仕業であると考えるところだが、智宏はちょっと疑問を感じていた。

「あいつはお供えしか食べないからなぁ」

　家神である珠枝は、基本的に供えられたものしか食べることはない。

　生まれたときから一緒に暮らしているが、珠枝が供えられていないものを盗み食いしたという記憶はなかった。

「んー、疑っちゃあ悪いかな」

　智宏は台所に立ったまま、ホットミルクに口をつけた。

　少し冷めてしまい、表面に浮かんでいた膜が唇にへばりつく。

「いや、待てよ……」

　智宏は唇をなめながら、眉まゆをしかめる。

「そういえば、なんか最近、様子がおかしいよな。この前まで、いつもうろちょろしていた学校にもあまり来なくなったし」

　家神である珠枝だったが、ひょんなことから智宏の通う学校の守り神を兼任していた。

　もっとも、それはただ学校に遊びに来る口実としてであり、神様らしいことはなにひとつしていないのだが。

「ん～、なにか怪しいぞ～？」

　智宏は一息にホットミルクを飲み干すと、二階にある珠枝の部屋へ向かった。

　幼い頃ころに亡くした父親の部屋だったが、いまは珠枝が使っている。

　といっても、古い鏡台とタンスがあるだけの、がらんとした部屋なのだが。

「……中にいるのかな？」

　忍び足で階段を上り、珠たま枝えの部屋の前に立って耳を澄ませると中から声が聞こえてきた。

「誰だれか来ているのか？」

　少し迷った末、智とも宏ひろは珠枝の不意を突くために、ノックをせずに部屋のふすまを開けることにした。

「おいっ、珠枝っ！」

「のわわわぁっ!!」

　いきなり珠枝が言葉にならない悲鳴をあげた。

　部屋の中の珠枝は、動物の着ぐるみのような寝間着姿をしていた。

　それは智宏の家と家族づきあいをしている、幼なじみの有あり坂さか瑞みず穂ほからもらったものである。モモンガをデザインしたものらしいのだが、上と下が一体になったツナギであり、脇わきの下と股また下したがかなりだぼっとしているのが特徴だ。なんだか動きにくそうに思える寝間着だったが、珠枝にいわせると、これがとても暖かいらしい。

　寒くなってきたこの季節、このモモンガの寝間着は珠枝のおきにいりとなっており、部屋着代わりによく着ていた。

「どうかしたかよ、珠枝？」

　珠枝は座ったままその場でくるりと智宏のほうを向くと、両手を広げ、モモンガの寝間着をバフバフさせながら手を振った。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、な、な、なんでもないっ！　なんでもないのだぞ？」

　明らかに様子がおかしい。

　珠たま枝えは嘘うそが大の苦手なので、なにか隠し事をすると、すぐに態度に出るのだ。

「なにか後ろにいるのか？」

　その場から動こうとしない珠枝の背後を、智とも宏ひろは上からのぞき込もうとした。

　すると、珠枝も身をのけぞらせて、背後を見せまいとする。

「なにもいない、なにもいないぞっ！」

「だったら見せてみろよ」

　智宏は左右に身体からだを振って、なんとか背後を見てやろうとするのだが、珠枝もさっさっと素早く動いてガードする。

　埒らちがあかないので、智宏は珠枝の両りよう脇わきに手を入れると、ひょいと持ち上げた。

「うわっ、な、なにをする。この罰当たりめ！」

　腕の中でじたばたする珠枝を脇に避けて、その背後に隠していたモノを見る。

「なんだこれ？」

　智宏は珠枝を畳に下ろして、じっとそれを凝視した。

「きゅっ？」

　それはネズミともウサギともつかない、まん丸な生き物だった。

　大きさは両手のひらに乗せるのにちょうどよい、小さなウサギぐらい。

　ただ、耳は短めでモルモットにも似ている。

　ふさふさの黄金色の毛はネズミなどに比べると少し長めで、とても柔らかそう。

　くりっとした真っ黒い目をこちらに向けて、鼻をひくひくさせている姿は、思わず顔がほころんでしまうほどの愛らしさであった。

「か、可愛かわいいな、こいつ！」

　智宏はその生き物の魅力に抗あらがうことができず、思わず抱きしめてしまった。

　ほんのり温かな体温と、もふもふの毛並みが、実に心地がよい。

　抱いてみると、意外と胴が長い。

　どうやらさっきの体型は丸まっていたからのようだ。

　こうしてみると、太ったイタチの仲間のようにも見える。

「きゅきゅ」

　その生き物は智宏のほうに鼻を突き出して、小さく鳴いた。

「なんて動物なんだ、こいつ？」

「ただの獣と思うな。ワシらに近いモノだ」

　珠枝は智宏の手からその生き物を奪うようにして受け取ると、幸せそうな表情でもふもふと頬ほおずりをする。

「ただの獣じゃない？」

「よく目を凝らしてみろ」

　珠たま枝えは智とも宏ひろの目の前に、その生き物を突きつけた。

「ん～？」

　智宏の目には、妖よう怪かいなどの気配を見抜く眼力が宿っている。

　珠枝にいわれた通り、目に意識を集中してその生き物を見つめてみると、なにやらただの生き物とは違う気配が感じられた。

「妖怪なのか？」

「まあ、そんなものだな」

「なんて妖怪なんだ？」

「ワシにもよくわからんが、おまえたちがケウケゲンと呼ぶモノかもしれんな」

「ケウケゲン……？」

　それは聞いたこともない名前だった。

「このようにけむくじゃらな姿をしているという妖怪で、滅多に出会えぬ珍しいモノとされている」

　そういって、珠枝は再びケウケゲンを抱いてもふもふし始めた。

「もしかして、チョコがなくなったのは……」

「うむー、こやつに食べさせたのだ。すまん」

　もはや言い逃れはできぬと観念したのか、珠枝は素直に頭を下げた。

　よく見ると、背中に空っぽになったチョコの箱を隠し持っていた。

「まあ、それはいいんだけど。おまえが妖怪にご馳ち走そうするなんて珍しいじゃないか」

　高い霊格を持つ珠枝は、いつも妖怪たちに尊大な態度を取っており、このように自分から世話をしてやるようなことはない。

「それはその……つい勢いで、こやつをのぉ……」

　珠枝は歯切れ悪い言葉で、ごにょごにょと呟つぶやく。

「なんだよ、はっきりしないな」

「ついつい家に招いてしまったのだ」

「招いた？」

「だから、家神として客であると認めてしまったわけだ」

　どうも智宏には、珠枝のいっていることがピンとこない。

「それって、つまりどういうことなんだよ」

「こやつが自分から去るまでは、この家に居着くことを許すということだ」

「まさか、ペットとして飼うつもりなのか」

　智とも宏ひろがそう尋ねると、ケウケゲンは怒ったような声で「きゅーきゅー」と鳴いた。

「滅多なことをいうものではない。一度、この家に招いたモノとなれば、たとえこのようななりであってもワシの加護を受けておるのだぞ」

「加護を受けると、どうなるんだ？」

「この家にいる間は、ワシに近い力を得ることになる。粗末に扱えば罰が当たるぞ」

「なんだって、そんな面倒なことを……」

　見た目は小学生の女の子といった珠たま枝えであるが、その力はまさしく神を名乗るに相応ふさわしいモノを持つ。珠枝がひとにらみすれば、どんな妖よう怪かいだって震ふるえ上がるほどだ。

　そんな珠枝と同じ力を、こんなネズミもどきが持っているとは……物騒な話である。

「いや、このもふもふがいかんのだ。このもふもふが！」

　渋い顔をする智宏に、珠枝は弁解するようにケウケゲンを突きつけた。

「きゅきゅ？」

　くりくりの黒い目でじぃ～っと智宏を見つめている。

　その可愛かわいらしさは、もはや暴力といってもよいほどだ。

「ま、まあ、おまえの気持ちもわかるけど」

　智宏は頬ほおがゆるみそうになるのを咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かしながら、小さく呟つぶやく。

「そうであろう、そうであろう!?」

　智宏の同意を得て勢いづいたのか、珠枝は遠慮なくケウケゲンをもふもふする。

「マゲのくれたカモメッピのむにむに感も捨てがたいが、やはりもふもふが一番だのぉ」

　ケウケゲンのほうも、いくら珠枝にもふもふされてもさほど嫌がる様子もない。

　それどころか、案外気持ちよさそうに、されるがままにもふもふされている。

「おい、珠枝」

「う～っ、このもふもふ感。たまらん、たまらんぞ～っ！」

　珠枝はケウケゲンを抱きしめたまま、我を忘れたようにごろごろと畳の上を転がり始めた。モモンガ寝間着の珠枝とケウケゲンがじゃれついていると、まるで親子のようだ。

「お～い、た～ま～え～？」

「も～ふっ、もふもふもふもふもふもふ～っ！」

　放ほうっておいたらいつまででもこうしていそうな勢いだ。

　智宏はそんな珠枝の様子を見ていると、なぜか胸の奥がむずむずしてきて、なにかいわずにはいられなくなった。

「なあ、正体もわからない妖怪に、そんなに気を許していいのかよ？」

「平気だ、平気だ。ワシを誰だれだと思ってるのだ」

「いや、そうだろうけどさぁ」

　確かに、相手がどんな妖怪だろうと珠枝が後おくれを取るようなことはないのだろうが……それでも、なぜか智とも宏ひろはケウケゲンのことが気になってしかたがなかった。

　不安というよりは――なんだか面白くない気分だった。

　智宏がむすっとした表情で立ち尽くしていると、いつの間にかケウケゲンを胸に抱いた珠たま枝えが、あぐらをかいてこちらを見上げていた。

「な、なんだよ？」

「むむ～っ、もしかして智宏……妬やいておるのか？」

「ばっ、馬ば鹿かいうなよ！」

「うはっ、図星か？　図星なのだなっ!?」

　珠枝はケウケゲンを小こ脇わきに抱いて立ち上がると、智宏の胸を指でつついた。

「な、なんで……俺おれがそんなネズミなんかに妬かなきゃならないんだよ」

「ワシの客に失礼なことをいうな。ただのネズミがこんな極上のもふもふであるものか」

　横目でチラチラとこちらを見ながら、珠枝はケウケゲンに頬ほおをこすりつけ、当てつけるようにもふもふしている。

「ふん、いつまでもそうしてろっ！」

　智宏はそう吐き捨てると、珠枝の部屋を出て、後ろ手にふすまを乱暴に閉めた。

「あんなに妬かなくてもよいのになぁ。そうであろう、ケウケゲン？」

　ふすまの向こうから、珠枝の上機嫌な声が聞こえてくる。



「なんなんだよ、まったく！」

　どすどすと足音をたてながら階段を下りる。

　どうにも気持ちがくさくさする。

　珠枝のいう通り、これは妬いているということなのだろうか――

「まさか、そんなことっ！」

　誰だれに向けてでもなく、智宏は独り言にしては大きな声で否定する。

　だが、それでも胸の奥のもやもやは少しも晴れることはなかった。



    

  
    
      
第一話　幼なじみなだけじゃあ駄だ目め





「あっ、稲いな村むらさん、ちょっといいですか？」

　学校の授業を終えた放課後。

　ひとりで帰ろうとしたところを、竈かまど神がみのマドカに呼び止められた。

「ん、なんか用か？」

　マドカは竹ぼうきを持っており、どうやら落ち葉を掃いていたところだったらしい。

　そういえば校庭の木もすっかり紅葉して、風が吹くとはらはらと葉を散らしている。

「まあまあ、こちらに。ちょうど干ほし柿がきがあるんですよ。一緒にいかがです？」

　マドカはニコニコしながら、ベンチにちょこんと腰を下ろして、ぽんぽんとかたわらを叩たたいた。

　どうせ家に帰ったところで、ケウケゲンをもふもふする珠たま枝えの姿にイライラさせられるだけなので、智とも宏ひろはマドカの横に腰をかけた。

「校長先生からいただいたものですけど、お裾すそ分わけです」

　紙袋から取り出した干し柿をひとつ智宏に手渡すと、マドカは自分も頬ほお張ばった。

「ん～、あんま～いっ！」

　ぷにぷにの頬を紅潮させながら、幸せそうな顔をしているマドカ。

　まん丸のおでこを出した髪型に、いつもちょっと困ったようにハの字をしている眉まゆ毛げ。

　小柄な体型だが、あまり子供っぽさは感じられない。頼りなさそうなのに、芯しんはしっかりしていそうな、不思議な包容力がある。

　いつも背中に背せ負おっている大きなひょっとこの面は、竈神としてのトレードマークだそうで、マドカ本人よりも強い霊力を宿している有り難い逸品であった。

「この季節は、あちこちの家で干し柿を吊つるしているんでしょうねぇ」

「いや、そんな家、滅多にないだろ」

　いくらこのへんが田舎でも、さすがに自宅で干し柿を作っているところは稀まれである。

「あれ、そうなんですか。私、学校からあまり出ないものですから、最近のことは疎くていけませんね」

　見た目は普通の女子生徒だが、これでもマドカは竈神といわれる神様で、以前はこの学校の守り神でもあった。

　ただ、いまはその力をほとんど失って、守り神の座も珠枝に譲り渡している。

　それでも、こうして庭掃除や学食の手伝いなど、まめに学校に役立つことをしてくれる、どこかの誰だれかさんとは大違いの勤労熱心な神様である。

「そういや、マドカってあまり外を出歩かないよな。学校から出られないわけじゃないんだろ？」

　智とも宏ひろの知る妖よう怪かいたちは、好き勝手にふらふらしているモノたちが多い。

　新しいモノにもすっかり順応しており、人間を化かすためにコンビニで待ち伏せをするタヌキだっているぐらいだ。

「ええ、あまり遠くには行けませんけど、近所を散歩するぐらいは平気です。ただ、あまりこのあたりには土地勘がなくて――私は人間だった頃ころ、余よ所その土地からここに連れてこられたものですから」

　マドカは恥ずかしそうに笑みを浮かべるが、智宏はその言葉が少しひっかかった。

「ねえ、マドカって元は人間だったの？」

「そうですよ。ずっと昔、この土地にあった庄しよう屋や様の屋敷で働いていたんです。そこで先代の竈かまど神がみ様に目をかけられて、このお面を授かったんです」

　マドカはそういって、いつも背中に背せ負おっているひょっとこの面を自慢げに見せた。

　いくら見せられても、ひょうきんな顔をした面にしか思えないが、マドカにとっては力の源といってもよい、なによりも大事なモノらしい。

「ふぅん、その頃はこのあたりものどかでよかったんだろうな」

　都会から見ればまだまだ田舎だが、それでもいつもどこかで道路工事が行われており、田畑も潰つぶされ、ショッピングモールや住宅地があちこちに生まれている。智宏が住んでいる家だって、二十年ぐらい前に開発された新興住宅地にあった。

　開発の結果、いままで静かに暮らしていた妖怪たちが迷惑を被ることがある。

　そのため、真ま希きのような国土交通省所属の祈き祷とう師しが、人間と妖怪との軋あつ轢れきの仲介役として働いているのだ。

「昔のほうがよかったなんてとんでもない。いまが一番幸せな時代ですよ」

「そうかい？」

　テレビの大人たちは、昔はよかったとばかりいっているので、少し意外だった。

「みなさん優しいし、こんな美お味いしいものだってたくさんあるし」

　マドカはもうひとくち干ほし柿がきを食べる。

「結局、それかよ……」

　前からマドカはあまり神様らしくないと思っていたが、元が人間だとすれば納得もできる。

　ただ、神様になるような人間は、もっと立派な人物でないといけないような気もするのだが……こんなお間抜けな女の子でも神様になれるのだろうか？

「なんです、変な目で見て？」

「いやいや、なんでもない」

　これでも相手は神様だ。下へ手たなことをいえば祟たたられるかもしれない。

「んん～っ、なんか怪しいですねぇ？」

「そ、そんなことより、俺おれに話があったんじゃないのか？」

「あっ、そうでした、そうでした。私は稲いな村むらさんにお話があったのです！」

　マドカは残りの干ほし柿がきを口に入れて、もむもむと急いで飲み込んでから話を続けた。

「最近、珠たま枝えねえさまが学校に来ないのですが、どうかされました？」

　その絶大な霊力に感銘を受けて以来、マドカは珠枝のことを「ねえさま」と呼んで慕っている。世話好きのマドカと、わがまま放題な珠枝は、需要と供給が合致したよいコンビであった。

「ああ、そのことか」

　マドカの問いかけに、智とも宏ひろは少し渋い顔をした。

「珠枝ねえさま、どうかされたのですか？」

「うん、珠枝のやつは、妙なペットを拾ってきて、いまはそれに夢中なんだ」

「ペットですか？」

　マドカは小首を傾かしげている。

「珠枝ねえさまは、あまりペットを飼うようなかたではない気がしますけど」

　確かに、珠枝はなにかの世話をするよりは、主に世話をされるタイプである。

「それがさぁ……」

　智宏はケウケゲンのもふもふっぷりを説明しようと思ったが、途中で言葉を濁した。

　口に出そうとしていた言葉が、珠枝とケウケゲンへの文句ばかりであることに気づいたからだ。

「……まさか、俺、本当に妬やいてるのかなぁ」

「えっ、どうかしましたか？」

「いや、なんでもない」

　あんな小さな妖よう怪かいに嫉しつ妬ととは――智宏は軽い自己嫌悪に陥りながら、手元の干し柿を見つめた。

　ずっしりと重みのある、立派な干し柿。

　ほのかに漂う甘い香りにつられて、智宏が干し柿を口に運ぼうとしたそのとき――



「智ちゃん、食べちゃ駄だ目め～っ！」



　大声をあげながら駆けてきた瑞みず穂ほに、いきなり干し柿を奪われてしまった。

「な、なんだよ、瑞穂。そんなに干し柿が食べたかったのか？」

　血相変えて干ほし柿がきを手にしている瑞みず穂ほに、智とも宏ひろは呆あきれた顔をする。

「えっ、ちがっ、違うの！　これは違うのよっ！」

　そういいながらも、瑞穂は干し柿をぺしぺしと手で叩たたきながら、なにやら小声で囁ささやいている。

「それはいったい、なんのおまじないなんだ？」

　幼なじみながらちょっと引いてしまいそうな瑞穂の奇行に、智宏は心配になって尋ねた。

「ご、ごめん……私の勘違いだったみたい。よく似てたから」

　瑞穂は顔を赤らめながら、干し柿を智宏に返した。

「いったいどうしたっていうんだよ。話してみろよ？」

「ううっ、智ちゃん……智ちゃ～ん！」

　すると、いきなり瑞穂は半泣き状態で抱きついてきた。

「み、瑞穂!?」

　まったく事情が飲み込めない智宏は、いきなり瑞穂に抱きつかれて目を白黒させる。

「あらあら、ここは二人きりにさせてあげたほうがよろしいでしょうかね……おほほ」

　そんな智宏と瑞穂を見ると、マドカは意味深な笑みを浮かべて、ベンチから腰をあげて、その場を去っていった。

　なにやらよからぬ誤解を生んでいるようだが、いまは瑞穂のほうが心配だった。

　二人きりになったところで、智宏はあらためて瑞穂に尋ねる。

「なにかあったのか、瑞穂？」

「たんころりんが……たんころりんがいなくなっちゃったのっ！」



　　　　　◆◇◆



「どこでなくしたか、心当たりはないんだな」

「う、うん……気づいたら、いなくなってたの」

　うろこ雲が真まっ赤かに染まる夕暮れ時。

　智宏と瑞穂は、たんころりんを探しながら、学校帰りの道をゆっくりとした足取りで歩いていた。

　いつも瑞穂がカバンにぶら下げていた、立派な干し柿。それはたんころりんという妖よう怪かいで、以前、珠たま枝えが瑞穂にお守りとして授けたものである。

　びしゃがつくという妖怪に瑞穂が捕らえられたときなど、何度も危ないところを助けてくれたことのある、とてもご利り益やくのあるお守りだった。

「そういえば、最近見なかったけど。どこいったんだろうなぁ」

　たんころりんのほうも瑞穂のことは気に入っているように見えたのだが、いったいなぜいなくなってしまったのだろう。

　落としたというだけだったら、たんころりんも自分で勝手に動き回れる妖よう怪かいである。自力で瑞みず穂ほの元に帰ってきそうであるが――

「珠たま枝えに相談してみるか？　どうせ、いま家にいると思うし」

　たんころりんを瑞穂にあげた珠枝ならば、なにか心当たりがあるかもしれない。

「駄だ目めよ、駄目よっ！　珠枝ちゃんから大切にするようにって預かったモノなのに……」

「んー、そうかぁ」

　珠枝になくしたとはいいづらいらしい。

　さきほどから瑞穂は真剣な顔で通学路のあぜ道の脇わきや、草むらをのぞき込んでは、たんころりんを探している。

　しかし、この通学路はすでに何度も瑞穂がひとりで探し歩いたそうだし、たんころりんがいつまでも同じ場所に居続けるとも考えづらい。

「珠枝が駄目となると、他にたんころりんのことを知っていそうなのは……」

　智とも宏ひろは通学路の先にある、こんもりとした林を眺めた。

　お稲荷いなりさんのある林である。

　あそこには桜の精の好この香かが住んでいる。

　たんころりんと同じ木の妖怪同士、好香ならばなにか知っているかもしれない。

「そうだ、好香に――」

　と、そこまでいって、智宏は口をつぐんだ。

　この前、家で好香に誘惑されたときのことを思い出したからだ。

　しっとりとした指先の感触。

　少しはだけた着物から見える、白い首筋。

　そして、なによりえもいわれぬよい香りのする、好香の吐息。

　あのときのまさしく色香としかいいようのない香りを思い出して、智宏は少し頬ほおが熱くなった。

　あれ以来、どうも好香のことを意識してしまい、彼女とは顔を合わせづらい。

　もしも、あのとき途中で珠枝が割って入ってこなかったら、自分は好香の唇に――

「どうしたの、智ちゃん。顔が真まっ赤かよ」

「いやっ、なんでもないから！」

　智宏はもわもわと浮かび上がっていたピンク色の好香のイメージを、頭から振り払った。

「好香さんのこと思い出していたんじゃないの？」

「うっ！」

　実に鋭い指摘だ。

　そんなに顔に出ていたのだろうか。

　この調子では、いま好この香かに会うのはまずい。

　いつものように抱きつかれ、あの豊満な胸を押しつけられたりしたら――とても冷静でいられる気がしない。

　そんなところを瑞みず穂ほに見られたら、いったいどんな誤解を受けることやら。

「さっ、たんころりんを探すか！」

　瑞穂に顔色を探られないようにと、先へ進もうとした智とも宏ひろの背に瑞穂が冷たい一言を浴びせかける。

「好香さん、大きい胸だものね」

「なぁっ!?」

　思わず転びそうになる智宏。

　今日の瑞穂はやけに鋭い。

　それとも、こちらが表情に出し過ぎなのだろうか。

「いま、好香のことは関係ないだろ？」

「でも、智ちゃんは好香さんぐらいの大きな胸が好きだって、珠たま枝えちゃんがいってた」

「そんなこと、俺おれはいってないから！」

「そうなのぉ？」

　瑞穂の疑惑の目から、智宏は顔をそらす。

　口に出してはいっていない。

　それは確かだ。

　もっとも、好きか嫌いかでいえば――たぶん好きなのかもしれない。

　いや、そもそも大きな胸が嫌いな男子高校生がいるだろうか。

　いるはずがない。

　……きっと。

「なんでそんな馬ば鹿かな話にこだわるんだよ」

「なんでって……幼なじみとして気になるじゃない？」

「そういうもんかぁ？」

　幼なじみというのは、そんなことまで気にしなければならないのだろうか。

「だったら、おまえはどういう男が好きなんだよ」

　智宏は少し意地悪く、混ぜっ返してみた。

「えっ、ええっ、私が好きなのは……」

　瑞穂は両手の人差し指をもじもじさせながら、顔を赤らめた。

　どうやらうまく攻守交代ができたらしい。

　智宏は好香の話題を誤ご魔ま化かすために、さらに瑞穂を追及する。

「どうなんだよ。幼なじみとして気になるんだけどなぁ」

　すると、瑞みず穂ほは眼鏡めがね越しに上目遣いで智とも宏ひろを見上げ、か細い声で答えた。

「私は……優しい人かな」

　ずいぶんもったいぶった割には、なんとも平凡な答えだった。

　優しい人が嫌いな人間はいないだろう。

　大きな胸が嫌いな男子高校生がいないように。

「優しい人ねぇ」

　智宏は瑞穂の言葉を反はん芻すうしながら、ふと真ま希きにいわれた言葉を思い出す。



『あんたはなんで妖よう怪かいにばっかり優しいのかしらね』



　真希にはそんなことはないと否定したが、思い返してみると、心当たりがないわけではない。

　いまは珠たま枝えたちのおかげで解放されたが、高校一年の春まで、智宏はぬっぺらぼうという妖怪に自身の言こと霊だまを預けていたせいで、深い人付き合いを避けてきた。

　そのため本当に親しい友人となるとあまりいない。

　幼なじみの瑞穂と、悪友の辰たつ則のりぐらいである。

　こちらがどれだけ冷たくあしらっても、まったくめげることなくつきまとってくる辰則も、こうして考えると有り難い友人なのだろう。もっとも、それ以上に迷惑させられることが多いのも事実であるが。

　そして、いくらぬっぺらぼうのせいとはいえ、瑞穂にも冷たく接することが多かった。

　いまさらながらに、瑞穂には申し訳のないことをしてしまったと思う。

　同時に、優しい人が好きという瑞穂が、いままでこんな自分を嫌わずに友人でいてくれたことを嬉うれしく思った。

「ごめんな」

　智宏の口から、無意識のうちに詫わびの言葉がこぼれた。

「えっ、なんで？」

　いきなり謝られて、瑞穂は不思議そうな顔をしている。

「いや、それは……」

　誤ご魔ま化かすことは簡単だったが、智宏はきちんとこの機会に詫びておきたかった。

　それがいままで瑞穂からもらってきた優しさに対する誠意と思ったからだ。

「俺おれ、瑞穂に冷たかっただろ」

「んー、そんなことないと思うけど」

　瑞穂の反応は意外なものだった。

「けど、前の俺は……」

「それは知ってる。でも、智ちゃんはいつも優しかったよ」

「本当に？」

「ホント、ホント。だけど、いまの智ちゃんは――」

「いまの俺おれは……？」

　瑞みず穂ほの表情が少し曇ったのを見て、智とも宏ひろはドキリとする。

「ちょっと優しすぎるかな？」

　そういって瑞穂は智宏の胸を指でつついた。

「そ、そうかぁ？」

「そうよぉ、特に加か茂もさんに優しい。いやっ、あれは優しすぎるっ！」

　瑞穂は自分の言葉に興奮してきたのか、智宏にぐいぐいと詰め寄った。

「あ、あれには深い理由があって――」

「加茂さんの胸が大きいから？」

「違うったら！」

　前髪が触れあうほどの距離で、瑞穂はじとっとした軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見つめている。

　また、話が嫌な方向に流れつつあった。

「けどさぁ、おまえは優しいやつが好きなんだろ。なら、いいじゃないか？」

「それはそうだけど……そうなんだけど……」

　瑞穂はぴたりと足を止めた。

「好きな人が優しいのは、私にだけ――ってのは、やっぱりわがままなんだろうね」

　後ろから瑞穂がなにかを問いかけてきたようだったが、よく聞こえなかった。

「なんだって？」

「なんでもない。下心があったら、せっかくの優しさも台無しだねっていったの」

「それって、俺のことかよ!?」

「どうかしら？」

　瑞穂は小走りで智宏に追いつくと、また一緒に並んで歩く。

　そんな瑞穂の横顔を智宏は見つめる。

　寒さのせいか、夕日のせいか、少し赤らんで見える瑞穂の頬ほお。

　いままで何度もこうして並んで歩いたことはあるのに、なぜかいつもと瑞穂が違っている気がする。

　二学期から変えた髪型のせいなのか、それとも別の理由からか……

　いや、そもそも『いつもの瑞穂』とは、自分にとっていつの瑞穂だろうか？

　一学期のときの瑞穂？

　中学校のときの瑞穂？

　もっと、幼いときの瑞穂？

　近すぎて気づけないこともある。

　自分が高校にあがってからたくさんのモノと出会って変わってきたように、瑞みず穂ほだって変わってきているのだろう。

　いつまでも『いつもの瑞穂』でいてくれるとは限らないのだ。

「どうしたの、智ちゃん？」

「瑞穂も成長しているんだなって」

「なっ、なにいってるのよっ！」

　なにを勘違いしたのか、瑞穂は胸を手で隠して怒鳴った。

　智とも宏ひろの考えているところとは、別の成長のことだと思っているようだ。

「ち、違う、違う、そこじゃないってば！」

　智宏は手をわたわたと振って弁解する。

　すると瑞穂は両手で自分の胸を押さえたまま、もの凄すごい目つきでこちらをにらんだ。

「あら、そうっ！　ごめんなさいね、成長してなくて！」

「な、なんでそうなるんだよ～」

　誤解は解けたが、状況はさらに悪化しているようだ。

　いったいこの地雷原をどう切り抜けたらよいものやら。

　智宏が冷や汗を流しながら、言葉に詰まっていると、あぜ道の向こうから助け船がやってきてくれた。

　手に持ったススキの穂を振り回しながら、夕暮れ時のあぜ道を鼻歌交じりで歩いてくるモノ――

「おおい、石いしの怪かい！」

　智宏は大声で呼びかける。

「おや、智宏さん」

　目も鼻もないのっぺりとした、つきたてのおモチのような顔。

　かすり模様の浴衣ゆかた姿。

　こんな威厳の欠片かけらもない姿であるが、石の怪はこのあたりの妖よう怪かいたちの集まりである妖怪町内会の会長である。きっと、たんころりんのこともなにか知っているに違いない。

「これはこれはお二人で……仲良く夕暮れ時のお散歩ですか？」

　ぽてぽてと短い脚でこちらに駆け寄ると、石の怪は愛想よく挨あい拶さつをしてきた。

「ちょっと探し物をしてるところなんだ」

「おや、そうでしたか。それはご苦労様です」

　智宏が石の怪と話をしていると、瑞穂が上着の袖そでを引っ張った。

「ねえ、智ちゃん……」

「ん、なんだよ？」

「いったい誰だれと話をしているの？」

　そういって、瑞みず穂ほは心配そうな目でこちらを見ている。

「えっ、石いしの怪かいとだけど」

　智とも宏ひろが指差す先を見た瑞穂は首を傾かしげる。

「その白い石と……話しているの？」

「あれ、瑞穂には石の怪は見えないのか」

　妖よう怪かいの中には、普通の人に見えないモノもいる。

　強い眼力を持っている智宏には、たいていの妖怪は見えるので、こういうときは戸惑ってしまう。

「この石も妖怪なんだよ」

　そういって、智宏は石の怪の頭をぽむぽむと叩たたいた。

　石なのに実に柔らかく触り心地がよい。珠たま枝えがそのもふもふっぷりに夢中になるのも納得である。

「そうなの……はじめまして……」

　瑞穂は石の怪に挨あい拶さつをするが、半信半疑の顔つきだ。

　眼力を持たない瑞穂にしてみれば、ただの白い石に挨拶をしていることになるのだろう。

「それで、ちょっとおまえに聞きたいことがあるんだけど」



    

  
    
      



    

  
    
      「おや、なにか計算をして欲しいのですか。それでしたら、私におまかせ！」

　勢い込んで、石いしの怪かいは懐ふところからカード電卓をしゅぱっと取り出した。

「足し算、引き算、かけ算、割り算、なんでもござれですよ～」

　以前、智とも宏ひろが石の怪にあげた安物のカード電卓だったが、計算が苦手な妖よう怪かいたちにとっては有り難い宝物であるらしい。

　それを自慢したいのか、石の怪はことある毎に電卓で計算をしたがって困る。

「それはまた今度でいいから。聞きたいのは、たんころりんのことなんだけど、どこかで見かけなかったか？」

「ああ、探し物とはたんころりんさんでしたか。だったら、町外れの柿かきの木にぶら下がっていましたよ」

　しぶしぶ電卓を懐にしまった石の怪は、あっさりとたんころりんの居場所を教えてくれだ。

「おおっ、助かる。さすが妖怪町内会長！」

「うふふー、もっと誉めてくださっても結構ですよ」

　石の怪はむふーと満足げに鼻息を吹いて、大きく胸を張った。

「けど、そんなところでいったいなにしているんだ、あいつ？」

　くわしく話を聞いたところ、たんころりんがぶら下がっているというのは、智宏も知っている柿の古木であった。

「それは私にもわかりませんけどね。柿の妖怪として、なにか深い理由があるのでは？」

「まあ、とにかくいってみるよ。ありがとうな、石の怪」

「いえいえ、そういえば近ごろ珠たま枝え様を見かけませんが、お元気ですか？」

「珠枝のやつなら、最近は家にこもってるよ」

　マドカといい、石の怪といい、どうもみんな珠枝が家から出てこないことを気にかけているらしい。あれで意外と人望があるのだろうか。

　しかし、尋ねられる側の智宏としては、またその質問かとマドカのときと同様に渋い顔をした。

「おや、どうかされたので？」

「別になんでもないんだけど……そうだ、今晩、遊びに来いよ。たんころりんのこと教えてくれたお礼に晩飯をご馳ち走そうするよ」

　智宏の突然の申し出に、石の怪は少し驚いたような顔をした。

　もっとも、石の怪に顔はないのだが。

「えっ、お呼ばれしてよろしいんですか？」

「いいって、いいって」

「でも、ひさしぶりだから、また珠枝様にもふもふされてしまうでしょうねぇ」

「いいじゃないか。たまにはもふもふされたって」

　むしろ、智とも宏ひろの狙ねらいはそこにある。

　珠たま枝えのおきにいりであるもふもふの石いしの怪かいが来れば、あのケウケゲンへの執着も少しは薄れることだろう。うまくいけば追い出せるかもしれない。

「しかし、石の妖よう怪かいとしてのプライドがですねぇ……」

「そんなの気にするなって。じゃあ、先に俺おれの家にいっててくれよ」

「はあ、では……お言葉に甘えさせていただきます」

　智宏の強引な誘いに石の怪も折れて、ぽてぽてと家のほうへと歩いていった。



「瑞みず穂ほ、たんころりんの居場所がわかったぞ」

　石の怪を見送ってから、智宏は瑞穂に報告する。

　瑞穂には石の怪の声も聞こえていないからだ。

「さっきの石が教えてくれたの？」

「ああ、あれでも妖怪町内会の会長だからな」

「本当に妖怪だったんだ……」

　せっかくたんころりんの居場所がわかったというのに、瑞穂の表情は冴さえない。

「もしかして、妖怪とか見えるのって気味が悪いか？」

　智宏は尋ねてみる。

　ほとんどの人は、智宏のような眼力を持っていない。

　だから智宏は普段から見えるモノ、見えないモノについて気をつけて会話をするようにしていた。例えば、友人と一緒にいるときに妖怪が見えても、そのことを口にしないようにしている。

　たとえ本当にそこに在あるモノであっても、ほとんどの人に見えず、ほとんどの人が知らなければ、それは存在していないのも同然である。

　存在していないモノを他人に語れば、不審に思われても当然だろう。

「ううん、そんなことはないけど。たんころりんとか好この香かさんとか、姿の見える妖怪もいるから……」

　そうはいいながら、瑞穂は語尾を濁した。

「瑞穂が嫌なら、もういわないようにするけど」

「そういうことじゃないの。ただ、智ちゃんが私の見えないモノを見て、知らないところにいってしまうのが嫌なの」

「そんなことはないって」

　智宏は軽い口調で否定したが、内心では動揺していた。

　妖怪の世界に深入りするなということは、珠枝や真ま希きにもいつもいわれていることだ。

　自分なりにバランスを取っているつもりだったのだが、妖よう怪かいたちとは縁の薄い瑞みず穂ほにまで、そのように指摘されたことはショックだった。

　それほど自分は妖怪の世界に深入りしているように見えるのだろうか。

　ただ、同時に瑞穂に反発する気持ちもある。

　人間と妖怪。

　このふたつをそのように分けてしまうのが正しいことなのか。

　珠たま枝えも、真ま希きも、静しず江えも、みんなそれが当然のように振る舞う。

　彼女たちから多くのことを教わってきた智とも宏ひろだったが、そのことだけはいまだ納得できない。

　もっと別の選択肢があるのではないか……と。

　そして、智宏と同じことを考えるモノもいる。

　人間と共に生活しようとする遼りよう子こ。

　彼女を支える、オオヒロとコヒロ。

　彼女たちが進もうとしている道こそ、智宏が望む道なのかもしれない。

　ただそれは誰だれも進んだことのない道だ。

　いつも自分を導いてくれる珠枝――あのまごうことなき神である珠枝でさえ、その先になにがあるのか知らない。

　そんな先の見えぬ道なのだ。



　　　　　◆◇◆



　太い国道が交差する、このあたりでは交通量の多い道。

　その脇わきにある下草が生え放題の荒れ地に、ぽつりと塞さえの神かみの小さな石碑が建っている。

　昔は、ここが村の境だったらしい。

　ここから内は、人の領域。

　ここから外は、異なるモノの領域。

　疫病や悪霊が人の領域に入ってこないように見守るモノが、この塞の神だ。

　道路が発達して、村の外と内という境界が曖あい昧まいになったいまでも、全国各地にひっそりとたたずみ、人々の生活を見守ってくれている神様である。

　その塞の神の頭上を覆うように、柿かきの木が生えている。

　広く枝を張り出した、立派な古木だった。

　智宏が子供の頃ころから、ずっとこのままの姿で塞の神と共に在あり続けてきたものだ。

「なんか懐かしいな」

　木の枝には、柿がたわわに実っていた。

　すっかり熟れて濃いオレンジ色をしている。きっと渋も抜けて、いまが食べ時だろう。

　この光景を見て、智とも宏ひろは思い出した。

　以前、瑞みず穂ほと一緒にこの木の柿かきを取りに来たことがある。

　小学校の低学年の頃ころ。

　まだ、父親も生きており、珠たま枝えのことを家神だと理解してなかったぐらい昔のこと。

「ねえ、智ちゃん。ここで柿を取ろうとしたことあったよね」

「瑞穂も思い出した？」

　近所の年上の子にここの柿を食べたと自慢されて、悔しくて二人で取りに来たのだ。

　子供のときの記憶ではこの木はもっと大きく見え、柿の実がなる枝はとても届きそうもない高さにあった。

　そして、夕日に照らされた、丸々とした柿の実は、宝物のように見えたものだった。

　ところが、いまの柿の木は、それほど大きくは見えない。

　これは自分が大きくなったせいだろうか。

　ふと、過去の記憶を探すように、智宏は瑞穂のほうを振り返った。

　そうだ、あのときもこうして瑞穂が後ろに立っていた。

　瑞穂にあの柿の実を取ってやりたい。

　喜ばせてやりたい。

　そんな気持ちに後押しされて、あのときの自分は柿の木に登ったのだ。

　いくら田舎育ちの子供でも、そのときの智宏はまだ木登りなどしたことはなかった。

　ただ、幸い柿の木には枝が多く、幼かった智宏でもなんとか登ることができたのだが――

「あれ、智ちゃん……」

　瑞穂の声で我に返ったとき、一瞬、自分の記憶といま見えている風景が混ざり合ってしまったのかと思った。

　柿の枝に手をかけている男の子。

　それを見守っている、同じぐらいの年とし頃ごろの女の子。

　まるであの日の智宏と瑞穂のように。

　いや、もちろんあれは自分たちとは違う。

　ただの偶然。

　ずっと昔から、秋になればこの木の下で繰り返されてきたことなのだろう。

　枝に足をかけようと悪戦苦闘する男の子の様子を見て、智宏は微笑ましく思ったが、瑞穂は違うことを感じたらしい。

「あの子たち危なくない？」

　瑞穂は心配そうに囁ささやいた。

「大丈夫だろ、男の子なんだから」

　そういいながら、智とも宏ひろは木の下で待つ女の子のほうを見た。

　両手を組んで、木を見上げる女の子は、いまの瑞みず穂ほと同じ表情を浮かべていた。

　そんな女の子と瑞穂の顔が重なり合う。

　いままでのんきに構えていた身体からだに、びりっと電流のようなものが走り、その直後にじわりと冷や汗がにじむ。

　智宏は思い出した。

　以前、自分もあの子のように木に登ろうとした。

　そして、次の枝に足をかけようとしたとき……

「おい、やめるんだ。その木の枝は折れやすいんだ！」

　静しず江えの家で読んだ、柿かきの木に関する文献を思い出した。

　柿の枝というものは折れやすく、そのため柿の木から落ちた時の俗信は全国にある。

　いわく、柿の木から落ちると大おお怪け我がをする。

　いわく、柿の木から落ちると愚か者になる。

　いわく、柿の木から落ちると三年経たたずに死ぬ。

『柿かき』とは『垣かき』につながり、ふたつを分かつ意味を持つともいう。

　智宏は思わず塞さえの神かみに目を向けた。

　そうだ、ここは村の境――人の世界と、異なる世界の境界。

　それはすなわち、生と死の境だ。



「ああっ！」



　男の子が足をかけた枝が、音もなく根元から折れた。

　智宏の眼力は、いままでしっかりとしていたはずのこの世界が、ぐらりと不安定になるのを見た。

　普段は意識しない暗い世界が、急激に近づいてくる。

　あれこそは境の向こう側のモノ。

　木から落ちる男の子を待ち受けるように、地面に広がっていく。

　それは不吉なモノに見えたが、悪意は感じられなかった。

　いうなれば深い穴のようなもの。

　落ちれば危険だが、穴自体に人を害する意志はないのだ。

「危ない！」

　智宏は両手を差し出して、男の子を助けようとした。

　とても間に合う距離ではないが、地面を蹴けって前に飛び出した。

　たとえ異界のモノが見えても、智とも宏ひろの力はそこまでである。

　誰だれかを助けようとするのならば、その手を届かせなければならない。

　だが、自分の手は情けないほど短く、身体からだの動きはもどかしいほどに遅い。

　智宏が自身の無力さに歯がみするよりも早く、男の子は地面に落下した。



「きゃあああっ！」



　背後と前方からふたつの悲鳴が同時に聞こえた。

　瑞みず穂ほと女の子の悲鳴だった。

　そのとき、智宏は場違いなことを考える。

　この悲鳴を聞くのは二度目だ。

　一度目は……自分がこの柿かきの木から落ちたとき――

　落ちたとき？

「そうだ、あのとき！」

　智宏の記憶は、夕日と同じオレンジ色の暖かい光と共に甦よみがえった。



「たんころりんっ！」



　男の子の下に広がっていた異界の闇やみが、光に照らされ消えていく。

　その代わりに、男の子の足下には見慣れたモノが。

「たんころり～ん」

　いつの間にそこにいたのかを妖よう怪かいに問うのは無意味だろう。

　きょとんとした顔の男の子を頭の上に乗せて、たんころりんが「かっかっかっ」と歯をむき出しにして豪快に笑っていた。

　巨大な柿に濃い眉まゆ毛げをした厳いかつい顔がついているという、不気味な風ふう貌ぼうながらも、どこか愛あい嬌きようのあるその姿。

　これこそが瑞穂の探していた柿の妖怪たんころりんである。

「痛くない？　大丈夫!?」

　たんころりんの上できょとんとしている男の子に、女の子が泣きながら駆け寄ってきた。

「た～んころりん」

　女の子が寄ってくると、たんころりんは身体を半回転させて、頭の上の男の子を下ろしてやった。

「ご、ごめんね……」

　わんわん泣く女の子に、どうしたらよいのかわからず男の子は戸惑うばかり。

　それどころか、いまにも男の子まで泣き出しそうな様子だ。

「たんころりんっ！」

　それを見ていたたんころりんは顔だけの身体からだで跳ね上がると、地面をどすんと踏みしめた。

　その衝撃で柿かきの木からよく熟れた実がふたつ、智とも宏ひろの手にぽとりと落ちる。

「たんころりん」

　両手の柿を見つめる智宏にたんころりんが身体をぶつける。

「わ、わかったよ」

　智宏はぎこちない笑顔を浮かべながら、二人の子供に声をかけた。

「これ、欲しかったんだろ？」

　智宏は男の子にふたつの柿を手渡してやる。

「う、うん……」

　男の子は涙のにじんだ目でうなずいた。

「ほら、その子のために取ってやろうとしたんじゃないのか？」

「うん……」

　少し戸惑った顔をしながらも、男の子は智宏にうながされて、泣いている女の子にも柿をひとつ手渡した。

　すると、女の子もようやく落ち着いてきたのか、鼻をぐすぐすいわせながら泣きやんだ。

「男の子は女の子を泣かせちゃ駄だ目めだぞ」

「うん！」

　三度目の返事はだいぶ元気が戻っていた。

「よしっ、じゃあもう帰りな。日が暮れるぞ」

「うん、ありがとう！」

　男の子はにっこりと笑って礼をいうと、女の子の手をつないで駆け出した。

「たんころり～ん！」

　たんころりんは眉まゆ毛げをあげてニコニコと太陽のように暖かい笑みを浮かべながら、そんな二人を見送っていた。

「偉い、偉い、さすがはたんころりん！」

　去っていく二人の子を見守るたんころりんに、瑞みず穂ほが飛びついてきた。

「た、たんころり～ん」

　瑞穂に抱きつかれ、たんころりんはオレンジ色の顔をさらに赤くして照れている。

　九州男児のような強こわ面もての顔をしているくせに、意外とうぶなところがある。

「ありがとうな、たんころりん」

　智宏もその巨大な頭をぽんぽんと叩たたいて礼をいった。

「たんころりん」

　もう境から迫ってきた異界の気配は感じられない。

　秋の夕暮れ時らしい、物寂しさの中にも、ほんのりとした暖かみのある風景だけだ。

　そんな風景とたんころりんの姿を見ながら、智とも宏ひろは思い出していた。

　以前、自分もあの子のように、この柿かきの木から落ちそうになったことがあった。

　あまり昔のことだったのでよく憶おぼえていないが、もしかするとあのときも……

「たんころりん」

　智宏の視線に気づいたのか、たんころりんは身体からだを前後に揺すって、重々しく唸うなった。

「そうか、あのときもおまえが助けてくれたのか」

　たんころりんを瑞みず穂ほに授けた珠たま枝えは、たんころりんのことを『子こ守もり柿がき』とも呼んでいた。

　元々は柿の木を守るまじないとして、すべての実を収穫せずにひとつだけ残すという木き守もり柿がきから変化した言葉だが、いまの智宏にはその『子守柿』という名前がとても優しいものに感じられた。

「ごめんな、たんころりん。俺おれったら、すっかり忘れていて」

　枝が折れやすく、木登りをする子供が落ちやすい柿の木。

　そんな柿の木に最後まで残って、子供たちのことを見守ってやる子守柿。

　それは柿――すなわち垣で人々を守ってくれる塞さえの神かみと同じモノといえるのだろう。

「もうっ、たんころりん、いきなりいなくなっちゃったから心配したんだよ！」

　智宏が思いを巡らしている一方で、瑞穂はたんころりんの巨体をゆさゆさ揺さぶりながら怒っている。

「たんころり～ん」

　瑞穂の剣幕に、たんころりんは太い眉まゆ毛げをハの字にして困った顔をするばかりだ。

「たんころりんにもわけがあるんだよ。許してやれよ」

「わけって……？」

「おまえはここで子供たちを見守ってあげているんだよな？」

「たんころり～ん」

　たんころりんは元気のない声で返事をする。

「そうだったの？　だったら、一言いってくれればいいのに」

「いや、どうやってたんころりんが一言いうんだよ」

「たんころりん」

　これしか喋しやべれないたんころりんでは、事情を説明するのはなかなか難しいだろう。

「じゃあ、また私のところに帰ってきてくれるの？」

「たんころり～ん！」

　瑞穂の問いかけに、たんころりんは力強くうなずいた。

「きっと冬になって、この柿かきの木に登る子がいなくなれば、たんころりんも帰ってきてくれるよ」

「うん……わかった。たんころりんも見守り頑張ってね」

　瑞みず穂ほはしゃがみ込んで、別れを惜しむようにたんころりんの両りよう頬ほおを手でさすった。

「たんころりん」

「寒くなるけど風邪をひかないでね」

「たんころりん」

「また、会いに来るからね」

「たんころりん」

　夕日に照らされながら語り合う二人。

「なんなんだ、この絵は……」

　本当ならばもっとしんみりしてもよい場面であったが、巨大な柿と瑞穂が会話している姿はどうにもユーモラスで、ついつい笑ってしまいそうになる智とも宏ひろであった。



　　　　　　　◆◇◆



「たんころりんは、ああやってみんなのことを見守ってくれていたんだね」

「子こ守もり柿がきの名前の通りだな」

　たんころりんとのしばしの別れを終えた瑞穂と一緒に、智宏は帰路につく。

　子供の頃ころ、智宏もたんころりんに助けられたことを話してみると、瑞穂はそのことをよく憶おぼえていないらしい。

　あの子たちも成長すれば、今日のことを忘れてしまうのだろうか。

　世界には、子供のときにしか見えないこともある。

　きっと、妖よう怪かいとの出会いもそのひとつなのだろう。

　寂しくもあるが、それでも妖怪たちはずっとそこにいてくれている。

　そして、次の子供たちとまた出会う日を待っているのだろう。

「でも、思い出せてよかった……」

　智宏はたんころりんのことをもう一度思い出せたことがとても嬉うれしかった。

　それは、ずっと会えなかった大切な友達に再会できたような気持ち。

　もう二度と忘れたりはしない。

　たとえたんころりんと出会った子供たちが、みんなそのことを忘れてしまうとしても、自分だけは忘れずに憶えていよう。

　智宏はそう心に誓った。



「私たちも小さいときはあんな感じだったのかなぁ」

　不意に瑞みず穂ほが呟つぶやいた。

「ああ、あのぐらいの頃ころはよく二人で遊んでいたものな」

「ところで、智ちゃん。あの男の子にいったこと憶おぼえてる？」

「ん、なんだっけ？」

「男の子は女の子を泣かせちゃいけないって」

「あ、ああ……ちょっと格好つけすぎたかな」

　智とも宏ひろは少し顔を赤らめた。

「智ちゃん、女の子を泣かせちゃいけないんだよ」

「なんだよ、しつこいなぁ」

　すると、瑞穂は不満げに口をとがらせて、ぽつりと呟いた。



「……女泣かせ」



　まったく心当たりがないはずなのに、なぜかその一言は智宏の胸に深く突き刺さった。

「ちょ、ちょっと待て。それって誰だれのことだよっ！」

「智ちゃんのこと」

　即答であった。

　反論は許さないといった顔つきの瑞穂に、智宏は思わず唸うなり声をあげる。

「たくさん泣いているんだから」

「だ、誰が……」

「いって欲しいの？」

　ぷいっとそっぽを向いたまま、瑞穂は不機嫌そうに答える。

「いや……ごめんなさい。いわなくて結構です」

　智宏は小さくなってうなだれる。

　なんだか具体的に聞かされるのが怖かったからだ。

　さきほどは心当たりはないと思っていたが、不可抗力でなら何度かある。

　眼力のせいでヌードにしてしまった遼りよう子ことか。

　水泳大会で手ブラをしてしまった真ま希きとか。

　それに、珠たま枝えにもたくさん心配をかけて……

「泣かせちゃ駄だ目めなんだから」

「はい、以後気をつけます」

　深く反省をした智宏は、うなだれたまま瑞穂のあとをついていく。

「んっ」

　すると、前を歩く瑞みず穂ほが、後ろを歩く智とも宏ひろのほうに手を伸ばした。

「なに？」

「んーっ！」

　瑞穂はさらに手を差し出す。

　なぜかその顔は赤い。それは夕日のせいだけではなさそうだ。

「どうした、腹でも減ったのか。いま食い物は持ってないぞ？」

「ばっ、馬ば鹿かっ!!」

「な、なんで怒るんだよ？」

「もうっ、さっきの男の子のほうが、智ちゃんよりよっぽど気が利いてるわ」

　いきなり怒り出した瑞穂の背中を呆ぼう然ぜんと見つめていた智宏だが、その一言でようやくピンとひらめいた。

　そして、ゆっくり瑞穂に追いつくと、その右手を取った。

　思ったよりも小さくて。

　少しひんやりしていて。

　それでいて温かい――瑞穂の手を握った。

「逢おう魔まが時ときだ。一緒に帰ろう」

「うん……」

　いつかのあのときのように、二人で手を取り、並んで帰る道。

　夕日は遠い山の陰に隠れようとしていて、あぜ道には冷たい秋風が吹き抜けたが、二人でいれば少しも寒くは感じなかった。



    

  
    
      
第二話　チューをされた珠たま枝えさま





　瑞みず穂ほを送ったあと、家に戻った智とも宏ひろは玄関の扉を開けたところで立ち止まった。

「どうしたんだ、おまえ？」

　玄関に、最終ラウンドまで戦い抜いて真っ白に燃え尽きたような姿をした石いしの怪かいが座り込んでいたからだ。

「おい、石の怪？」

　智宏が呼びかけても反応がない。

　心配になって、両りよう脇わきを抱えて持ち上げ、揺さぶってみた。

　まったく身体からだに力が入っておらず、ぐらんぐらんと首が前後に揺れた。

「珠枝様に……珠枝様に……」

　石の怪はか細い声でなにかいっている。

「おいっ、珠枝がどうかしたのか!?」

　今日はずっと珠枝とケウケゲンは一緒だったはずだ。

　智宏は急に嫌な予感がしてきた。

「こらっ、石の怪、しっかりしろ！」

　いくら揺さぶっても石の怪はぐらんぐらんするばかり。

　智宏が何度も呼びかけていると、奥からとたとたと聞き慣れた足音がした。

「どうしたのだ、智宏。大きな声を出して？」

　いつものようにおきにいりのモモンガの寝間着姿で、両手でケウケゲンを抱きしめている。

　たぶん、一日中、このモモンガ姿でいたのだろう。

　しかし、それ以外には、珠枝に変わった様子はなかった。

「いや、石の怪が変なんだよ……」

　智宏は、水マクラのようにぐでんとしている石の怪を珠枝に見せた。

「なんだ貴様、まだいたのか」

　ケウケゲンを抱きしめながら、珠枝は素っ気なく呟つぶやく。

　その途端、いままで生気を失っていた石の怪はがばっと顔をあげて泣きわめいた。

「ひどい、ひどすぎます。いままでのもふもふは遊びだったのですか!?」

　ぶわわわっと滝のように涙を流しながら、石の怪は智宏の手の中でじたばた暴れる。

　目がないくせにどこからこんなに涙が出てくるのだろうと、智宏は場違いなことを考えていたが、すぐに我に返った。

「いったいどうしたっていうんだよ。喧けん嘩かでもしたのか？」

「ふん、なぜワシが石いしの怪かいごときと喧嘩などせねばならぬ」

　珠たま枝えは心外そうに鼻を鳴らした。

「ほらほら、そんなに泣くなって」

　しかたないので、智とも宏ひろは石の怪を抱っこして、幼子をあやすようによしよしと揺すってやった。

　なんで自分がこんなことを――と思わないでもなかったが、効果はあったようで徐々に石の怪は泣きやんできた。

「珠枝様が……珠枝様がひどいんですよ～」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、石の怪は智宏に訴える。

「わかった、わかった。ほら、これで涙を拭ふけよ」

　智宏は石の怪のつるつるの顔をハンカチで拭いてやると、ゆっくりと玄関に下ろしてやった。

　そして、腕を組んで二人を見下ろしながらいう。

「なんだかよくわからないけど、珠枝のほうが悪そうだ。石の怪に謝れ」

「なっ、なんたる罰当たりな！」

　珠枝はツインテールをピーンと立てて怒りを露わにした。

「だったら、なんで石の怪は泣いているんだよ」

「だから、ワシは知らん！」

　頬ほおを膨らませて、ぷいっとそっぽを向く珠枝。

　まるで小学生の喧嘩の仲裁をしているような気分だ。

　だが、珠枝の様子を見ていると、本当に心当たりがないように思える。珠枝は嘘うそが下へ手たなので、惚とぼけようとしてもすぐにボロが出るはずなのだ。

「今日は石の怪に世話になったから、俺おれが招待したんだ。あんまり失礼なことをするなよ」

「おまえこそ失敬だぞ。ワシはこやつが嫌がることなど、なにもしておらんといっておろうが。もふもふすらしておらん」

　ぶすっとした顔で、ケウケゲンをもふもふする珠枝。

　そのとき、石の怪がピクリと反応したのを智宏は見逃さなかった。

「あれ……もしかして、おまえ。珠枝にもふもふしてもらえなかったことがショックなのか？」

　智宏は呆あきれ顔で石の怪に尋ねる。

「そっ、そんなことあるわけないでしょう！」

　石の怪はつるつるの顔を真まっ赤かに染めて反論する。

「そうだぞ、こやつはいつももふもふされるのを嫌がっておったではないか。だからワシも、貴様のもふもふもは用なしだといってやったのだ」

　珠たま枝えは石いしの怪かいに同調する。

「また、そんなきついことを……」

「なぜだ、そこは喜ぶところであろう？　こやつはもふもふされることを嫌がっておったのだから……」

　眉まゆ根ねを寄せて、珠枝は納得できないといった顔つきだ。

「嫌よ嫌よも好きのうちっていうだろ？」

　智とも宏ひろは石の怪を持ち上げると、その身体からだをもふもふしてやった。

「いやー、ホント、おまえの身体はもふもふだなぁ」

「なっ、なにをするんですか、智宏さん!?　私は石の妖よう怪かいなんですから、そのような不当な評価は……あっ、あっ、そこは駄だ目め～！」

「馬ば鹿か、変な声を出すな」

　これ以上、珠枝になにをいっても無む駄だなので、智宏は石の怪と一緒に自分の部屋へと向かった。

「な、なんなのだ!?　ワシは悪くないぞっ、なにも悪くないぞぉ!!」

　廊下に取り残された珠枝は、そんな智宏の背中に向けてひとりでわめいていた。
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　自分の部屋に入った智宏は、ベッドの上に石の怪を放ほうり投げた。

「あれ」

　ぼふんとベッドの上に落下する石の怪。

「わっ、私を部屋に連れ込んで、なにをするつもりなのですか!?」

「なにもするわけないだろっ！」

　ベッドの上でしなだれている石の怪を無視して、智宏は着替えを始める。

「はぁ、よかった。てっきり、私まで智宏さんの毒どく牙がにかかってしまうのかと……」

「人聞き悪いことをいうな！」

　上着を脱ぎながら、智宏は怒鳴った。

「でも、町内会では有名ですよ。智宏さんは人間だろうが妖怪だろうが見境がな――いだだだだっ！」

　石の怪の頭に、智宏のアイアンクローが見事に決まっていた。

　その柔らかな頭にめりめりと智宏の指先がめり込んでいく。

「誰だれがそんな馬鹿なことを……」

「わっ、私じゃありません。いっているのは好この香かさんですってば～！」

　それを聞いて、智とも宏ひろは石いしの怪かいから手を放した。

「あたたたっ、ホントに頭が割れるかと思いましたよ」

「ふん、石の妖よう怪かいのくせに、豆腐みたいな頭だな」

「うわっ、ひどい侮辱っ！」

　ベッドの上でぴょんぴょん跳ねながら「暴言だぁ～、撤回しろ～」と騒いでいる石の怪の抗議の声を聞き流しながら、智宏は考え込む。

　これ以上、妙な噂うわさが広まらないうちに好香には釘くぎを刺しておかねばなるまい。

　瑞みず穂ほや真ま希きや遼りよう子この耳に入ったら、一大事である。

　なぜか彼女たちは、そういう話題には敏感で、やたらとこちらを責めるから困りものである。

　それに、万が一にも、あのオオヒロの耳に入ったりしたら……

「うう～っ、考えたくない」

　智宏はオオヒロの鋭いかぎ爪づめと、あの冷ややかな目つきを思い出してブルブルッと身み震ぶるいをした。

「そういえば、おまえはあのケウケゲンとは知り合いじゃないのか？」

「えっ、ケウケゲンとは？」

「あのもふもふのモルモットみたいなやつだよ」

「ああ、珠たま枝え様が抱いていた、あの憎たらしい……あっ、ゴホンゴホン……いいえ、私もあんなかたは見たことありませんねぇ」

「そうなんだ、意外だな」

　近所の妖怪たちもその実力を認める珠枝であるが、この土地にやってきてからまだ二十年も経たっていない。同じ土地に何百年も在あり続ける妖怪たちから見れば、珠枝はまだまだ新参者なのだそうだ。

　そのため珠枝がケウケゲンのことを知らないのはしかたないと思っていたが、妖怪町内会長である石の怪までが知らないというのは、少し気になった。

「もしかして、余よ所そ者の妖怪なのか？」

「う～ん、そうともいえないでしょう。私は里のことならよく知っているほうですが、山のほうは疎いですからね。ああ、ヤマイヌさんならご存じかもしれませんよ」

「いや、マヤには……」

　石の怪の言葉に、智宏はチクリと心が痛んだ。

　あの日の別れ以来、智宏はマヤとは会っていない。

　たとえ会ったとしても、いまの自分にはどのような顔をすればよいのかもわからなかった。

　このことは小さなトゲとして、智とも宏ひろの胸にずっと残っている。

　ただ、いまの智宏にはその痛みをじっと胸に押し留とどめておくことしかできなかった。

　いずれは自分なりの答えを見つけなければいけないことなのはわかっているのだが……

「でも、ちょっと妙な感じのかたですよね」

「あのケウケゲンが？」

「ええ、ただの妖よう怪かいにしては霊格の高そうな――」

「そうなのか？」

　霊格とは妖怪の力を意味する。

　霊格が高ければ妖怪だって、神と祭られることもある。

　とはいえ、智宏の眼力には、ケウケゲンがそれほどの霊格の持ち主には見えなかった。

　ここにいる人畜無害な妖怪である石いしの怪かいとさほど変わらないような――などといったら、石の怪が怒るので、あえて口にはしなかったが。

「いまは霊格を失っているようですが、以前はそれなりのおかただったのではないでしょうかね。そこらの妖怪とは器が違いそうです」

「ふーん、そうなのか」

　霊格が高まれば神となるということは、逆をいえば、神も霊格を失えば妖怪へと没落することを意味する。それを零れい落らくという。

　かつては山の神であった珠たま枝えが、家神になっているのも零落したからだという。もっとも、珠枝は稲いな村むら家を見守るために、自ら零落したといっているのだが。

　石の怪の見立てでは、あのケウケゲンもそのような零落したモノだというのだろう。

「でも、それにしたってあの姿はないんじゃないか。零落し過ぎだろう」

　いまのもふもふの姿からは、まったく神様らしい威厳は感じられない。

　どう見ても、ただの癒いやし系愛あい玩がん動物である。

「そうですねぇ。でも、もしかすると、あれが本性ではないかもしれませんよ」

「化けているとか？」

「そうですねぇ。珠枝様に取り入るために、あのようなもふもふな姿に変化しているとか……って、別に私はもふもふの座を奪われた嫉しつ妬とからいっているわけではありませんからねっ！」

　誰だれも聞いていないのに、自分から言い訳をする石の怪。

　いつもは石の妖怪としてのプライドがなんだとかいって、あれほど嫌がっていたくせに、もふもふされなくなるとそれはそれで不満らしい。

　顔の造りはこれ以上ないぐらい単純なのに、心のほうは繊細な妖怪である。

　しかし、智宏としてはそんな石の怪の心情よりも、ケウケゲンのほうが気がかりであった。

「なにか魂こん胆たんがあって、珠枝に近づいたってことか？」

「さあ、どうでしょうか……でも、そんなに心配されなくても、珠たま枝え様なら相手がなんであろうが平気ですってば」

　短い手をパタパタ振って、石いしの怪かいは智とも宏ひろを安心させるようにいった。

「別に……心配しているわけじゃあ」

「うふふ～。また～、素直じゃないんだから～」

「うるさい、いくぞ！」

「アタッ、アタタタタッ、だから頭をつかむのはやめて～！」

　泣きわめく石の怪の頭をわしづかみにしたまま、智宏は乱暴に部屋の戸を開けて、階段を下りていった。
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「智宏、早く供えるのだぁ～！」

　食卓では膝ひざにケウケゲンを乗せた珠枝が、夕食を催さい促そくしている。

　ケウケゲンも食卓に前足をついて、顔だけ出して鼻をひくつかせていた。

「はいはい、いま焼けましたよっと」

　今日の夕食は、サツマイモの炊き込みご飯と、そろそろ旬も終わりに近づいたサンマの塩焼き。あとは鍋なべに残ったままだった、昨日の残り物の里芋の煮っ転がしだ。

　香ばしく焼けたサンマに、珠枝はケウケゲンと一緒に鼻をひくつかせる。

「智宏、これは目め黒ぐろ産であろうな？」

「ああ、目黒産だよ」

　智宏は適当な相づちを打つ。

　珠枝はサンマといえば目黒産しか食べないというこだわりがある。もっとも、智宏はいままで目黒産のサンマなど見たことはなかったが。

「うむうむ、サンマは目黒に限る」

「それより、食事のときぐらい放したらどうなんだ」

「んっ、なんのことだ？」

「ケウケゲンのことだよ。食事をしているときに不潔だろ」

「なっ、馬ば鹿かなことを。こやつはワシの客だぞ。失敬なことをいうな」

「きゅきゅっ！」

　珠枝とケウケゲンの両方ににらまれて、智宏は少し怖おじ気づく。

　そういえば珠枝に招待されたケウケゲンには、珠枝の加護があるらしい。下へ手たなことをいえば祟たたられるかもしれない。

　智宏はしばらく珠枝たちとにらみ合いをしてから、肩をすくめた。

「はいはい、そうですか、そうですか。だったら、お客さんのことはおまえが面倒を見ろよな」

「いわれなくても、そうするつもりだ」

　べぇ～っと舌を出して、珠たま枝えはケウケゲンをかばうように抱きしめる。

「さて、貴様はなにが食べたい。イモがいいか、イモが？」

　珠枝は炊き込みご飯からさいの目に切ったサツマイモをひとつつまむと、ケウケゲンに手渡した。

　ケウケゲンはそれを短い手で受け取ると、ネズミのようにもしゃもしゃと食べ始める。

　なんとも愛らしい仕草であるが、智とも宏ひろは面白くない。

「おい、石いしの怪かい……こっち来い！」

「へっ？」

　智宏は横に腰をかけていた石の怪を膝ひざに乗せてやる。

「おまえはなにが食べたい？」

「は、はぁ……おかまいなく。私は残り物で結構ですから」

「遠慮するなって。里芋食べるか、里芋？」

「いや、本当に結構ですってば。自分で食べますから」

「いいから、いいから……って、おまえの口はどこなんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　つるつるの石いしの怪かいの顔を見て、智とも宏ひろはとりあえず見当をつけたところに里芋を押しつけてみる。

「ああっ、そこは鼻です……いやっ、そこは違う……そこは目ですからぁ！」

　こうして珠たま枝えと智宏による、不毛な接待合戦が始まったのだった。
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「も、もう食べられません……満腹です。ごちそうさまです……」

　全身を丸々と風船のように膨らました石の怪は、食卓の上に仰向けになってぐったりしていた。

「こらっ、石の怪、だらしないぞ。やつはまだまだ食っているじゃないか！」

「おやおや、どうした、智宏？　そっちはもうおしまいなのか」

　珠枝はこれ見よがしに、ケウケゲンにサツマイモを手渡した。

　小さいくせにケウケゲンの胃袋は底なしのようで、珠枝が手渡す端から、いくらでもサツマイモを食べていった。

「うぬぬ～っ」

「あーははは、やはり主人がよいと、客も食が進むようだな」

　悔しそうに歯がみをする智宏こそが最高のおかずとばかりに、珠枝はさも美お味いしそうにサツマイモご飯を大きな口を開けて食べている。

「おまえらが食べ過ぎなんだよ」

　智宏が負け惜しみをいっていると、いままで膝ひざの上で大人しくしていたケウケゲンが、するすると珠枝の肩にまで登っていった。

「ん、どうした？」

　珠枝が不思議そうにしていると、唐突にケウケゲンはその頬ほおにチュッと口をつけた。

「きゅきゅ」

　一瞬、ぽか～んとしていた珠枝であったが、あわててケウケゲンに口をつけられた頬を押さえた。

「どうした、噛かまれたか？」

「とっ、智宏……チューだっ！　ワシはチューをされてしまったぞっ！」

　珠枝は席から立ち上がって声をあげた。

　まるで天下の一大事といった騒ぎようだ。

「なにがチューだよ……ほっぺをなめられただけじゃないか」

「それがチューでなくてなんだというのだ!?」

「犬が顔をなめるのと同じだろ……」

　智とも宏ひろはあくまで冷静に受け答えをするのだが、珠たま枝えの興奮はなかなか冷めない。

「どうしよう、どうしよう、智宏。ワシはどうしたらいいのだろう？」

「……おまえ、本気でいってるのか？」

　どうも演技とは思えない狼ろう狽ばいっぷりだ。

　そもそも、珠枝は演技が苦手であることは、この前のシンデレラの舞台で嫌というほど思い知らされている。

　しかし、あれがチューというのなら、以前、智宏は珠枝にまぶたをなめられたことがある。それは珠枝から眼力を与えてもらうためであったが、いまのがチューならば、まぶたをなめることだってチューに入るのではないか――

「って、なにを俺おれはネズミと張り合っているんだよっ！」

　智宏は首をぶんぶんと左右に振った。

「チューをしたら、次は結婚ですね～」

　いままで食卓の上でノックダウン状態だった石いしの怪かいが、むくりと起き上がっていった。

「けっ、けっ、けっ、結婚!?　次はもう結婚なのか？」

　石の怪の言葉に、珠枝は真まっ赤かな顔をして両りよう頬ほおを手で押さえた。

「なにを馬ば鹿かなこといってんだ！」

「あれっ、智宏さん。もしかして妬やいているんですか？」

「ああん？」

　智宏はギロッと石の怪をにらみつける。

「なんだ、今日はやけに様子がおかしいと思ったら、そういうわけですか。あのケウケゲンさんに妬いているわけですか。納得、納得」

　ひとりで納得して、石の怪はぽむぽむと膝ひざを叩たたいている。

「だっ、誰だれが妬いてるっていうんだよ。俺は別に珠枝が誰と結婚しようが、なんとも思ったりしないんだからな」

　そう叫さけんでから、智宏は珠枝のほうを恐る恐る見た。

　もしかして怒らせてしまったかもと思ったからだ。

「……あれ？」

　食卓の向かい側に座る珠枝の表情は、特に怒った様子はなかった――が、智宏の眼力は、珠枝の霊力がむくむくと増大しているのを感じ取った。

「ちょ、ちょっと、珠枝……さん？」

　智宏はさあっと血の気が引いた。

　普段の珠枝とは、気配が違う。

　なにやらもの凄すごい力が止めどなく珠枝からあふれ出していた。

　もしかして、本気で怒らせてしまったのかもしれない。

「珠たま枝え……様？」

　もう一度、智とも宏ひろが怯おびえた声で尋ねると、いきなり珠枝は目をくわっと見開いた。

「ふぉおおおおおおおっ、なんだこのみなぎる力はっ!?」

　いきなり珠枝は奇声をあげて、自身の身体からだを見下ろした。

　その途端、窓ガラスがビリビリッと鳴った。

　珠枝から噴出した目に見えぬ力が、家全体を震ふるわせている。

「はわわわっ、珠枝様の霊格が高まってます」

　珠枝の気に押されたのか、石いしの怪かいは食卓からころころと転がり落ちて、遠巻きに様子を見ている。

「ど、どうしたんだよ、珠枝!?」

　すると、珠枝はわなわなと身震いしながら、大声で叫さけんだ。



「こ、こ、こ……これが、想おもわれる喜びかぁぁぁ！」



　なにやら眠れる力が覚かく醒せいした的なノリで、ドーンという音と共に、珠枝から一気に霊力が噴出した。

「すごい、すごいぞ、いまなら天を落とし、海を割ることすらできそうな気分だ！」

　椅い子すの上に片足立ちすると、珠枝は中国拳けん法ぽうのような妙な構えをしゅばばばっと取った。

　はたから見ていればただの馬ば鹿かだが、智宏の眼力はその半端ではない霊力に圧倒されていた。こんなすさまじい力は、珠枝が本気で怒ったときしか見せたことがない。

「おい、石の怪……いったいどうしちまったんだ、珠枝のやつは？」

「これは、愛の奇跡です……」

　妙に渋い声で、石の怪は呟つぶやいた。

「はあ～っ？」

「智宏さんの珠枝様を想う心が、このような力を生み出したのです。これぞまさしく、愛の奇跡……」

「なにをいってるんだ、おまえは？」

　智宏は石の怪の頭をつんつんと突くが、こっちはこっちで妙なスイッチが入ってしまっているらしく、まったく反応しない。

「う～ふふふっ、智宏～、おまえの想いはしっかりと受け止めたぞ！」

　にんま～りと嬉うれしそうな顔で、珠枝がこちらを見ていた。

「なっ、なにが想いだよ。意味わかんねーよ」

「照れるな、照れるな。それともあれか、貴様はいま流行の『詰んでる』なのか？」

「なんでいま将棋の話になる……」

「むっ、間違った。『筋トレ』だったかの？」

「……もしかして、それって『ツンデレ』のことでは？」

　首を傾かしげている珠たま枝えに、石いしの怪かいがひそひそと囁ささやく。

「おおっ、それだそれだ。貴様、よく知っているな」

「これでも落ちてる雑誌とかを読んで、勉強をしていますので」

　石の怪は自慢にならないことを、自慢げに語る。

「だぁ～れがツンデレだよ」

「しかし、こうもワシの霊力が高まるということは……『ツンデレ』恐るべし。いまワシは『あーん』よりも『ふーふー』よりも、強い高まりを感じておるぞぉぉぉっ！」

　もはやじっとしていられないといった調子で、珠枝はまたしゅばばっと無む駄だに手足を動かして演武の真ま似ね事ごとをした。

「いやぁ、ありがたや、ありがたや。是非、お裾すそ分わけいただきたいモノです」

　そんな珠枝の前に正座して、石の怪はぱんぱんと柏かしわ手でを打っている。

「わーはははっ、貴様にも伝えたいぞ。この想おもわれる喜び！」

　両手を腰に当てて、高笑いをしている珠枝。

「もう、勝手にいってろ……」

　そんな馬ば鹿かなことをしている二人に、智とも宏ひろは頬ほお杖づえをついて不機嫌そうに呟つぶやくだけだった。



    

  
    
      
第三話　遼りよう子この意外な弱点？





　放課後の校庭。

　秋も深まり、枯れ葉舞い散る、ちょっともの悲しい季節。

　山からの風もぐっと冷たくなり、知らず知らずに身体からだも縮こまる。

　瑞みず穂ほはたんころりんの様子を見に、ひとりで先に帰ってしまった。

　辰たつ則のりの馬ば鹿かは、こういうときに限って見あたらない。

　そして遼子は――授業が終わった途端、もの凄すごい勢いで教室を出て行った。

「そういえば、あれはいったいなんだったんだろう？」

　まるで、なにかから逃げるような必死の形相だったが……

　今日は土曜日で、授業は午前中までだった。

　そのあと、学校の図書室でちょっとした調べ物をしていた智とも宏ひろだったが、その用事を終えても、寒空の校庭をひとりでうろついていた。

　今日は、あまり家に帰りたくなかったからだ。

　その理由は……思い出すとムカムカしてくるので、あえて考えないようにしている。

　いつの間にか校舎をぐるっと半周して、裏庭のほうに来ていた。

　裏庭といってもグラウンドとして整備されていないだけで、面積は結構広い。

　木の多い日本風の庭で、手入れもよく行き届いている。

　足下を見ると、落ち葉を掃いたばかりらしく、竹ぼうきの筋が地面についていた。

　掃き清められたばかりの庭に、新雪を歩くように足跡を残しながら散歩するのは、少し気分がよかった。

　見慣れた裏庭にも関かかわらず、寒さを忘れてゆっくりぶらぶらしていると、なにやら白いモノがうろちょろしているのが見えた。

「……なんだ、あいつら？」

　背の低い植え込みの陰に隠れるようにしているのは、二人の縛ばく鎖さの小人であった。

　白い頭ず巾きんに、『縛』と一文字染め上げたいなせな半はつ被ぴ姿。

　背丈は智宏の膝ひざぐらいしかない。

　なんでも縛ることのできる鎖と、見かけによらないその怪力で、真ま希きの手下として活躍する彼らであったが……

「おい、今日は真希と一緒じゃないのか？」

　智宏は彼らの後ろに立って声をかける。

「ふふーっ！」

「ほほーっ！」

　すると、二人の縛ばく鎖さの小人たちは振り返り、口に人差し指を当てて静かにしろとジェスチャーをした。この小人たちの表情はいまいち読めないが、どうも怒っているらしい。

「あっ……ごめん」

　小人たちの真剣な様子に、智とも宏ひろは素直に詫わびてその場にしゃがみ込んだ。

　ちょうどよい暇つぶしになりそうだ。

「ほーっ」

「ふーっ」

　小人たちは何かから隠れるようにして、植え込みの向こうを観察している。

「おまえたち、なにしてるんだ？」

　智宏はひそひそと小人のひとりに問いかけた。

「ほほっ」

　すると、小人は身体からだをずらして指を差す。

　見てみろという意味らしい。

「どれどれ？」

　智宏が小人の頭越しに指差されたほうを見てみると、植え込みの向こうにいたのは、あいかわらず背中に大きなひょっとこの面を背せ負おった、制服姿のマドカであった。

　大きな竹ぼうきを持って、枯れ葉を集めているところである。

　なるほど、この裏庭を掃いてくれたのはマドカだったらしい。あいかわらずマメな神様だ。珠たま枝えにも見習って欲しい。

　ただ、マドカ以外、他には誰だれもいなかった。

「えーと、あれがどうかしたのか？」

「ほほっ！」

　じれったいといった調子で、小人はもう一度指を差した。

　もう一度見ると、集められた枯れ葉の山から白い煙が立ち上っている。

　どうやら、マドカは落ち葉焚だきをしているところのようだが――あの光景のどこに小人たちの興味を引くモノがあるのかわからない。

「うーん」

　智宏が首を傾かしげていると、マドカのほうを指差していた小人は、地面から細くて長い鎖をずるずると引っ張り出した。

　いったい地面のどこに隠しているのやら。

　何度見ても不思議な術である。

「ほっ、ほほっ？」

　もうひとりの小人は地面にうつぶせになって、なにやら目測らしきことをしている。

「なにを始める気だ……？」

　目測する小人の言葉に従って、もうひとりの小人は鎖を投げ縄のように回転させ始めた。

　どうも嫌な予感がする。

　なんだかわからないが、とりあえずやめさせようかと智とも宏ひろが迷っているうちに、目測を終えたらしい小人が声をあげた。

「ほほーっ！」

「ふふーっ！」

　その声を合図に、縛ばく鎖さの小人は鎖をマドカめがけて投げつけた。

「なっ!?」

　驚いた智宏が鎖の行き先を目で追うと、それは一直線にマドカ――ではなくて、その脇わきで煙を上げている落ち葉の山に突き刺さった。

「ほほーっ！」

　今度は鎖を一気に引っ張る縛鎖の小人。

　鎖に絡み取られたなにかが、落ち葉をまき散らしながら山から飛び出した。

「あっ、あれは!?」

　ほっくほくに焼けた、見事な大きさのサツマイモであった。



「ああっ、おいもさんが～っ！」



　驚いたマドカの声が向こうから聞こえてきた。

「おまえたち、焼き芋泥棒をしていたのか!?」

「ほほーっ！」

　カツオの一本釣りよろしく、焼き芋を手元に釣り上げた縛鎖の小人たち。

　二人がかりで、がっしりナイスキャッチ――と、思いきや。

「ほほーっ!!」

　いきなり焼き芋を放ほうり出した。

「そりゃあ、熱かろうよ」

　いままでたき火の中にあった、焼きたてのサツマイモである。

　素手でつかんだら熱いに決まっている。

「ほっ！」

　火傷やけどでもしたのか、小人たちは涙目で自分の手をふーふー吹いていた。

「自業自得だよ」

　焼き芋泥棒に同情するほど、智宏は優しくはない。

　冷ややかな目で二人を見ていると、縛ばく鎖さの小人たちはハッと我に返ったように、あわてて地面の中へと潜っていった。

「ふん、これで懲りたろう」

　智とも宏ひろが地面に落ちた熱々の焼き芋を拾い上げると、すぐ目の前にぷうっと頬ほおを膨らませたマドカの顔があった。

「い～な～む～ら～さ～ん！」

「あれ、あれっ？」

　足下を見るが、すでに下手人は逃げ去ったあとだ。

「あ、あの……これは……」

　動揺する智宏に、マドカはムムムッとちょっと広めのおでこを急接近させて、神様らしい威厳ある言葉で叱しかりつけた。



「稲いな村むらさん、めっです！」



「……ごめんなさい」

『めっ』と叱られたのは、本当にひさしぶりだ。

　なんだか説明をする気も失うせ、縛鎖の小人の罪を背せ負おってぺこりと頭を下げる智宏であった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　　　◆◇◆



「まったく、そんないやしいことしなくても、いってくださったら差し上げたのに」

　智とも宏ひろは裏庭のベンチで、マドカと二人並んで座っていた。

　ぷりぷり怒りながらも、しっかり焼き芋の半分をくれるマドカは本当に優しいと思う。

「校長先生からいただいたものなんです。近所の畑のものだそうですよ」

　表面はこんがり真っ黒だが、割った断面からはしっとりとオレンジ色になった中身が顔を出している。

　皮をはがして、ひとくち頬ほお張ばると、サツマイモ特有の優しい甘みが口の中に広がっていく。絶妙な焼き加減だった。

「炊き込みご飯もいいけれど、やっぱりサツマイモは焼き芋にするのが一番だなぁ」

「ですよね～」

　口からほふほふと白い湯気を出しながら、智宏とマドカはしみじみと焼き芋を味わう。

「そういえば、この学校が建つ前の屋敷の写真をさっき図書室で見てきたよ。すごい大きな屋敷だったみたいだな」

　マドカが昔はこの土地の庄しよう屋やの家で働いていたという話を聞いて、智宏は少しだけこのあたりの歴史を調べてみたのだった。

　学校の図書室の片隅には地元の歴史コーナーがあり、昔の学校の姿としてその屋敷の写真も飾られていた。記録によると、なんらかの理由で手放された庄屋の屋敷を学校として再利用していたらしい。昭和も最初の頃ころの話だ。

「そうですね。あの頃は家族の人数もたくさんでしたから。十人家族とか、当たり前だったんですよ」

「そんな屋敷に住んでいたって、マドカはお嬢様だったんだな」

「と、と、とんでもない。私は、ただ買われてきただけの奉ほう公こう人にんですから！」

「買われた？」

　いっている意味がわからず智宏が問い返すと、マドカはうろたえたように両手を振った。

「あーっ、いえいえっ、昔のことはもういいじゃないですか。それよりもあれから珠たま枝え様はどうされています？」

「んー、あいかわらずだなぁ」

　マドカの妙な態度は少し気になったが、智宏はいまだに居候中のケウケゲンのことを話してやる。

「そんなにそのケウケゲンさんとは、可愛かわいらしいかたなんですか？」

「まあ……可愛かわいくはあるけど、なんか怪しいんだよなぁ。底が見えない感じ？」

「稲いな村むらさんの眼力でもですか？」

「俺おれはそんなたいそうな力を持っているわけじゃないってば」

　だが、マドカのいう通り、智とも宏ひろの眼力でもケウケゲンがどの程度の妖よう怪かいなのかははっきりわからなかった。

　霊格としては、石いしの怪かいや好この香かと大差ないようなのだが、まだすべてを見せていないような気もする。

「ふーん、私も一度お会いしたいものですね」

「やめとけ、やめとけ。おまえもチューされるぞ」

「ちゅー？」

「いや、なんでもない」

　昨晩のチュー騒動を思い出した智宏は、腹立ち紛れに残った焼き芋を大きく口を開けてひとくちで頬ほお張ばった。

「冷えてきたから、そろそろ茶道室に戻らないか？」

　焼き芋を食べたら、今度は喉のどが渇いてきた。

　家に帰る前に、マドカのいれてくれた温かいお茶を一杯ご馳ち走そうになりたい気分である。

「いえ、私はもう少し……掃除をしていますので」

　マドカは先にベンチを立って、たき火の後始末を始めた。

「でも、もう日が暮れてきたぞ。掃除なら、俺も手伝うから」

　智宏は金属製のちりとりを持ってきて、集められた落ち葉の前に置いた。

「すみません。でも、本当にお気遣いは結構ですから」

　マドカは申し訳なさそうに笑いながら、竹ぼうきで落ち葉の燃えかすをちりとりに掃き入れる。

　いつものマドカだったが、どうも少しだけ様子が変だった。

　なにやら、やんわりとこちらを避けているような……

　彼女のことだから、焼き芋泥棒のことを根に持っているなどとは考えられないのだが。

「どうかしたのか？」

「はあ、ちょっといま茶道室は……立て込んでまして」

「なんだそりゃ？」

「遼りよう子こさんと真ま希きさんが……そのぉ～、これは口止めされていることなんですがぁ……」

　竹ぼうきを両手で握りしめて、マドカはもにょもにょと口の中で呟つぶやく。

「加か茂もさんと……真希がぁ？」

　遼子はともかく、天性のトラブルメーカーである真希の名前が出たところで、智宏はかなり嫌な予感がしてきた。

「もしかして、真ま希きが迷惑をかけてる？」

「いえいえっ、そんなことは！」

　マドカはぶんぶんと首を左右に振って否定した。

「じゃあ、あいつら茶道室でなにしているんだよ？」

「それはぁ、私の口からはぁ～」

　そのマドカの表情は明らかに困っている様子だ。

　気の弱いマドカを茶道室から追い出して、いったいなにをしているのやら。

　このようにマドカがいいづらそうな顔をしているということは、どうせろくなことではあるまい。

「ちょっとそこで待っててくれ。文句をいってきてやる！」

　智とも宏ひろはその場にマドカを置いて、足早に茶道室へと向かうのだった。



　　　　　◆◇◆



　茶道室の前には、縛ばく鎖さの小人がひとり、戸にもたれかかって昼寝をしていた。

　さっきの焼き芋泥棒かと思ったが、どうやら違うようだ。

　といっても、縛鎖の小人たちはみんな同じ格好をしているので、智宏の眼力でもあまり見分けはつかないのだが。

「おい、起きろ、起きろ」

　智宏は指で小人の頭をつんつんと突く。

「ほほ～？」

　むにむにと目をこすりながら、小人が寝ぼけ顔で智宏のほうを見上げた。

「なにやってんだ、こんなところで？」

「ほほっ、ほー！」

　ようやく目が覚めたのか、小人はぴょんと立ち上がると、智宏の足をぐいぐいと押す。

「なんだなんだ？」

　どうも部屋には入らせないという意思表示らしい。

「中に真希がいるんだろ？」

　智宏は半はつ被ぴの襟首をつかんで、小人を持ち上げる。

「ほーほーっ！」

　ぶら下げられた小人は猫のようにじたばたとするが、この状態では自慢の怪力も発揮できない。

　智宏は小人を片手に持ちながら、茶道室の戸に手をかけた。

「お～い、開けるぞ～！」

　そう告げるが早いか、一気に戸を開けて中に入ろうとしたのだが――

「うわっ！」

　なにか強烈な力によって、いきなりはじき飛ばされてしまった。

　壁にぶつかったという感じではなく、誰だれかに突き飛ばされたような感覚。

「いててっ……？」

　開け放たれた戸の前で尻しり餅もちをついて、智とも宏ひろはいったいなにが起きたのかと前を見た。

「なんだ、こりゃ？」

　茶道室の入口には、ロープぐらいの太さの鎖が張り巡らされていた。

　そして、部屋の中央には遼りよう子こと真ま希き、そしてコヒロもいた。

　三人はなにやら真剣な顔で座卓をにらんでいる。

　正確には、遼子と真希が座卓に並んで座り、遼子のすぐ後ろにぴたりとコヒロが座っている。なんとも奇妙な配置である。

「お～い、真希」

　智宏は声をかけるが、三人はこちらには気づいていない様子だ。

「ん～？」

　妙な感じがしたので、智宏は両目に力を込めて部屋の中を見てみた。

　智宏の眼力には、張り巡らされた鎖による結界が見えた。

　これではマドカのような霊格の低いモノは、中に入れないだろう。

　こちらの声が向こうに聞こえないのも、この結界の影響だろうか。

「ほーほー」

　智宏の後ろで、縛ばく鎖さの小人が腕を組んでうなずいている。

　その自慢げな表情からして、彼らの仕業に間違いないらしい。

「人の学校で勝手なことをしやがって」

　ちょっと怒った智宏は眼力を使って結界の要かなめを探した。

　何本もの鎖が交差した結び目――ここが力の中心のようだ。

　古代より、結び目には力が抜け出さないようにする意味がある。逆をいえば、その結びを解くことによって、込められた力を解放することもできるというわけだ。

　智宏がその結び目部分を指先でちょんちょんと触ると、ほとんど力を込めていないのにばらりと鎖がほどけ、同時に結界にほころびができた。案の定だ。

「ほほーっ！」

　後ろで縛鎖の小人が騒いでいるが、智宏は無視して、そのほころびから慎重に鎖の間をくぐり抜けた。

　部屋に入った途端、遼子と真希の声が聞こえてくる。

「まったく、みんなに内緒で特訓につきあってあげているのに……あんた、やる気あるのっ!?」

「ぴぴ～っ」

　真ま希きの叱しつ咤たに、遼りよう子こが泣き声をあげている。

　そして、そんな遼子を後ろからじぃぃっと見つめているコヒロ。

　……いったいなにをしているのやら。

　智とも宏ひろにはさっぱりわからない。

「おーい、なにしてるんだよ。おまえら？」

「クワッ!?」

　声をかけられてようやく智宏に気づいたらしく、コヒロがびくんと背筋を伸ばしておなじみの奇声をあげた。

　かなり驚かせてしまったようで、尾羽がぴーんと緊張したように立っていた。

「なっ、なによ、あんた。どうやって結界の中に入ってきたの？」

「結び目を解いて入った」

「うーっ、縛ばく鎖さの結界を簡単に……あいかわらず生意気ね……！」

　自称、日本で五本の指に入る祈き祷とう師しとしてのプライドを傷つけられたのか、真希はしかめっ面で智宏をにらんでいる。

　つり目に八重歯、細身で小柄の体型と、猫を思わせるような特徴を持つ真希は、こうして怒っている顔も案外と可愛かわいかったりする。

　今日の服装は、グレーのパンツに、ダークブラウンの薄手のニット。その上にレザーのベストを羽織っている。ややアクセサリー過剰なファッションを好む真希にしては、すっきりとした格好だった。やはり秋だからだろうか？

「そんなことより、茶道室を占拠してなにしてるんだよ？」

　いつものように真希の剣幕に圧倒されまいと、智宏は語気を強めて問いただした。

　これもマドカのためである。

「な、なによ……ちょっと借りてるだけじゃないのよぉ」

　こちらの勢いに気け圧おされたのか、真希は弱々しい口調で反論する。

　ここは一気に攻勢に出るべきだろう。

「マドカが迷惑してるだろ!?」

「なにいってるのよ。この部屋は、あの竈かまど神がみが貸してくれたのよ」

「嘘うそをつくな」

「ほ、本当だってば……ねえ、コヒロ？」

　いままでずっと黙っていたコヒロの袖そでを、真希はつんつんと引っ張った。

　あいかわらず黒のスーツに身を包んだコヒロは、正座のまま、ついっと上品に身体からだの向きを変えてこちらを見た。

「真ま希き様のおっしゃる通りです。こちらの事情をお話したところ、竈かまど神がみ様はこの部屋を使うことを快諾してくださいました」

　そのように答えて、コヒロは無言のままじぃぃぃぃっとこちらを見つめている。

　八や咫た烏がらす特有の一点の濁りもない黒い瞳ひとみを見る限り、なにか隠し事をしているとはとても思えなかった。

「コ、コヒロがいうなら……本当なのかもな」

　コヒロの視線に耐えきれなくなった智とも宏ひろは、目をそらして鼻をかいた。

「ちょっと、あんた！　なんで私のいうことは信じないのに、コヒロのいうことは素直に信じるのよっ!?」

「えーと、それは日ひ頃ごろの行いってやつだな」

「なによっ、それ!?」

　勢いを取り戻した真希は立ち上がって、智宏の胸を指で突いた。

　真希は背が低いので、ちょうど頭が智宏の鼻のあたりにくる。

　すると、ほわっと柑かん橘きつ系の香りが鼻をくすぐった。香水でもつけているのだろうか。

　クリームのような甘い匂においのする珠たま枝えや、石けんの匂いをさせる瑞みず穂ほとは、また違ったどこか大人の雰囲気――もっとも、見た目はまだまだ子供であるが。

「でも、それを自覚してるから、おまえだってコヒロに助け船を求めたんだろ？」

「うっ……！」

　図星をつかれたせいか、真希は言葉に詰まった。

「まあ、最初から疑ってかかったのは、俺おれも悪かったよ」

　その隙すきに、智宏は素直に謝る。

　今回はこちらの早とちりだったのは、本当のことだからだ。

　マドカがはっきりしないから、てっきり強引に真希たちが茶道室を占拠していたのかと思っていたのだが……

「ふ、ふん……珍しく素直じゃない。わかればいいのよ、わかればっ！」

　なぜか真希は顔を少し赤らめて、顔をぷいっと背けた。

「けど、ここでなにしているんだよ？　事情ってなんのことだ？」

「それはスエヒロが――」

「加か茂もさんが？」

「って、あの子、どこいったのよぉぉっ!?」

　真希の絶叫が茶道室に響き渡る。

　そういえば、いつの間にかそこに座っていたはずの遼りよう子この姿が忽こつ然ぜんと消え失うせていた。

　しかも、もぬけの殻となった制服のみを残して……

「しまった、結界が解けてたんだ！」

　真ま希きは智とも宏ひろを押しのけて、茶道室を飛び出した。

「なっ、なんだよ？」

「捕まえなさい、縛ばく鎖さの小人！」

　廊下から真希の叫さけび声が聞こえてきた。

「おっ、おい、なんなんだよ……」

　一歩遅れて智宏が廊下に出ると、そこはなんとも珍妙な状況となっていた。

「ほほーっ！」

「ぴぃ～っ！」

　縛鎖の小人ががっぷり四つに組んでいる相手は、白くてもふもふしたペンギンの雛ひな――ではなくて、雛ひな鳥どりの姿をした遼りよう子こであった。

　二人はぐいっぐいっと互いに譲らず、廊下で熱い相撲を取っていた。

「縛鎖の小人、脇わきをしめて！」

「ほほっ！」

　ぐぐっと引き寄せて、よい体勢になる縛鎖の小人であるが、脚の短い……もとい、重心の低いあんこ型の遼子は、まるで根っこが生えたようにどっしりとしている。

　あの怪力の小人を苦戦させるとは、なかなかの強つわ者ものだ。

「ぴぴっ！」

　しかし、悲しいかな、なすびのような体型にぴょこっと突き出た遼子の短い翼では、四つからの投げ技へ持っていくことができない。

　そのことに気づいた小人は、強引に腰を回して、力任せの上手投げにすべてを賭かけた。

「ほ～っ！」

「ぴ～っ！」

　どっしりとした遼子の腰がぐいっと持ち上がり、つま先立ちになったが……

「のこった！」

「のこった！」

　手に汗握りながら、智宏と真希は同時に叫ぶ。

　ぎりぎりのところで遼子は残した。

　しかし、縛鎖の小人はまだあきらめてはいない。

　無理な体勢ながらも、投げを完成させようと踏ん張り――遼子も半分身体からだを浮かせながらも、懸命にその場で堪こらえる。

「どっちも……どっちも頑張れ……！」

　トトトッと、二、三歩よろけながらも、二人はまだまだ堪えている。

　この小さな大一番に智宏と真希は、ぐぐっと息を飲んだが……



「なにをしているのです、スエヒロ」



　どこからかすっと現れたコヒロが、遼りよう子この頭を後ろからちょ～んと突いた。

「ぴぃっ！」

「ほほっ！」

　ぴんと張り詰めていた糸が切れたように、勢い余ってゴロゴロとひとつの塊になって転がっていく遼子と縛ばく鎖さの小人の二人。

　この名勝負、どうやら物言いがつきそうだ。



　　　　　◆◇◆



「ぴ～ぴ～！」

　さきほど大一番を繰り広げていた遼子は、コヒロにつまみ上げられてじたばたともがいている。

　白い綿毛に包まれたもふもふなその姿は、珠たま枝えでなくても心癒いやされる破壊力抜群の愛らしさだ。

　だが、それだけに同情心もわき上がる。



    

  
    
      



    

  
    
      「なんか嫌がってるみたいだぞ、加か茂もさん」

「いいのです。この子はまた逃げ出そうとして……」

　コヒロは冷ややかな目で遼りよう子こを見下ろした。

　当事者ではない智とも宏ひろまでぞくっとさせるような冷淡な目である。

　いつも無表情で冷静ではあるが、決してコヒロは冷たい性格ではない。それどころか見た目とは裏腹にとても心優しい女性だということを、智宏はよく知っている。

　そんなコヒロが、あんな目で妹を見るなんて――智宏は少しショックであった。

「どうしちゃったんだよ、コヒロ？」

　コヒロはその問いかけに答えずに、もふもふの遼子を脱ぎ捨てられた制服の中に突っ込んだ。

「ぴっ」

　弱々しい鳴き声と共に、もこもこと制服が膨らんで、人間の姿に変化した遼子が姿を現した。

　スカートの中からすっと抜け出した素足を目の当たりにして、智宏の動どう悸きは否いや応おうなく高鳴ったが、器用なことに人間に化ける過程でうまく制服を着込んでいた。

　いや、決してこの前のように、ヌードで現れることを期待していたわけではないのだが。

「この子は特訓中なの」

　智宏が遼子の変化に見とれていると、コヒロの代わりに真ま希きが質問に答えてくれた。

「特訓……って？」

　智宏は我に返り、あわてて遼子から目をそらす。

　あまりジロジロ見ていると、また『破は廉れん恥ち』と怒られてしまう。

「この学校、もうすぐ定期試験なんでしょう？」

「そ、そうだけど……」

　智宏はぎくりとする。

　家ではケウケゲンのことでイライラさせられていたので、さっぱり試験勉強は進んでいないが、確かに真希のいう通りであった。

「だから、この子の試験勉強につきあってあげているのよ」

「えっ、わざわざ？」

「そうっ、わざわざっ！」

　真希はじろりとかたわらで正座をする遼子をにらんだ。

「ぴぃ」

　申し訳なさそうに縮こまる遼子。

「ずいぶん優しいんだな」

「この子は、そう思っていないようだけどね」

　真ま希きはまたじろりと遼りよう子こをにらむ。

「ぴぴぃ」

　さらに縮こまる遼子。このまま雛ひな鳥どりの姿に戻ってしまいそうだ。

　なるほど、さっきの遼子は試験勉強が嫌で逃げ出そうとしていたらしい。

　この部屋に張られた鎖の結界も、遼子を閉じこめるためのモノだったのだろう。ずいぶんと物々しいことだ。

「マドカもそういってくれればよかったのにな」

「この子が恥ずかしいから他のみんなには内緒にしてくれって頼んだのよ」

「ぴぴぴぃ」

　あまり遼子を責めるのも可哀かわい相そうになったので、智とも宏ひろは話題を変えることにした。

「……それで、コヒロはなにをしているの？」

「私はスエヒロの見張り――ではなく、先生です」

「先生？」

「はい、先生です」

　どこから取り出したのか、コヒロは眼め鏡がねをすちゃっとかけた。

　この前、青空妖よう怪かい教室をしたときに使っていた、女教師に変身するための小道具だ。

「コヒロ先生ってわけ？」

「その通りです」

　智宏に先生と呼ばれて、コヒロは尾羽をぴこぴこ上下させた。

　どうやらこの呼び名がいたく気に入っているらしい。

「けど……加か茂もさん、こんなに嫌がってるじゃないか。ちょっと厳しすぎるんじゃないのか？」

「ですよね、ですよねっ！」

　智宏の言葉に、遼子は援軍得たりとばかりに、ぱぁぁっと明るい顔をした。

　そして、助けを求めるように智宏のほうにすり寄る。

「いや、その……」

　いつになく急接近してくる遼子に、智宏はどぎまぎする。

　その視線はついつい遼子の顔から、下のほうへと移動して――姉同様の立派な胸のほうにいってしまう。

　瑞みず穂ほが大きな胸が好きだとあまりにも責めるものだから、逆に意識してしまう。

「そんなこといって、あなたはスエヒロの学力を知らないからそんなこといえるのよ」

「えっ、加茂さんってそんなに成績悪いの？」

　お嬢様学校の出身であるし、授業態度も真ま面じ目めであるから、そんなイメージはなかったのだが。

「んーとねぇ、この子を一言でいうと……」

「一言でいうと？」

「トリ頭ってやつね」

「おおっ！」

　智とも宏ひろはぽんと手を叩たたく。

　ニワトリは三歩歩くと、憶おぼえたことも忘れてしまうそうで、それを称してトリ頭という。

　そういえば、遼りよう子こも八や咫た烏がらす。鳥の妖よう怪かいであるからして――

「そんなに記憶力ないの？」

「ニワトリほどひどくはないけどね。文系はまだいいんだけど、理系は最悪。特に数学なんて、二ふた桁けたのかけ算すらやばいんだから」

「かけ算すら！」

　真ま希きの言葉に智宏は驚きの声をあげるが、さらに真希は深刻な顔つきで言葉を続ける。

「当然、割り算もよ」

「割り算もかっ！」

　そういえば妖怪町内会の連中も、計算は苦手であった。

　遼子より遙はるかに長く生きているはずの珠たま枝えでさえ、そろばんがなければ二桁の計算はできないのだ。

　智宏はなんともいえない気持ちで、遼子のほうを見る。

　まさか遼子まで、珠枝たちと同様に計算が弱いとは思わなかった。

「ぴぴっ、そんな生暖かい目で見ないでください！」

　恥ずかしいという自覚はあるらしく、遼子は顔を真まっ赤かにして抗議した。

「けど、高校一年生として、それはいかがなものかと」

「で、でも、九九は憶えたんですから！」

　あまりのむなしい反論に、智宏と真希はため息をつきながら天を仰ぐ。

　確かにこの調子では、あのコヒロが心を鬼にして妹の見張りを務めるのもうなずける。

「それにしても、そんな調子でよく清せい蘭らんでやっていけたな」

　清蘭女子学院は、以前、遼子が通っていたお嬢様高校である。

「あそこは試験よりも、普段の礼儀所作を重視する校風だからね。この子、そのへんはしっかりしているから、清蘭じゃあ優等生だったのよ」

「ああ、それなら納得」

　お嬢様としてなら、遼子はどこに出しても恥ずかしくない超一流である。

　彼女の影響で、クラスの女子たちまで行儀がよくなってきたと、先生たちに評判なぐらいである。

　しかし、だとするならば、お嬢様とは正反対に位置する粗暴な真希が、そんな清蘭女子学院でよくやっていけるなという疑問も浮かんできたが……そんなことを口にするほど、智とも宏ひろも命知らずではない。ごっくんとその疑問を飲み込んだ。

「まあ、そんなわけで特訓しているのよ」

「なるほどねぇ、それはお疲れ様だけど……あまり根を詰めるのも逆効果だぞ」

「そうですよね、さすがは稲いな村むらさん。素晴らしいお言葉です！」

　遼りよう子こは大喜びで手を叩たたいている。

　案外と調子がよい。

　いや、それとも、それだけ真ま希きの特訓が厳しいということか？

「あんたねぇ、気楽にいってるけど、もしスエヒロが落第したらあんたが困るのよ」

　遼子の味方をする智宏のことが面白くないのか、真希は不満そうに腕組みをしていった。

「なんで俺おれが……？」

「オオヒロに頼まれてるんでしょ、この子の世話」

「あっ！」

　智宏は定期試験のことを思い出したとき以上に、ぎくりとさせられた。

　これまでオオヒロにいわれて遼子の正体がばれないことばかりに気を遣ってきたが、まさか成績のことまで自分の責任になるのだろうか。

　そんなものは本人の努力次第――というより、教師であるオオヒロの仕事だと思うのだが。

　しかし、相手はオオヒロだ。そんな言い訳が通用する保証はない。

　というより、絶対通用しないだろう。

　智宏は甘えるようにそばに寄ってきていた遼子のほうをくるりと振り向くと、ぐっとこぶしを握って励ましのエールを送った。

「頑張れ、加か茂もさん！」

「ぴぴっ、稲村さんは私の味方だったんじゃないんですか!?」

「味方だよ。だから、試験勉強頑張って！」

「なんですか、その変わり身は。だから人間なんて信用できないんですっ！」

　遼子は涙目になって叫さけぶ。

「さあさあ、味方がいなくなったところで休憩時間はおしまいよ」

　真希はにっこり笑って遼子の両肩をがっしりつかんだ。

「休憩？　いまのは休憩時間だったんですか!?」

「さあ、特訓再開よ。次の休憩は――明日の昼食までなしだからねっ☆」

「ぴぴ～っ！」

　輝くような笑顔の真希に、遼子は悲鳴をあげる。

　明日は日曜日。どうやら、休日返上で遼子は試験勉強らしい。

「コヒロ先生、加か茂もさんが逃げないようにしっかり見張っていてくれよな」

「クワッ！」

　智とも宏ひろにそういわれて、コヒロは尾羽をぴこぴこさせながら、ぴたりと遼りよう子この背後に正座をした。

「コヒロ姉様、近いっ！　近いです！」

　遼子の抗議を無視して、光を宿さない黒い瞳ひとみですぐ背後からじぃぃっと見つめ続けるコヒロ。

　おそるべきマンツーマンディフェンスである。



　　　　　◆◇◆



　その後、場の流れで、智宏も遼子の試験勉強につきあうことにした。

　家に帰る気分でもなかったからちょうどよい。この機会に一気に遅れを取り戻すつもりであった。

「だから、この公式を使ってから、こっちの式に当てはめて……」

　真ま希きは教科書片手に苦戦中である。

　学校が違う上に、真希だって同じ高校一年生なのだから、いくら遼子が勉強ができないとはいえ先生役をするのも大変だ。

　コヒロのほうは正座のまま、遼子の見張りをしているだけ。勉強のほうにはまったくノータッチという姿勢を貫いている。

　もっとも、あの青空妖よう怪かい学校での教師ぶりからすると、それが正解であろう。

「なあ、その問題はこっちの公式を使えば一発だぞ？」

　いままで真希のやりかたに任せていたが、どうにも面倒な解きかたをしているので、智宏は思わず口を挟んだ。

「えっ、そんなことは……」

「ぴっ、本当ですね！」

　遼子は智宏の教えた公式で、さらさらと問題を解いて見せた。

「む～っ、生意気な」

「あと、この問題の解き方のコツは――」

　さらに智宏は横で聞いていて気になっていた部分について教えてやることにした。



「まあ、こんなところかな？」

　とてもいまからでは高得点は狙ねらえないので、智宏は試験範囲の中でも、必ず出ると思える重要公式を四つほどピックアップして、それだけを重点的に憶おぼえるようにさせた。

　これでぎりぎり落第点は免れるはずである。

「すごいです、稲いな村むらさん。これなら私にもできそうです！」

「ふーん、あんた、頭いいのね」

　途中から先生役を交代した真ま希きは、意外そうな顔をしている。

　これでも智とも宏ひろは、試験ではいつもクラス上位の成績をキープしている。そのことを自慢して回るほどではないが、勉強が苦手というわけでもない。

「稲村様は人間コンピューターですから」

　遼りよう子この後ろから、コヒロは当然のことのようにいった。

「いや、だからその呼び方はやめて……」

　妖よう怪かい町内会の妙な通り名が、コヒロにまで伝染したらたまらない。

「あんたみたいなキャラは勉強ができないのが定番なんだけどね。意外だったわ」

「キャラで人を判断するな……つーか、なんだよキャラって。俺おれってどんなキャラなんだよ？」

「女を見たら、人間でも妖怪でも見境のないキャラ」

「だからなんだよ、それ？　クラスだけでなく、知らないところで俺の株がどんどん暴落中!?」

　瑞みず穂ほといい、真希といい……いったい自分のことを、どんな目で見ているのやら。

　なんだか智宏は本気で不安になってきた。

「まあ、おかげで助かったわ。ありがとね」

「普段、おまえに押しつけられている無理難題に比べれば、どうってことないよ」

「なによ、素直に感謝してあげてるのに」

　智宏の皮肉に、真希はむすっとした顔をする。

「では、真希様、これで試験勉強はおしまいということで……」

　遼子は顔をぴかぴか輝かせながら、真希に申し出る。

「なにいってるのよ。数学はいいけど、物理と生物が残っているでしょ。試験が始まるまではここで特訓よ」

「ぴぃっ」

　無情な真希の言葉に、遼子は半分魂が抜けたような顔で茫ぼう然ぜん自じ失しつしている。

「そういえば、いつもこの部屋でゴロゴロしている家神がいないわね。どうかしたの？」

「珠たま枝えなら家でもふもふしてるよ」

「もふもふ？」

「ケウケゲンとかいう妖怪を拾ってきて、いまはそれに夢中なんだ」

　それを聞いた真希は、ぴくりと眉まゆを動かした。

「ケウケゲン……その妖怪が、自分で名乗ったの？」

「いや、そいつは喋しやべれないみたいで、珠たま枝えのやつがケウケゲンじゃないかっていっていただけなんだけど」

　智とも宏ひろの話を真ま希きは真剣な顔つきで聞いている。

「どうかしたのか？」

「うん……ケウケゲンって呼ばれる妖よう怪かいは、有名な文献に記されてはいるんだけど、いったいどんな妖怪なのかは私たちにもわかっていないのよ。その名前の『ケウ』は珍しいモノという意味の『希け有う』から来ているというぐらいでね」

「真希も知らないぐらいなのか……」

　いつも口では馬ば鹿かにしているが、祈き祷とう師しとしての真希の知識には、智宏も一目置いている。そんな真希が正体不明というケウケゲンとは、いったい何者なのだろうか。

「家の裏とかに現れる妖怪らしいから、もしかすると家憑つきのモノなのかもしれないわね」

「家憑きってことは、零れい落らくした家神とか？」

　石いしの怪かいは、ケウケゲンを元は霊格が高いモノなのではといっていた。

　ならば元が神様という可能性も考えられるだろう。

「家憑きといっても、縛ばく鎖さの小人たちの正体の家鳴りとか、いろいろいるんだけどね。あいつらはどちらかというと家に害を及ぼす天敵みたいなものだけど」

「ふーん、じゃあ、家神とは限らないか」

「だけど、確かに昔の家にはたくさんの神が祭られていたわ。家は外界から身を守るための最後の境界。その境を守る神は、古くから大事にされてきたのよ」

「外界との境界を守るか……」

　智宏は村境で子供たちを見守り続けるたんころりんのことを思い出した。

　村の内と外。

　家の内と外。

　境界の範囲は違えど、それは同じことなのだろう。

「特に竈かまどや厠かわやといった暗くて汚い部分には、人の生活を見守る神が宿るというわ。汚いモノと尊いモノは表裏一体とされてきたのね。それだけに気性の荒い、癖の強い神が多かったそうよ」

「じゃあ、竈かまど神がみのマドカも？」

「そうね、いまは人の生活も変わって、普通の家ではそういった神を祭ることもなくなったけれど……あの竈神は、その生き残りといったところかしら」

　以前、真希は、智宏の学校の校長に依頼されて、引退しようとしたマドカを引き留めようとしたことがあった。

　もっとも、その方法は茶道室に封印するといった、乱暴なものであったが。

「マドカは、この学校のもとになった庄しよう屋やの屋敷で働いていたんだって。それでいまでも学校の守り神をしてくれているなんて、本当に律儀な子だよな」

　そんな智とも宏ひろの説明を聞いた真ま希きは、なぜか少しだけ眉まゆをしかめた。

「さっきもいったように汚いモノと尊いモノは表裏一体。あの竈かまど神がみだって、いつも脳天気そうな顔をしているけど、家の暗部を背せ負おっているモノのはずよ」

「暗部……って」

　あのマドカにそんな大げさなものがあるとは思えないが。

「不用意に深入りすると、思わぬ一面を見せつけられるかもしれないわよ。気をつけな――」

「ああっ、しまったぁ！」

　真希の言葉の途中で、智宏は立ち上がり大声をあげた。

「なっ、なによ……？」

「外にマドカを待たせているの、すっかり忘れてたっ！」



　　　　　◆◇◆



「ほんっと～に、悪かった！」

　智宏はマドカに平謝りする。

　すっかり日が暮れた裏庭のベンチに、ぽつんとマドカは腰をかけていた。

　こんな寒い中、ここで待っててくれという智宏の言葉を律儀に守っていたらしい。

「そんな気になさらないでください。急ぎの予定があったわけでもありませんし」

　謝り続ける智宏に、マドカはニコニコと笑って答える。

「いや、そうじゃなくて、ずっとこんなところにいて寒かっただろ」

　マドカは決して皮肉でいっているわけではなく、本心でそう思っているのだろう。

　そのことが、さらに智宏に罪悪感を重く抱かせる。いっそのこと、真希のようにガンガン怒鳴ってくれたほうがマシであった。

「とりあえず、これ着ろよ」

　寒そうにしているマドカに、智宏は学校指定のコートをかけてやった。

　そのとき触れたマドカの肩は、すっかり冷え切っていて、さらに申し訳ない気分にさせられる。

「そんな、私は平気ですから」

　マドカは驚いた顔をしてコートを返そうとした。

「いいから着てろって。神様だって寒いはずだろ！」

　智宏は少し強い口調でいった。

　そうでもしないと、マドカはコートを着てくれないだろう。

「だいたい、ウチの珠たま枝えなんか、最近は寒いからって、いつも着ぐるみみたいな寝間着を着てるぞ」

「そうなんですか？」

「ああ、まるで大きなタヌキを飼ってるみたいだよ」

　智とも宏ひろが肩をすくめると、マドカは珠枝の姿を想像したのか、クスクスと笑い出した。

「だから、マドカも……なっ？」

「ありがとうございます、稲いな村むらさん。このコート暖かいです」

「うん、よかった」

「本当に……暖かいです……」

　コートの襟に顔を埋めて、マドカはもう一度、小さく呟つぶやいた。



    

  
    
      



    

  
    
      
第四話　瑞みず穂ほのとても幸福な夜





「ええっと……ここがこうなって……あれっ、またずれてる？」

　つけっぱなしのテレビから流れるグルメ番組をＢＧＭ代わりにして、瑞穂はひとりリビングのソファーで編み物に苦戦中であった。

「う～ん、難しいなぁ」

　母親から借りた編み物入門の本を読み直す。

　いま編んでいるのはドアノブのカバーである。

　といっても、別にドアノブカバーが欲しいわけではない。

　これはいまも柿かきの木にぶらさがっている、たんころりんにあげるためのもの。たんころりん用のセーターであった。

「早く編み上げないと。あんなところにいたら、きっと寒いものね」

　形といい、大きさといい、毛糸のドアノブカバーはたんころりんにちょうどぴったり。木にぶら下がっていても、あまり違和感のないように、オレンジ色の毛糸で編んであげている芸の細かさだ。

　しかし、編み物初心者の瑞穂にとっては、ドアノブカバーのような小物であっても、少しばかりハードルが高かった。

　編み目を間違えたりして、さっきから何度もやり直しをしていた。

「お母さん、早く旅行から帰ってきてくれないかなぁ」

　編み棒で頭をカシカシとかきながら、瑞穂は首を傾かしげる。

　父親は長期出張が多く、母親は無類の旅行好きのため、瑞穂はひとりで留守番をすることがよくある。

　さすがにもう高校生なので、ひとりが寂しいと感じることはないが……

「なんか今夜は風が強いみたい」

　山から吹き下ろす風で、窓がガタガタと音をたてている。

　やはり、こんな夜にひとりでいるのは、ちょっとだけ心細かった。

「こういうとき、たんころりんがいてくれたらいいのに」

　そう独り言を呟つぶやきながら、瑞穂が編み物に戻ろうとしたとき――



　ぴんぽ～ん



　不意に玄関の呼び鈴が鳴った。

　反射的に時計を見る。

　針は午後七時を指している。

　まだ夜更けというわけではないが、客が来るには遅い時間だ。

　宅配便かなにかだろうか？

　瑞みず穂ほはちょっと用心をしながら、インターホンの受話器を取った。

「どなたですか……？」

『あっ、俺おれ、智とも宏ひろだけど』

「えっ、ええっ、どうしたの智ちゃん!?」

　予想外の相手に、瑞穂は思わず声がうわずった。

『ちょっと頼み事があって。悪いけどいまいいか？』

「う、うん、待って。ちょっと待ってて！」

　瑞穂は受話器を置いて、部屋が散らかっていないかあたりを見回しながらも、頭はフル回転。



　なぜ、こんな時間に智宏が？

　頼み事とはいったいなんだろう？

　今晩、家族が留守であることを智宏は知っているのだろうか？



　そう考えて、瑞穂は小さく悲鳴をあげた。

「えええっ、もしかして二人きりってこと？」

　部屋の片付けをしていた手がぴたりと止まる。

「じゃ、じゃあ、私の部屋も片付けないと――って、あれっ、あれれっ？」

　自分の言葉の意味することを考えて、瑞穂はかぁぁっと真まっ赤かになる。

「部屋を片付けるなんてっ、なに考えてるのよ、私はっ！」



　ぴんぽ～ん



　動揺する瑞穂を追い立てるように、もう一度、呼び鈴が鳴った。

「あわわわわっ、待って、待ってったら～！」

　なにをしたらよいのか頭が回らない。

　とにかく変な格好をしていないか、自分の服装だけチェックして、あわてて玄関へと向かう。

「ちょっと待って。いま開けるから」

　心臓がドキドキして、ドアチェーンを外す手が震ふるえた。

　頭の中では、「どうしよう、どうしよう」という言葉がリフレイン。

　いったいなにをどうしようというのかもわからないまま、瑞みず穂ほは玄関のドアを開けた。

「悪いな、夜遅く」

　そこには見慣れた制服姿の智とも宏ひろが立っていて、片手拝みしていた。

　そして、その後ろにはマドカが、男子生徒用のコートを羽織って、申し訳なさそうに立っていた……

「はれ？」

　ドアを開けた姿勢のまま、間抜け顔で瑞穂は硬直した。



　　　　　◆◇◆



「申し訳ありません。いきなりお邪魔してしまいまして」

「いいって、いいって。気にしないで！」

　リビングの絨じゆう毯たんの上に正座をして、深々と頭を下げるマドカに、瑞穂もつられて頭を下げる。

「真ま希きのやつが茶道室を占拠しちゃっていくところがないんだよ。ウチに連れて行くのは、さすがにまずいだろ？」

　マドカと並んで正座をしている智宏が、困り顔で状況の説明をしてくれた。

「駄だ目め、駄目、それは駄目。いけません！」

　瑞穂はきっぱりといった。

　いくら珠たま枝えがいるからといって、智宏の家にマドカが泊まるなんて絶対に許せない。

「私は調理実習室でも、どこでも寝られますから平気ですのに」

「あんな畳もないところにいたら凍えちゃうだろ」

「そりゃあ、ちょっと寒いかもしれませんけど……」

　膝ひざの上に畳んだコートをもじもじいじりながら、マドカは答える。

　瑞穂としては、いきなり押しかけられたことよりも、なぜマドカが智宏のコートらしきものを着ていたのか、そちらのほうも気にかかる。

　もしかして、授業が終わったあとずっとふたり一緒にいたのだろうか？

「そんなわけで、ちょっとの間、瑞穂の家に置いてあげてくれないかと思って。マヤちゃんのときみたいに……どうかなぁ？」

「……え？　ああっ、マドカちゃんをウチに？」

　じぃっとコートを見つめていた瑞穂は、あわてて返事をする。

「私は全然かまわないよ。布団ふとんはいっぱいあるし、親もいま留守だし」

「あっ、おばさんはまた旅行なのか」

「う、うん……だから、いまひとりきり……」

　この台詞せりふはもっと違うシチュエーションでいうはずだったのに――などと、がっかりしている自分に気づいて、瑞みず穂ほは顔を赤らめた。

　いったいどういうシチュエーションでいうつもりだったというのか？

「べ、別に特別な意味があるわけじゃないのよ。ただ、家には誰だれもいないといいたかっただけでっ！」

　わたわたと手を振って、瑞穂は弁解する。

「いや、それはよくわかったけど……」

　きょとんとした顔で智とも宏ひろはこっちを見ている。

「そ、それだったらいいんだけど……」

　なにをひとりで興奮しているのやら。

「あっ、そんなところに座ってないで、ソファーにどうぞ。いま片付けるから！」

　心を落ち着かせるために、瑞穂はソファーの上の編み物道具を片付けようとした。

「へえ、編み物してたのか」

「う、うん、たんころりんのセーターを作ってたの……」

「たんころりんのセーター？　器用なんだな。瑞穂にそんな特技があったなんて知らなかったな」

「別に……特技だなんて。案外、簡単だよ？」

　そういいながら、瑞穂は編み目を間違えてほどきかけたドアノブカバーのできそこないを、こっそり背後に隠した。

「いやいや、たいしたもんだよ。なぁ、マドカ？」

「そうですよ。手編みのセーターなんて心がこもっていて素敵です」

　二人に褒めちぎられて、瑞穂は照れまくる。

「そ、そうかなぁ、だったら智ちゃんにもマフラー編んであげようか？」

「えっ、本当に？」

「うわーっ、よかったですね！」

「ありがとう、瑞穂。すっごい嬉うれしい」

　軽い気持ちからの一言だったが、思いの外、智宏は喜んでくれた。

　こういう手作りのプレゼントは『重い』と感じる男子が多いというのをなにかで読んで、いままで贈ることはなかったが……どうやら、智宏はそういうタイプではなかったらしい。

「楽しみにしてるよ。でも、そんないいものもらうとしたら、俺おれもお礼を考えないとな」

「そうですよ、稲いな村むらさん。どこかデートに誘ってあげなきゃ」

「そんなっ、デ、デートだなんて！」

「デートかどうかはともかく、どっか一緒にいくか。そういえば、二人で出かけたことって、あまりないものな」

「えっ、ええっ？」

　あの智とも宏ひろから、そんなことをいってくれるとは思いも寄らなかった。

　いったいどういう風の吹き回しだろうか。

　瑞みず穂ほは思わぬ展開に、すっかり舞い上がってしまった。

「はわわわっ、私、頑張って編むからね。すっごいマフラー編むからね！」

「いや、そんなすごくなくてもいいけど」

「こ～んな長いの編むから。二人で一緒に巻けるようなやつ！」

「ああ、うん……ありがとう。頑張って」

　瑞穂は自分でもなにをいっているのか、いまいちわからなくなっていた。

　なにかいますごいことをいったような気がするが……気のせいだろうか？

　ポッポ、ポッポと頭から湯気が噴き出しそうだ。

「そういや、なんかいい匂においがするな？」

「えっ、ああっ、カレーの匂いだと思う」

　カレーは、瑞穂の作ることができる数少ない料理レパートリーのひとつであった。

　両親がいないときは、多めに作って、三日ぐらい食べ続けることもある。カレーは三日連続で食べても飽きることのない、素晴らしい料理だ。

「ふーん、今晩、カレーなんだ。いいねぇ、カレー」

「智ちゃん、カレー好き？」

「ああ、大好きだよ。三日連続で食べても飽きないね」

「……私、これからなんだけど、一緒に食べる？」

「いいの？」

「いいの、いいの。マドカちゃんも食べるよね？」

「いえいえっ、いきなり押しかけたというのに、夕食までご馳ち走そうになるなんてとんでもない！」

　マドカは両手を振って遠慮した。

「あれ、もしかしてカレーは嫌い？」

「いえ、大好きですけど。学食のおばさんから、よくお裾すそ分わけいただいてますので」

「だったら、ウチのカレーも味見してみてよ。すっごく自信あるんだから！」

　瑞穂が勧めると、マドカは少し困ったような顔で、智宏のほうを見た。

「せっかく誘ってくれているんだから、断ったほうが失礼だぞ？」

「そうよ、一緒に食べようよっ！」

　すると、マドカはもじもじと手を組みながら、か細い声で答えた。

「は、はい……では、お言葉に甘えて……いただきます」



　　　　　◆◇◆



　瑞みず穂ほは台所で鍋なべのカレーを温めながら、まるで毒薬の鍋をかき混ぜる魔女のような顔つきをしていた。

「うーふふふふっ、このカレーを食べたら、智ちゃんもイチコロよ……」

　気づかぬうちに邪悪な笑みになってしまっているが、決してこのカレーによからぬクスリが入っているというわけではない。

　数種類しか料理の作れない瑞穂であるが、カレーの味には少々自信があった。

　いろいろ試行錯誤を繰り返しているうちに、偶然にたどり着いた隠し味――バナナが決め手である。

　バナナを入れることで、カレーのコクが増すのだ。

　ほかほかの炊きたてご飯に、とろ～りカレーをかけて、かたわらにゆで卵を添える。

　これが瑞穂流。

　らっきょうは邪道。

　福ふく神じん漬づけは父親用に置いてあるが、瑞穂的にはアウト。

　カレーに漬け物の組み合わせなんて認めない。



「おまたせ～」

　キッチンテーブルで待つ、智とも宏ひろとマドカの前にカレーを置く。

「これは美お味いしそうだなぁ」

　すぐさまスプーンを手に取った智宏だったが、カレーに手をつけることなくきょろきょろし始めた。

「どうかしたの？」

　そんな智宏の様子に、瑞穂はちょっと不安になって尋ねる。

「ソースは？」

「えっ？」

「ソース、ソース」

　当たり前のことのように智宏はいっているが、瑞穂にはその意味がよくわからない。

「ソースなんて、なににかけるの？」

「えっ、カレーにかけるんだけど」

　智宏は目をぱちくりさせながらいった。

「えーと」

　瑞みず穂ほのほうは目が点である。

　カレーにソース？

　なんですでに味がついているものに、さらにソースをかけるの？

　智とも宏ひろがなにをいっているのか、まったくもって意味がわからない。

「ウチのカレーは、ソースをかけなくても食べられます」

　瑞穂がぴしゃりと言い放つと、智宏は激しく首を左右に振った。

「いやいや、カレーにはソースだろ？　なにいってるんだよ？」

　断定口調である。

　しかし、瑞穂だってカレーにはこだわりがある。引き下がるつもりはなかった。

「ソースなんていりません」

「いるってば」

　すると、二人の空気が険悪になってきたのを察したのか、マドカはニコニコ顔で智宏にいった。

「稲いな村むらさん、余よ所そ様の家で出されたものに文句をいうのはいけないことですよ」

　口調は柔らかいが、いつものほんわかしたマドカとはどこかが違う。

　あんなにニコニコしているのに目が笑っていない。

　なにか逆らったらいけない空気を、いまのマドカは漂わせていた。

「は、はい……その通りで」

　マドカのただならぬ気配に圧倒された智宏は、大人しくソースをかけずにそのままカレーをひとくち食べた。

　すると――

「うわっ、うまい。うまいよっ、このカレー！」

　目を大きく見開いて絶賛する。

「本当に!?」

「うん、ソースをかけなくても、ばっちりいける！」

　ソースをかけなくてもという部分については少々複雑な思いであったが、それでも智宏に喜んでもらえたのは嬉うれしかった。

「まだまだおかわりあるからっ！」

「うん、こんなうまいカレーだったら、毎晩食べてもいいな」

「ま、毎晩、食べに来たっていいのよ。たくさんあるからっ！」

　また頭がポッポしてきた。

　いったいなにを喋しやべっているのか、自分でもわからない。

　それにしても、今晩、自慢のカレーを作っておいてよかった。

　もしもこれが何度作っても微妙な味わいになってしまうクリームシチューだったら、こんな展開にはならなかっただろう。

　この幸運を、神様に感謝せねば。

　…………神様？

　それって、もしかして？

　ふと我に返った瑞みず穂ほは、智とも宏ひろの隣で嬉うれしそうにカレーを食べているマドカを見た。

「うわっ、稲いな村むらさん。このカレー、お肉がひとつ以上入っていますよ。これはいけませんよ！」

「それのなにがいけないんだ？」

「カレーには肉はひとつしか入れてはいけない規則なのです」

「そりゃあ、どこの規則だ」

「学食のお手伝いをしているとき、厨ちゆう房ぼうのおばさんがいってました」

「……だから、学食のカレーは肉が少ないんだな」

　智宏と間の抜けた会話をしていたマドカだったが、瑞穂の視線に気づくとにっこりと微笑んだ。

「瑞穂さん、とても美お味いしいですよ。あとで隠し味を教えてくださいね」

「あっ、うん……あとでね」

　そのときのマドカの笑みは少し意味ありげのようで、瑞穂はそれ以上、なにも聞けなくなった。



　　　　　◆◇◆



　カレーを食べ終えると、智宏は珠たま枝えにお供えをしてやらなければならないといって、早々に帰っていった。

　その後、二人で仲良く食器の後片付けをしたり、初めてシャワーを見たマドカに、これはじょうろではなくて身体からだを洗うものだとか説明したりしていたら、すっかり夜も更けてしまった。

　せっかくなので、客間ではなく、瑞穂の部屋に布団ふとんを敷いて一緒に寝ることにする。

　自分のパジャマを貸してあげると、偶然にもマドカの体型は瑞穂とほぼ同じ。

「マドカちゃん、いつまでもそのままでいてね……」

「えっ、なんのことですか？」

　パジャマの胸のあたりが少しぶかぶかしているマドカの姿に、強い親近感を抱く瑞穂であった。

「それにしても、そのお面と一緒に寝るの？　邪魔じゃない？」

　マドカはいつも背せ負おっているひょっとこの面を、パジャマになっても手放そうとはしない。

「これは私の一番大切なモノですから」

「どうして、そんなに？」

　ずいぶん大きいこと以外は普通のお面に見える。たぶん木製で、古いモノのようだが、そんなに価値があるとも思えない。

「これは先代の竈かまど神がみからいただいたモノなんです。私のような霊格の低いモノでも、なんとかここに在あり続けられるのは、このお面のおかげなんです」

「へぇ、神様からもらったんだぁ」

　そういわれると、そのひょうきんな顔をしたひょっとこが、急に有り難いモノに見えてくるから不思議である。

「神様になる前は、マドカちゃんはなにをしていたの？」

「私も瑞みず穂ほさんと同じ人間だったんですよ。百年ぐらい前のことですけどね」

「へええええっ、そんなに年上だったんだっ！」

「ふふふ、そうですね。私、おばあちゃんですよね」

　マドカはお面を優しく撫なでながら、なにかを思い出しているかのように遠い目をした。

「じゃあ、マドカちゃんは、ずっと昔はウチの学校の生徒だったのかな？」

「いえいえ、とんでもない。私はいまの学校ができる前にあった庄しよう屋や様の屋敷の奉ほう公こう人にんだったんです」

「奉公人って、どんなことする人のこと？」

　瑞穂の問いに、マドカは少しだけ考えてから答えた。

「うーん、お屋敷に住み込んで、いろいろなお手伝いをする仕事……ってところでしょうかね？」

「へえ、マドカちゃんって、私の歳にはもう働いていたんだ、すごいね」

「そういうのが当たり前だった頃ころの話ですから。すごくもなんともないですよ」

「そのうえ神様になれちゃうなんて」

「あはは……私なんか、たまたま先代の竈神に選んでいただいただけですから」

　眉まゆをハの字にして、マドカは困ったように笑う。

　まるで、あまり昔のことは話したくないといった調子だった。

　もう少しマドカのことを聞きたかったが、瑞穂は遠慮することにした。

「それより、こんな立派な布団ふとん……よろしいのでしょうか？」

「えっ、なにが？」

　マドカは、瑞穂が用意した客用の布団を恐る恐るといった様子で触っている。

「私は畳の間があれば、それで十分なんですけど」

「そんな、布団ぐらいで遠慮しないでよぉ～」

　食事、お風ふ呂ろ、寝る場所――なにをするにしても、マドカはまず遠慮する。

　そういう性格なのだろうが、瑞みず穂ほとしてはそんなマドカを少し水くさいと思う。

「あんまり気を遣わなくていいからね。友達なんだから」

　瑞穂が苦笑いしていうと、布団ふとんをもふもふしていたマドカの手がぴたりと止まった。

「マドカちゃん？」

「友達ですか？」

　じっと手元の布団を見つめながら、マドカが呟つぶやく。

「えっ、友達でしょう？　一緒に舞台もしたじゃない……って、もしかして私のこと気づかなかったかなぁ」

　シンデレラの舞台を終えたあと、ひとりだけ置いてきぼりをくらったことを思い出して、瑞穂はしょんぼりする。

「……嬉うれしいです」

「えっ？」

「友達といってくれて……嬉しいです……」

「な～に？　そんなの当たり前のことじゃない」

　瑞穂は自分のベッドから降りて、マドカの布団の上に一緒に座った。

「私、ずっと竈かまど神がみとして学校にはいましたけど、ほとんど人と接することがなかったんで……」

「でも、マドカちゃん、男子に人気あるじゃない。私なんて影薄いから、すっごくうらやましい」

　水泳勝負のときも、シンデレラの舞台のときも、マドカには学食愛好家の男子のファンがついていた。

　まあ、ちょっとばかりマニアックな男子が多かったようだが。

「あっ、あれは、別にそういうわけじゃあ！」

　マドカは戸惑ったように顔を赤らめるが、すぐに寂しそうな表情をした。

「……でも、それ以上のことはありません。あの人たちは、私のことを知っている――知っているだけ。それだけの縁なのです。ふとしたことで、すぐにみんなの心から消えてしまう」

　マドカの口から出た『縁』という言葉を、瑞穂は正確に理解しているわけではない。

　ただ、智とも宏ひろや真ま希きから少しだけ教えてもらったことがある。

　それによると、神様や妖よう怪かいは縁を結ぶことによって、この世に在あり続けているらしい。

　縁が薄ければ、誰だれにも気づかれることのない存在になってしまう。

　たんころりんとは強い縁で結ばれているので、眼力を持たない瑞穂にも見ることはできる。しかし、この前会った、石いしの怪かいなどとは縁が薄いため、瑞穂は見ることも話をすることもできないというのだ。

「でも、私はマドカちゃんのこと、ちゃんとわかるよ。ここにいて、一緒にお話しているってわかるよ？」

　一瞬、瑞みず穂ほには隣に座るマドカのことがとてもはかない存在のように思えた。

　だから、瑞穂はわざと口に出して確認した。そうでもしなければ、マドカが消えてしまうような気がしたからだ。

「ありがとうございます。私は……ここにいるんですよね」

「そうだよ、ここにいるよ！」

　以前、海水浴にいったとき、好この香かが人間へのあこがれの気持ちを漏らしたことがある。

　いまのマドカと、そのときの好香がダブって見えた。

　たくさんのモノを持っているようで、実はとてもはかない。

　好香もマドカも、瑞穂がうらやましいと感じるモノを持っている。

　しかし、二人ともそれ以上に瑞穂のことをうらやんでいる気がする。

　いったい自分のなにをうらやむのか。

　自分にそんな価値があるのか。

　瑞穂にはそれがわからない。

　それに気づけば、自分は変われるだろうか。

　智とも宏ひろは自分に振り向いてくれるのだろうか……



　ふと、智宏の笑顔が浮かんだ。

　瑞穂が大好きな智宏の笑顔。



　瑞穂は夕食の疑問を思い出す。

「……もしかして、今日のことって」

「なんのことです？」

「智ちゃんのこと……マドカちゃんが何かしてくれたの？」

　なんと尋ねればいいのか、瑞穂は少し迷う。

　すると、そんな瑞穂の態度で察したのか、マドカはクスッと悪戯っぽく笑った。

「みんなには内緒ですよ。今日はちょっと張り切っちゃいました」

「えっ、じゃあやっぱり！」

「だって、私は瑞穂さんの味方ですから。舞台で黒子のお仕事頑張っていたの、ずっと見ていました」

「ほ、本当に!?」

　むくわれない裏方と思っていた黒子役だったが、ちゃんとマドカは気づいてくれていたのだ。

「私、あれから瑞みず穂ほさんのファンになりましたから。頑張ってください、応援してます！」

　ぎゅっと両拳を握って、マドカはガッツポーズをした。

「ありがと……ありがとぉ～」

　そんなマドカの笑顔に、瑞穂はじわわわっと涙が出てきた。

「でも、私のご利り益やくはこれが精一杯。あとは瑞穂さんが頑張ってくださいね」

「うん、これで十分……十分だよぉぉっ！」

　感極まって、瑞穂はマドカに抱きついた。

　ぼふんと布団ふとんの中に二人で倒れ込む。

「わっ、瑞穂さん!?」

「マドカちゃん、本当にありがとぉ～っ！」

　ご利益をもらったことだけが嬉うれしいわけではない。

　他にもいろいろ感謝の気持ちを込めて、瑞穂はマドカに抱きついた。

「あわわわっ、ファンといっても、そういう意味ではなくて～」

　マドカはちょっと畳の匂においがして、柔らかくて、とても温かい。

「マドカちゃん、好き、好き、大好き～っ！」

　勢い余って、今度はマドカのぷにぷにの頬ほおに顔をすり寄せる。

　お風ふ呂ろあがりのしっとりした肌が、とても心地良かった。

「いえっ、だから、み、瑞穂さんには稲いな村むらさんという大切な……だっ、駄だ目め、駄目～っ！」



    

  
    
      
第五話　もふもふ頂上決戦





　試験間近の日曜日だというのに、智とも宏ひろは昼近くまで寝坊をしていた。

　といっても、試験勉強で夜更かししていたからといった立派な原因があるわけではない。昨晩、夜遅くまで珠たま枝えの映画鑑賞につきあわされたせいである。

　瑞みず穂ほの家でカレーをご馳ち走そうになって遅くなったことで、すっかり珠枝はヘソを曲げてしまい、その機嫌が直るまでずっと古い映画を一緒に観みていたのだった。

　神様のくせに、珠枝は意外と映画が好きである。

　しかも、カンフー映画とか、チャンバラ映画など、格闘シーンが多いものが大好きで、いつも俳優の動きを真ま似ねしながら興奮して観ている。

　ひとりで観てくれれば別によいのだが、機械に弱い珠枝はいつも智宏にデッキの操作をせがむ。

　そして、必ず一緒に観るよう強要するのだ。

　もう何度も観た古いカンフー映画とチャンバラ映画を、昨日も智宏は三本立てでつきあわされた。

　おかげで珠枝から解放されたのは、午前二時過ぎ。

　当然、試験勉強などすることなく、ばったり眠ってしまったのだった。



「やめろ、二人が戦う理由なんてないんだっ！」

　ブルース・リーと鞍くら馬ま天てん狗ぐの戦いを止めるという馬ば鹿か馬ば鹿かしい夢から覚めると、時計は午前十一時を指していた。

「こうなったら、姿すがた三さん四し郎ろうに助けてもらわないと……」

　智宏が寝ぼけた頭でむにゃむにゃ呟つぶやいていると、下の階が妙に騒がしいことに気づいた。

　それは聞き慣れた妖よう怪かい町内会の連中の声だ。

「ん～っ、なにしてるんだぁ。あいつらぁ？」

　ぐーんと伸びをしながら、智宏は眉まゆをしかめる。

　今日も母親は仕事で留守だからいいものの、それにしたって騒がしい。

　自分が寝ている間に、珠枝が家にあげたのだろうか？

　妖怪連中が家に来ることをあまり好まない珠枝にしては珍しいことだった。

　智宏は寝間着を着替えて、とたとたと階段を降りる。

　すると、廊下にいた好この香かが挨あい拶さつをしてきた。



「おはようございます、智とも宏ひろさん」



　その姿を見て、智宏の眠気は一瞬で消え去った。

「なっ、なっ、なんだぁ、その格好は!?」

　階段を降りきった智宏の前で、きちんと三つ指ついて正座をしている好この香かは……なんと白しろ無む垢くの着物に角隠しという純和風の花嫁衣装に身を包んでいた。

「やっぱり和式がよろしいかと思って。もしかして、ウェディングドレスのほうがよかったですか？」

　花嫁衣装に合わせた、やや濃いめのおしろいに紅をさした好香が上品に微笑んだ。

　いつもの元気な姿とはまったく印象の違った、おしとやかな雰囲気を漂わせている。

　どんな衣装でも完かん璧ぺきに着こなす好香であったが、これは反則だった。

　その清せい楚そな美しさはまぶしいばかりで、智宏には直視することができない。

　だが、いくら好香がどんな服装にでも変化できるからといって、この格好は悪ふざけが過ぎる気もした。

　花嫁衣装というものは、こんな冗談で着るべきではない。

　これだけ似合っているのならば、なおさらのこと。本当に大事なときに取っておくべきだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　余計なお世話かもしれないが、智とも宏ひろはそう思って、ちょっとだけ腹が立った。

「なんだって、そんな格好をしてるんだよ？」

「だって、今日は智宏さんとの結婚式じゃないですか」

　すっと音もなく立ち上がり、好この香かは智宏のほうへと近づいた。

　好香がいつも身に纏まとわせている花の香りと、おしろい独特の匂においが混ざったものが、智宏の鼻をくすぐる。

「なっ、なに馬ば鹿かなこといってんだ！」

　もぞもぞする鼻をこすりながら、智宏は大きく後ろに下がった。

　いったい好香がどういうつもりかは知らないが、いつもの冗談もその姿でいわれると妙な気持ちになってくる。

　もしかして、またも好香の術にはまっているのだろうか？

「あら、智宏さん。もしかして、冗談だと思ってません？」

　ずばりと心の中をいい当てられ、智宏はドキリとする。

　心を見透かされたことよりも、これが冗談ではないということのほうが心臓に悪かった。

「……私は本気なんですよ？」

　追い打ちをかけるように、好香はじっと真正面からこちらを見据えていった。

「な、なんでいきなり……」

　じりじりと近づく好香を、上半身をのけぞらせて避けながら、智宏は恐る恐る問いかけた。

　すると、好香は智宏の両手を握りしめて、にぱぱっと嬉うれしそうに笑った。

「だって、めでたくうるさい小こ姑じゆうとさんも落ち着かれるようですし、もはや私と智宏さんの間を邪魔するモノはいないということですよぉ」

　どうやら、少しだけいつもの好香に戻ったようである。

　おかげで智宏もようやく冷静になれた。

「小姑って……珠たま枝えのことか？」

　珠枝が聞いたら激怒しそうだが、智宏にはそれぐらいしか心当たりがない。

　しかし、落ち着いたというのはどういう意味であろう。

「そうですよぉ。あっ、お祝いの言葉がまだでしたね。このたびはご結婚おめでとうございます」

「け、け、結婚って、誰だれと誰が!?」

「もちろん、珠枝様とケウケゲンさんとの結婚ですよぉ」

　好香は着物の袖そでをふりふりさせながら上機嫌で答えた。

　その瞬間、智宏は自分がなにを叫さけんだのか、よく憶おぼえていない。

　ただ、好香が目を見開いてこちらを見て、びっくり仰ぎよう天てんしていたことをうっすら憶えているだけである。



　　　　　◆◇◆



　昨晩、珠たま枝えと映画鑑賞をしていた居間は、すっかり様子が変わっていた。

　壁には派手な紅白の幔まん幕まくがかけられ、座卓には鯛たいの尾お頭かしら付つきや伊い勢せエビ、寿す司しに赤飯とご馳ち走そうが並べられている。

　まるで正月と盆が一緒に来たような騒ぎだった。

　妖よう怪かいたちはそれぞれの一いつ張ちよう羅ら姿で、わいわいと盛り上がっていた。

　黒こく鉄てつ色しよくをした大だい蛇じやに、ひとつ目の毛玉。この前、柿かきの木にぶら下がっていたたんころりんまで来ている。

「わー、人間コンピューターさんだぁ」

「あらあら、本日はまことにお日柄もよくて」

　居間の入口で呆ぼう然ぜんとしている智とも宏ひろに、化けダヌキの親子が挨あい拶さつをしてきた。

「……なんの騒ぎだ、これは？」

「なんの……って、またそんなご冗談を。珠枝様の結婚式じゃないですか」

　親ダヌキはぽむぽむと上品に腹を叩たたいて笑っている。

「ご馳走のお代は、お稲荷いなりさんからのカンパですのでご安心ください。こんなめでたいこと滅多にありませんからね」

　さすがに花嫁衣装では動きづらいと思ったのか、好この香かはいつもの桜色の着物に戻っていた。智宏としても、そっちのほうが妙な緊張をしないのでありがたい。

　とはいえ、いまはご馳走の代金よりも、好香の衣装よりも、もっと大事なことがある。

　智宏は居間にずかずかと入って、首をぐるりと巡らして、一番の上座に座る騒動の張本人をにらみつけ――もう一度、同じ言葉を呟つぶやいた。

「……なんの騒ぎだ、これは？」

　智宏のただならぬ気配に気づいてか、騒がしかった妖怪たちもぴたりと口をつぐんだ。

　上座の中央に座る珠枝は、家神としての正装であるいつもの白しろ装しよう束ぞくに身を包み、一番上等な客用の座ざ布ぶ団とんに正座をしていた。

　そして、その膝ひざにはケウケゲンがちょこんと鎮座している。

「智宏～、助けてくれ～」

　意外なことに、珠枝は世にも情けない声でこちらに助けを求めてきた。

「助けてくれって、この騒ぎはおまえの仕業なんだろ？」

「違うのだ。こやつらが『チュー』のあとは結婚だと、勝手に騒いでいるだけなのだ。ワシはそんなつもりなど……」

　珠たま枝えがそういうと、いままで黙っていたまわりの妖よう怪かいたちが「ヒューヒュー」と、珠枝とケウケゲンをはやし立て始める。

「やめるのだ、そんなのではないのだ！」

　珠枝は顔を真まっ赤かにしながら否定するのだが、妖怪たちは悪のりするばかりだ。

　まるで好きな子を知られて、からかわれている小学生のよう。

　いつもはひとにらみで妖怪たちを黙らせる珠枝であるが、この状況ではどうも迫力がいまいちだった。妖怪たちにいいようにからかわれている。

「…………えっとぉ」

　テンションのあがっている妖怪たちを冷ややかな目で見渡しながら、智とも宏ひろは頭をぽりぽりとかく。



「とりあえず、石いしの怪かい……出てこいや。シメてやるから」



　そんな智宏の低い呟つぶやきに、場は凍り付いた。

「お母さん……人間コンピューターさんが、冷血人間コンピューターさんに変化したよっ！」

「おそろしいねぇ、おそろしいねぇ」

　化けダヌキの親子が抱き合ってガタガタ震ふるえているが、智宏は無視する。

「どうした、石の怪……どこにいる？」

　智宏はギロリとあたりを見回して、妖怪ひとりひとりにガンを飛ばす。

　ただでさえ強い眼力を持つ智宏ににらまれて、妖怪たちはすくみ上がった。霊格の低い妖怪などは、その視線だけで祓はらわれそうになるほどの迫力である。

「とっ、智宏さん、石の怪は来ていないんです……」

　後ろから好この香かが恐る恐る小声で伝える。

「なんだってぇ？」

　珠枝がケウケゲンと『チュー』をしたことを知っているのは、石の怪だけ。

　つまりこの騒ぎの元凶である、石の怪が不在だとは。

「あの野郎……」

　怒りの矛先を失った智宏が、ギリリッと歯ぎしりをしたとき――



「私をお呼びですか!?」



　居間のふすまをパーンと勢いよく開けて、問題の妖怪が現れた。

　そう、石の怪である。

「こいつはぁ～！」

　智とも宏ひろがツカツカと詰め寄ろうとすると、石いしの怪かいは短い手をあげてそれを制した。

　そんな石の怪の堂々たる態度に、我を忘れていた智宏もピタリと足を止める。

「お、おまえ……本当に石の怪だよな……？」

「ええ、この場は妖よう怪かい町内会長である、私に預けていただきましょう！」

　そう宣言した石の怪は、いつものつるつる顔のくせに妙に二枚目に見えた。

　いやそれどころか内側から光がわき上がっているような……これが後光というものであろうか？

　いつの間に、これほどまで霊格を高めたのだろうか。

「ど、どうしたんだ、石の怪。なんかいつもと違うぞ？」

「私は生まれ変わったのです。それもすべてあのケウケゲンさんとの勝負のため！」

　石の怪はびしっとケウケゲンを指差す。

「勝負って……なんの勝負だ？」

「なんの勝負でもいいじゃないですか。とにかく、どっちが珠たま枝え様のおきにいりであるか、その勝負です！」

「……それって、つまりどっちがもふもふしているかってこと？」

「ちっ、違います！　そんなもふもふとか浅いモノではなく、もっと本質的で精神的でエコロジーでグローバルなモノなのですっ！」

　たぶん、知っている単語を並べているだけなのだろう。

　石の怪がなにをいっているのかはさっぱりわからなかったが、とにかくこれは智宏にとっては渡りに船の勝負であった。

　この勝負で珠枝の関心を石の怪に向けさせれば、ケウケゲンから引き離すことができるかもしれない。

「よしっ、おまえの心意気はわかった。その勝負、俺おれが見届けてやろう」

　智宏の宣言に、静まりかえっていた妖怪たちは一転して歓声をあげる。

　結局、妖怪町内会の連中は、騒ぐ口実があればなんだってよいのだ。

「なんだ？　なにが起きるのだ？」

　石の怪とケウケゲンの対決のため、大急ぎで居間のごちそうを片付け始めている妖怪たちを、当の珠枝だけがなにもわかっていない顔でぽかんと眺めていた。



　　　　　◆◇◆



　さっきまで結婚式場のようであった居間は、すっかり様子が変わっていた。

　ご馳ち走そうは座卓と一緒に運び出され、広くなった部屋の両壁にずらりと妖怪たちが並んで座っている。

　その双方の側に、石いしの怪かいとケウケゲンが分かれて陣取っていた。

「よーし、おまえならできる。いまのおまえは最強だ。誰だれにも負けるはずがない」

　タオルを首にかけてＴシャツ姿となった智とも宏ひろは、石の怪の肩をもみほぐしながら、暗示をかけるように耳元に囁ささやき続ける。

　智宏は石の怪サイドのセコンドについていた。

　一方、対するケウケゲンサイドのセコンドについているのは、好この香かである。

「ケウケゲンさん、このまま珠たま枝え様をお嫁さんにしてしまってくださいな。そうしたら、邪魔するかたがいなくなって、智宏さんは私が……むふふふっ」

　好香はよからぬ願望を垂れ流しながら、ケウケゲンの毛を丁寧にブラッシングしてあげていた。

　この状況を理解しているのかしていないのか、ケウケゲンも好香の膝ひざの上でちょこんと座って、大人しくブラシをかけられている。

「うーむ、こしゃくな……」

　敵ながらケウケゲンの毛並みは素晴らしい。

　毎晩、珠枝がたっぶり食事を与えているせいだろうか。この家に来たときよりも、艶つやを増しているような気さえする。

　そして、勝負の主役でもある珠枝は、両陣営に挟まれるように部屋の中央に居心地悪そうに正座をしていた。

「なあ、智宏……いったいなにを始める気なのだ？」

　珠枝はもぞもぞと座り直しながら、智宏に尋ねる。

「これから大事な勝負が始まるんだよ。おまえはそこでじっとしていろ」

「う、うむーっ」

　こういうイベントのときに、いつもなら司会進行役を務める石の怪も好香も、今回は両陣営に分かれているので、勝負の合図はたんころりんが行うことになった。

　巨大な顔のたんころりんが、部屋の中央にごろりと重々しく転がり出た。

「た～んたんころりん、たんころり～ん」

　粛々とした雰囲気でたんころりんが試合前の挨あい拶さつをするが、智宏にはなにをいっているのかさっぱり理解できなかった。

　他の妖よう怪かいたちは、神妙な顔でこくこくうなずいているが……本当に理解しているかどうかははなはだ疑問である。

　ともあれ、挨拶を終えたたんころりんは厳いかめしい顔つきを満足げにほころばせ「むふーっ」と鼻息を吹き出した。

　そして、ひと呼吸置いてから――



「たんころり～ん！」



　試合開始の宣言がなされた。

「いくぞ、石いしの怪かい！」

「いきますよ、ケウケゲンさん！」

　いままで静寂を保っていた両陣営のセコンドが、勢いよく立ち上がる。



「ほ～ら、珠たま枝え。もふもふだぞぉ、もふもふ！」

　智とも宏ひろは石の怪を両手に抱えて、珠枝の前でアピールする。

　ポイントはやはり石の怪最大の武器である、つるつるの頭である。

　つるっとしているようで、手触りは上質なフェルト生き地じのような温かみのある手触り。

　形状、ボリューム、そしてもちろん絶妙な柔らかさ――まさしくそれは究極のもふもふ。

　石の怪を知る珠枝にだからこそ、このストレートなアピールが効果的なはずだ。

　あの素晴らしきもふもふをもう一度。

　リメンバー、石の怪！



　一方、好この香かのほうも負けてはいない。

　立ち上がると同時に、もふもふ毛皮のバニー姿に変化した。

　いや……それはバニーではない。

　耳はバニーよりも小さく、手にはこれまたもふっとした毛皮の手袋、足も同様にもふもふの長いブーツ。

　これはバニーガールのケウケゲンバージョンであった。

「ケウケゲンさんが抱いて欲しいっていってますよぉ。珠枝様、この子を甘えさせてあげてくださ～い」

　なるほど、好香はケウケゲンの愛らしさを前面に押し立てて、保護欲をかき立てる作戦に出たようだ。

　あの奇妙なコスプレも、その姿で親子を演出して、小さなケウケゲンを可愛かわいがってやりたいという気持ちを引きだそうという狙ねらいなのだろう。

　もふもふにおいて、ケウケゲンの最大の弱点はその小さな身体からだである。

　あれではボリューム不足で、思いきってもふもふすることはできない。

　そこを逆手に取って、サイズの小ささからの保護欲コンボをしかける巧妙な作戦に出たというわけだ。

　さすがは好香――侮り難し！



「ほら、もーふもふもふっ！」

「はい、もふもふですよぉ～」

　両陣営、一歩も譲らぬもふもふアピール合戦を続けるが、珠たま枝えはその場から微動だにしない。

　最初、それは両者の魅力が拮きつ抗こうしている証拠かと思ったが――なにか珠枝の様子がおかしい。これだけもふもふをアピールしているというのに、その表情は険けわしく、じっと目を閉じている。

　いったいどうしたというのだろうか？

　智とも宏ひろと好この香かは、敵同士ながら互いに顔を見合わせる。

「どうした、珠枝？」

「どうしました、珠枝様？」

　そんな二人の問いかけに、珠枝はゆっくりと目を半眼に開いた。

「貴様ら、ワシを馬ば鹿かにしておるだろう？」

　珠枝はそういって、じろっ、じろっと智宏と好香を交互ににらみつける。

「馬鹿になんかしてないぞ。俺おれは真剣に石いしの怪かいのもふもふをおまえにアピールしているってば」



    

  
    
      



    

  
    
      　石いしの怪かいを抱えて、智とも宏ひろはぐぐっと身を乗り出す。

「それが馬ば鹿かにしているというのだ。この罰当たりめっ！」

　そんな智宏の顔を、珠たま枝えはチョップする。

「いたたたっ……」

「そんなことをして、ワシがどちらかのもふもふにつられて寄っていくとでも思ったのかっ!?」

「いや、そう思っていたけど」

　智宏は顔を押さえながら正直に答える。

「この罰当たりめ、罰当たりめっ！」

　ビスッ、ビスッと二回連続チョップ。

「痛い、痛いっ！」

「まったく、嘆かわしい。貴様たちはなにもわかっておらん！」

　珠枝は首を左右に振りながら、その場で立ち上がると、白しろ装しよう束ぞくの袖そでを振り回しながら熱弁をふるい始めた。

「貴様らが思っているほど、もふもふは甘くないのだ。そのとき、その気持ち、その空気によって、もふもふを求める心は変化する。ただ目の前に吊つるされたからといって、ニンジンに食いつく馬のように飛びかかると思ってか。この愚か者どもめっ！」

　一気に語りきった珠枝がふぅ～っと息をつくと、まわりで聞いていた妖よう怪かいたちからパチパチとまばらな拍手がわき起こった。

　智宏には珠枝がなにをいっているのかさっぱりわからなかったが、彼らは理解しているのだろうか？

　いや、たぶんたんころりんの挨あい拶さつ同様、理解していないのに、とりあえず拍手をしているだけだろう――と、思っていたのだが。

　ただひとり、珠枝の気持ちを理解しているモノがこの場にいた。

「その通り。もふもふとは一日にしてならず！」

　そう叫さけんだのは誰だれあろう、石の怪であった。

　智宏の手から抜け出した石の怪は、しゅたっと畳の上に着地する。

「もふもふとは攻めではなく、受けにあるのです。なにもいわずとも、そこにもふもふがあれば、おのずともふもふしたくなるというもの。それが真のもふもふ。もふもふの中のもふもふっ！」

　この短い間に、何回もふもふといったかわからないほど熱くもふもふ論を語った石の怪は、その手を広げてぴたりと静止した。

「そして、これぞ究極を超えた、至高のもふもふっ！」

　石の怪の身体からだから、さきほどの後光のような暖かい光がほわわんとあふれ出す。

「たんころり～ん！」

　その輝きを見て、たんころりんが驚きの声をあげた。

「そうか……これは太陽の光……！」

　たんころりんが力を行使するときに放つ、オレンジ色の夕日の輝き。

　それに似た光が、石いしの怪かいの身体からだから放たれていた。

　夕日よりももっと力強く、明るい、それは昼の太陽。

「この日のために、しっかり日光浴をしてきた私は充電満タン」

　さらに石の怪は輝きを増す。

　まるで春が訪れたように、部屋の中がぽかぽかと暖かくなってきた。

「おおっ、おおおっ！」

　その光に惹ひきつけられるように、珠たま枝えが一歩、また一歩と石の怪へ近づいていく。

「この暖かさは……」

　石の怪を抱き上げた珠枝は、ゆっくりとその身体に顔を埋める。



　………………もふもふっ。



　至福の表情でしばし石の怪を抱いていた珠枝は、カッと目を大きく見開く。

「これは干した布団ふとんの匂におい。もっとも素朴にして、もっとも素晴らしきもふもふ。たっぷり太陽を浴びた布団のもふもふだっ！」

「ふっふっふ、そのとおり。もふもふとは手触りのみにあらず。触覚、視覚、嗅きゆう覚かく……五感すべてに訴えてこそ、本当のもふもふなのです。ケウケゲンにはそれがない！」

「な、なにをいうのよ、石の怪！」

　ケウケゲンのセコンドである好この香かが反論する。

「ならば、そいつの匂いを嗅かいでご覧なさい」

　石の怪に指摘されて、好香はケウケゲンの身体をくんくん嗅いでみる。

「……あっ、ホントだ。ちょっとだけ臭いかも」

　まあ、妖よう怪かいとはいえ、姿は動物なのだから無臭というわけにはいかないだろう。

「確かに石の怪のもふもふには飽きが来ない。これなら毎日でももふもふしたくなる。それに対して、ケウケゲンのもふもふは確かに上質であるが、慣れてくるとやがてしつこさを感じてくる」

　どこぞの美食家のようにもふもふ吟ぎん味みをする珠枝。

「……ってことは、この勝負は？」

　智とも宏ひろが呟つぶやくと、たんころりんが大きくうなずいた。

「たんころり～ん！」

　あいかわらずなにをいっているのかわからないが、きっと石いしの怪かいの勝利を宣言したのだろう。

「さすがは妖よう怪かい町内会長！」

「もふもふの中のもふもふっ！」

「たんころり～ん！」

　妖怪たちはこの名勝負の決着に、惜しみない賞賛の声をあげてくれた。

　もちろん、智とも宏ひろも石の怪の素晴らしいもふもふっぷりに感動していた。

「さすがは石の怪。やっぱりおまえのもふもふが最高だっ！」

　石の怪の短い手を取って、何度も上下に振った。

　ところが、盛り上がる場の空気とは反比例するかのように、石の怪のテンションは低くなっていく。あの暖かな太陽の輝きも失われ、なんだか少ししぼんだようにも見えた。

「あ～、いや～、あの～、別に私はもふもふなわけではありませんよ。なにしろ石の妖怪なんですからね」

　歯切れ悪く、言い訳じみたことをぶつぶつと呟つぶやく石の怪。

「いまさらなにいってるんだよ。さっきまで、あれだけ熱くもふもふのことを語っていたくせにっ！」

「いや、あれはほんのはずみですから。本来の私は硬い身体からだが自慢の石ですので、そこのところ誤解なきよう……」

「誤解もなにも、事実もふもふじゃないか。おまえの身体は」

「だ～か～ら～！」

「ああっ、ごめん。ただのもふもふじゃないな。すごいもふもふだ。至高のもふもふだ！」

　いつもは珠たま枝えがもふもふしているのを馬ば鹿かにしていた智宏であったが、今日の石の怪の言葉には素直に感心していた。

　もふもふは智宏が思っている以上に、ずっと奥深いものだったようだ。

　これからは、もっと違う目で珠枝のもふもふを見ることができるだろう。

　そして、珠枝のおきにいりが石の怪に決定したということは――

「そろそろお客様にはお帰りいただく頃ころ合あいじゃないのか？」

　智宏はにんまりと笑って、珠枝の耳元に囁ささやく。

「うむむ……」

　ところが珠枝のほうは腕を組んで、難しい顔をしている。

「なんだよ、まだケウケゲンに未練があるのかよ。もふもふのほうは石の怪がいるから、もういいだろ？」

「しかしだなぁ、ワシはチューをされてしまったしのぉ」

「まだそんなこといってるのかよ！」

「そんなこととはなんだ。チューだぞ、チュー！」

　ネズミのようにチューチューと連呼する珠たま枝えに、智とも宏ひろはいい加減うんざりしてきた。

「おまえなぁ、ほっぺにチューされたぐらいなんだっていうんだよ」

「なっ、罰当たりな。ワシはチューされたのだぞ、チュー」

「だったら、俺おれもしてやるよ」

　そういって、智宏は片かた膝ひざをつくと、珠枝の肩を抱いた。

「へっ…………？」

　硬直した珠枝の頬ほおに、智宏は黙って口をつけた。

　思った以上にすべすべで、ほのかに甘い香りがする。

　珠枝の黒髪はシルクのように滑らかで、顔を離すときに智宏の首を優しくくすぐった。

　唇に感じた頬の感触はすぐに溶けて消えるように失われてしまう。

　と、同時に、肩に置いていた手が、珠枝の身体からだが急激に熱くなるのを感じ取った。



「ぽっ、ぽっ、ぽっ、ぴぃっ！」



　時報のような叫さけび声をあげて、珠枝は爆発した。

　いや、さすがに爆発するわけはないのだが、もうそうとしか表現しようのない混乱っぷりだった。

　顔を真まっ赤かにしてその場にへたり込むと、畳の上をゴロゴロと転がり回った。部屋にいた妖よう怪かいたちを次々とボウリングのピンのようにはじき飛ばしながら……

「ああっ、ずる～い。私もチューしてくださいなぁ～！」

　その様子を見ていた好この香かは、ぽーんとケウケゲンを放ほうり出すと、智宏の首に腕を回して抱きついた。

「な、なんでおまえに！」

「チューぐらいなんでもないんでしょう？」

　そういって、好香は智宏のあごをつまんで、強引に自分のほうに向ける。

　真正面には、好香の桜色の唇。

　好香が喋しやべるたびに、その濡ぬれた唇は艶なまめかしく動き、こちらを誘惑する。

「いっ、いやっ、さっきはほっぺだからっ！」

「あらぁ、だったら私のほっぺにしてくださいなぁ」

　してやったりと悪魔的な笑みを浮かべると、好香は顔を横に向けた。

　耳元のほつれ髪とうなじが、やけに色っぽい。

　好香の花の香りが、智宏から徐々に思考を奪っていくようだった。

　このままではまずいと思うのだが……なぜか身体の自由が利かない。

　頬ほおにチューぐらい……まあいいか。

　そんな気持ちになって、知らず知らずのうちに口が好この香かのほうへと――



「なにやっているの～っ！」



　このパターン。

　やっぱり、いつもの展開だ。

　ここで珠たま枝えが割り込んできて、ことはうやむやに……と、思ったら。

「智ちゃん、なんなの……なんなのよ、それはっ！」

　今回は、いつもと違っていた。

　庭に通じる居間のガラス戸を開けて入ってきたのは、よりによって瑞みず穂ほとマドカ。

　なぜか二人の手には毛糸玉が握りしめられている。

「こ、こんなたくさんのかたたちの前で接せつ吻ぷんだなんて……いやらしいです、稲いな村むらさん！」

　あのいつもニコニコのマドカでさえ、軽けい蔑べつしきった目でこちらをにらんでいる。

「なっ、なんで二人が……そんなところから？」

　好香に抱きつかれたまま、智とも宏ひろは震ふるえる声で尋ねた。

「いくら呼び鈴を鳴らしても出てきてくれないし、家の中はやけに騒がしいし……気になって庭に回らせてもらったの！」

「な、なんの用で……？」

「マフラーを編むのに、智ちゃんの似合う色を選びに来たのよ。ちなみに、私はこのオレンジが似合うと思って！」

「私はこのクリーム色が似合うと思って！」

　二人は毛糸玉を智宏に突きつけながら、のっしのっしと居間に上がり込んできた。

　そんな二人の剣幕に、好香は「あ～ららっ、怒らせた～」と無責任なことをいいながら、スススッと智宏から離れていく。

「と、ところで、いつから見ていたの？」

　とりあえず、そこを確認したい。

　それによって言い訳――ではない、状況説明のしかたが変わる。

「珠枝ちゃんにキスして、お次は好香さんとキスしようとしたところからよ」

　よりによって、衝撃のシーンのみダイジェストでお送りしましたといった感じだ。

　智宏は頭を抱えたくなる。

「手当たり次第にキスをしまくるなんて、智ちゃんはいつのまにイタリア人になっちゃったの？」

「いや、だからあれはそんなたいした意味はなくて」

「たいした意味もなくキスするんだ。やっぱりイタリア人になっちゃったんだ!?」

　いったい瑞みず穂ほがどのようなイメージをイタリア人に持っているのかは知らないが、決定的現場を目撃されてしまったのだから、言い逃れは無理のようだった。

　それにしても、珠たま枝えの頬ほおにキスをしたからといって、いったいなにをこんなに怒っているのだろうという気もするのだが……

「まあまあ、瑞穂。そう怒るでない」

　助け船を出してくれたのは珠枝であった。

　腰に両手を当て、胸を張って、ちょっと偉そうな態度。

「智とも宏ひろはワシとケウケゲンのことで、あのようなことをしたまでよ。そう責めては可哀かわい相そうだ」

「ふふ～ん」と、どこか自慢げな顔をする珠枝。

「ケウケゲン？」

「そうなんだ。珠枝が拾ってきた変な妖よう怪かいが家に居着いちゃってさぁ。そいつに、帰ってもらおうと思って、あんなことを……」

「それとキスがどう関係するの？」

「うっ……それは説明すると、ひたすら長くなるんだけど」

　瑞穂の冷静な指摘に、智宏はぐっと言葉に詰まる。

「ともあれ、智宏にあのような嬉うれしいことを――おっと、違った。あのように強く望まれたとなれば、稲いな村むら家の家神として、その望みを叶かなえねばなるまいて」

　好この香かに放ほうり投げられて、部屋の隅でちょこんと座ってこちらを見つめていたケウケゲンに、珠枝は向き合った。

　そして、ばたばた暴れ回ったせいで少し着崩れた白しろ装しよう束ぞくを整え、まるで歌か舞ぶ伎き役者のような大仰な動作でその場に正座をする。

「ワシから招いてまことにすまぬが、そろそろ山へ戻ってはもらえぬだろうか。もうじき冬となる。貴様も山神なれば、里より山へ帰る頃ころ合あいであろう？」

　珠枝から感じられる気配が少し変わった。

　ストレートの黒髪が空気を含んだようにふわりと持ち上がり、その目に黄色い光が宿る。あの目の光は、珠枝が神としての力を行使しようとするときの特徴だった。

　いままでざわついていた妖怪町内会の連中も、場の空気が変わったことを察したのか、緊張した面持ちで珠枝を見つめている。

「山神……？」

　珠枝の変化もさることながら、山神という言葉に智宏は反応した。

　その名の通り、山の神のことである。

　以前は、珠枝も遠とお野のの山の神であったそうだが、零れい落らくしたため稲村家の家神となったという。

　それは乱暴ないいかたをすれば、家神よりも山神のほうが格が上ということだろう。

　目の前のウサギだかネズミだかよくわからないモノが、まさかそんな山神だったとは。

　しかし、思い返せば、石いしの怪かいもケウケゲンの霊格のことを気にしていた。

　珠たま枝えがケウケゲンを客として大切にもてなしていたのも、もしかすると相手がただの妖よう怪かいではなく、山神であったからだとしたら？

「……そちらから招いておいて、そろそろ帰れとはずいぶんな物言いだ」

　最初、誰だれが喋しやべっているのかわからなかった。

　老人のようなしゃがれ声。

　いや、声の質だけではなく、何気ない物言いからでも、長年生きたモノの落ち着きと重みが感じられた。

　その雰囲気があまりにイメージとかけ離れていたため、智とも宏ひろは声の主に気づくのが遅れてしまった。

「もしかして……いま喋ったのって？」

「この私だよ」

　部屋の隅からまた声がした。

　そうだ、間違いない。

「ケウケゲン、おまえ喋れたのか？」

「智宏、迂う闊かつに言葉を交わすな。祟たたられるぞ」

　珠枝が鋭い声で注意する。

「その通り。小僧が気安く声をかけられる相手ではない」

　そう呟つぶやいたケウケゲンの身体からだに変化が起きた。

　黄金色の体毛がみるみるうちに輝きを失い、錆さびた鉄のような色に変わっていく。

　同時に毛の長さも増していき、うねうねと波打つような巻き毛となった。

　大量の毛に覆われ、身体の形がよくわからなくなるが、その大きさを増していることは確かだった。小さなウサギぐらいだったモノが、猫ぐらいになり、やがて大型犬ほどの大きさとなる。

　まるでモップの先のような姿となったケウケゲンであるが、不思議なことに目だけは長い毛に隠れることはなかった。しかし、そこにはいままでのような可愛かわいらしさは微み塵じんもない。不気味なまでに人間とそっくりな目玉がふたつ、ぎょろりとこちらを値踏みするようにのぞいていた。

　妖怪は見慣れている智宏であっても、その異様な姿は気味が悪かった。

　姿だけではなく、全身からどす黒い気配を感じる。

　明確な悪意というわけではない。

　ただ、本能的に触れたくない、近づきたくないと思わせる禍々まがまがしさが、このモノにはあった。

「ふむ」

　珠たま枝えはケウケゲンの変化した姿を見て、ぴくりと眉まゆを動かした。

「珠枝……？」

　智とも宏ひろはそのことに少しだけ驚いていた。

　普段は感情豊かであっても、いまのように目に黄色い光を宿した神としての態度を取るとき、珠枝はほとんど表情を変えない。

　そんな珠枝がわずかでも動揺したような素振りを見せるとは……

　智宏は身を固くして、気を強く持つよう心がけた。

　珠枝のいう通り、隙すきを見せれば祟たたられるかもしれないからだ。

「存外、正体は心ここ惹ろひかれぬ姿だな」

　正座の姿勢を崩さず、珠枝は少しだけ口調を軽くして語りかける。

「おまえのおかげで、だいぶ力を取り戻すことができた。感謝しよう」

「そうであろうよ。なにしろ、このワシが客としてもてなしたのだからな」

　二人の会話は見た目上は穏やかに続いた。

「それは認めよう。だが、そんな客に今度は帰れという」

「ワシも家神。家の人間の願いを無下にすることはできぬ」

　珠枝がそう応こたえると、しばしの沈黙が続いた。

　双方にらみ合っていたが、やがてケウケゲンのほうが先に視線をそらした。

「ならば、私も古巣へと戻るか」

　ケウケゲンの体毛がざわざわと意志を持つかのように動き、身体からだの向きを変えた。

　そして、ギラギラと強い眼光を放つふたつの目が、今度は別の相手をにらみつける。

　その相手は意外なことにマドカだった。

「どうやら、私の当て外れだったようだな」

「えっ、そんな……？」

　ケウケゲンにたった一言告げられただけで、マドカは顔面を蒼そう白はくにさせた。

「どうしてですか……竈かまど神がみ様……」

　いまにも泣き出しそうな顔で、マドカは問いかける。

「私はおまえのことを祟り神として残したつもりだったのだがな」

「祟り神だなんて、私はみなさんのために……一生懸命……」

　マドカはうわごとのようになにかを呟つぶやきながら、その場にへたり込んでしまった。

「マドカちゃん、大丈夫!?」

　驚いた瑞みず穂ほがマドカの肩を抱いて呼びかけるが、その目はぼんやりと見開かれたまま、放心状態であった。

「おまえ、マドカになにをした！」

　そんなマドカの変化に智とも宏ひろが我を忘れ、ケウケゲンにつかみかかろうとしたとき、珠たま枝えが腕をあげてそれを制した。

「こやつはなにもしておらん。ただ語っただけだ」

「その通り。せっかく私が神の座を譲ったというのに、当て外れであったから、そのようにいったまでのこと。余よ所その小僧に、とやかくいわれる憶おぼえはない」

　そういってケウケゲンはざわざわと体毛を動かして、居間の外に出て行こうとする。

「それに厄介者と思われてまで、ここに長居をするつもりもない。これで引き上げさせてもらうよ。宿の礼は黄金でよいかな？」

「ふん、そんなもので恩着せがましくされてもつまらん。とっとと去るがいい」

「……これは嫌われたものだな」

「そう思ったから、そのようにいったまでのことだ」

　ケウケゲンの言葉を口まねして、珠枝はにやりと笑う。

　そんな珠枝を上目遣いに一いち瞥べつすると、ケウケゲンはぷいっと顔をそらす。

「では、これにてさらば」

　居間から出た途端、ケウケゲンはまるで煙のように消え失うせた。

　あとには木を燃やしたような焦げ臭い匂においが少し残るのみだった。



「マドカちゃん、しっかりして……」

　座り込んだマドカに、瑞みず穂ほが心配そうに声をかける。

「あ……すみません……もう大丈夫ですから」

　ようやくマドカは正気に戻ったようで、弱々しい笑みを浮かべながら瑞穂のほうを見上げた。

「どうしちゃったの。あのモップのお化けになにかされたの？」

「いえ、そんなことは。あのかたは先代の竈かまど神がみ様なんです」

「それって、マドカちゃんにお面をくれた神様のこと？」

「はい、そうです……」

　マドカは顔をうつむかせ、背中のひょっとこの面に手を回した。

　まさか、あのケウケゲンがマドカに竈神の座を譲った、元竈神だったとは。

　意外ではあったが、納得できないことではない。

　智宏は静しず江えの家で、竈神についても文献を調べたことがある。

　それによると、竈神の中には、家と山との間を定期的に行き来するモノもいるという。

　来訪神とも呼ばれ、そんな神を祭る儀式は日本中に伝えられている。

　以前、海水浴にいった土地で、智とも宏ひろもそのような儀式のひとつである『あえのこと』を見たことがあった。

　そういった神は、家にやってくるときには丁重に迎え、家におわす間は大切に祭らねば、祟たたりを引き起こす荒々しい神ともいわれている。

　あのケウケゲンから感じられた禍まが々まがしさは、まさしくその特徴通りであった。

　しかし、ひとつ疑問が残っている。

「マドカ……ケウケゲンがいっていた祟り神ってどういうことなんだ？」

　その名の通り、祟り神とは、災いを引き起こすことの多い神のことだ。

　マドカと祟り神。

　智宏にはどうしてもこのふたつがつながるとは思えない。

　さきほど、ケウケゲンはマドカのことを『当て外れ』といった。いったいケウケゲンはマドカになにを期待していたのだろうか？

「私は……私は……」

　智宏の問いかけにマドカはなにかを答えようとするのだが、うまく言葉が出てこないようだった。

「なんだって？」

「智宏、もうやめろっ！」

　そんな智宏に珠たま枝えが大声で叱しかった。

「なんだよ、珠枝？」

「いくらのんきなマドカとて、人にいえぬこともある。そもそも、竈神かまどがみとは家の暗部を背せ負おっているモノだ。あまり深入りすれば、思わぬ一面を見せつけられるぞ」

　偶然にも、昨日、真ま希きがいっていた言葉と同じことを珠枝は語った。

　最初、その言葉はマドカのためのものだと思った。

　しかし、心配そうにこちらを見つめる珠枝の顔を見て智宏は気づいた――珠枝はマドカのことではなく、こちらのことを案じているのだと。

　智宏がマドカのことを深く知ることを、珠枝は望んでいない。

「なんでいまさら……」

　これまでも妖よう怪かいのことに深入りしすぎて、珠枝に心配をかけたことはある。

　だがそれは智宏がまだなにも知らなかった頃ころのこと。

　それからいくつもの失敗を繰り返して、珠枝や他のみんなから多くのことを学んで、ようやく少しは信頼してもらえるようになったつもりである。

　決して自分を過信しているわけではないが、智宏にとってはそれがとても嬉うれしかった。

　人間とは異質だと自ら語る珠枝たちに、少しでも近づけた気持ちになれたからだ。

　それなのに、いまの珠枝は――

「おまえのためにいっているのだ」

　少し困ったような顔で、珠たま枝えは穏やかにいった。

　それはまるで、むずかる幼子に言い聞かせているようで……そんな珠枝に、智とも宏ひろはなにもいえなかった。

　自分にはわからないところで、珠枝が苦しんでいるのがわかったからだ。

　そうであれば、智宏は珠枝になにも問うことはできない。

　珠枝が智宏のことを想おもってくれているように、智宏も珠枝のことを想っているのだ。

　それだけはなにがあっても変わらない。

　だから、智宏は珠枝のことを苦しめることはできない。

「わかったよ、珠枝。もう聞かない」

　そういって、智宏はマドカへの疑問を飲み込んだ。

　胸の中で、その疑問はくすぶり続けていたが、珠枝には気づかれぬよう表面だけはそう取り繕った……



    

  
    
      
第六話　竈かまど神がみとマドカ





　あのあと、すっかり弱り切ったマドカは、瑞みず穂ほと一緒に帰っていった。

　智宏はマドカには何も言わず、ただ瑞穂に「頼むな」とだけ告げて、二人を見送った。ここは女同士、瑞穂に任せたほうがよいと思ったからだ。

　それにマドカの近くにいれば、智宏はどうしても祟たたり神のことを聞きたくなってしまう。きっと、マドカや珠枝の気持ちも考えずに問いただしてしまうことだろう。

　だから、いまは距離を保つことがよいと判断した。



　翌日、月曜日の朝。

　智宏は、ケウケゲンの世話から解放された珠枝とひさしぶりに一緒に登校した。

　ただ、ケウケゲンの言い残した『祟り神』という言葉が気になって、あまり会話することなく玄関のところで別れた。

　智宏は教室へ。

　珠たま枝えは茶道室へ……

　先に教室に来ていた瑞みず穂ほにマドカの様子を尋ねたところ、少し元気がないようだが、ちゃんと登校してきているらしい。

　学校内では、マドカのことは珠枝に任せておけばよいだろう。

　なにもできない自分が歯がゆくも感じられるが、珠枝のいう通り、いまは余計なことをしないのが一番なのかもしれない。

　先生たちに隠れてこっそり試験勉強の内職をしているクラスメイトたちをぼんやり眺めながら、身の入らないまま授業を受けていると、いつの間にか午前中の授業は終わっていた。

　ひとりで学食に行った智とも宏ひろは、あんまりぼんやりしていたので、うっかりカレーを選んでしまった。

「一昨日、瑞穂の家で食べたのに……」

　マドカがいっていたように、肉がひとつしか入っていない具の少ないカレーを恨めしげに見つめた。瑞穂の家のカレーに比べると、だいぶ見劣りする。

　こんなもやもやした気持ちでは、なにも手につかない。

　かといって、どうしたらいいのかも思いつかない。

　とにかく、宙ぶらりんな気分だった。

「そんなところに立っていたら邪魔よ」

「あ、ごめん……」

　声のしたほうを振り向くと、そこには黒い影が立っていた。

　こちらになにも感情を読み取らせない、奥が見渡せない闇やみのような瞳ひとみ。

　ニイッとわずかにわかる程度に口の端をあげた微笑み。

　影のように見えたのは、彼女の黒衣。

　男物のスーツに、ただ一点、目が覚めるように鮮やかな赤いネクタイ。

　そして、そんな洗練された姿の中で、ひとつだけ浮いているようにも思える、恐ろしげなかぎ爪づめの装飾が施されたステッキ。

「オ、オオヒロ……先生」

　いつまで経たっても、このオオヒロだけは慣れることができない。

　智宏は条件反射的に身構えてしまう。

「あなたは本当に女たらしね」

　ステッキをくるりと脇わきに挟み、オオヒロはやや呆あきれたような声でいった。

「なっ、オオヒロ先生までっ！」

　いきなりの第一声に、智宏は思わず大声をあげてしまう。

　まさかオオヒロにまでそんなことをいわれるとは思わなかった。

「そうやって、元気なくしょげているだけでも、女がかまってあげたくなるオーラを発散しているのよ。気をつけなさい」

「そ、そんなこといわれても……」

　そのオーラとやらがどんなものだか、智とも宏ひろ自身にだってわからない。

　というか、そんなものが自分から発散されているなんて初めて知った。

「まあ、あなたが意識してやっているとは思えないけどね。もしも、それがコントロールできるようになったら、稀き代だいのドンファンになれるわよ」

「は、はあ……」

　誉められているのか、馬ば鹿かにされているのか、叱しかられているのか……智宏にはさっぱりわからないので、とりあえず生返事をするだけだ。

　すると、まわりの席からオオヒロを慕う女子生徒たちが声をかけてきた。

「オオヒロ先生、今日は私たちと一緒に食べてくださ～い！」

「あっ、ずるいっ。今日はこっちですよぉ～！」

　あいかわらずオオヒロは女子生徒たちの人気者だ。

　もちろん、男子生徒たちもチラチラとオオヒロのことを盗み見しているが、さすがに声をかけるほど勇気あるものはいないようだった。

「ごめんなさいね、今日は彼と一緒にいただく予定なの」

　そういってオオヒロはカレーの食券を手渡すと、その代わりに智宏のカレーを受け取った。

「じゃあ、あの席で待ってるから」

　オオヒロは当然のことのように、さっさと学食の隅の席へとひとりでいってしまった。

　おそらく――というか間違いなく、もう一度、智宏に順番待ちの列に並んでこいという意味なのだろう。

「……といっても、逆らえるわけないよなぁ」

　智宏は「とほほ」と肩を落として、厨ちゆう房ぼう前の行列に並び直す。



「なんであんなのがオオヒロ先生と二人きりで？」

「ちくしょう、稲いな村むらのやつ。またひとりでいい思いをしやがって」

「珠たま枝え様があいつの味方でなければ、俺おれの呪のろいで抹殺してやるのに……」



　なにやら周囲から物騒な囁ささやきが聞こえてくる。

「まったく、こっちの気も知らないで……」

　こうして自分の評判はどんどん悪くなっていくのだろう。

　しかし、生徒たちのあこがれの的であるオオヒロも、智宏にとってはできるだけ近寄りたくない相手だ。

　なにかを企たくらんでいるのか、それとも単なる戯たわむれか、いまは学校の先生などをしているが、彼女は珠たま枝えとさえ対等に渡り合える大だい妖よう怪かいである。もしも怒りを買えば、大いなる災いを引き起こすことだろう。

「……あっ、でも、オオヒロなら祟たたり神のことを知っているかも」

　オオヒロと祟り神。

　マドカとは違い、こちらは実にしっくりとくる組み合わせであった。



　　　　　◆◇◆



　長い列を並んでようやく智とも宏ひろがカレーを持ってきたとき、オオヒロはすでに食べ終えたあとだった。

「遅かったわね」

　待ってくれているとは思っていなかったが、さも当然のことのようにいわれるとさすがにへこむ。

「混んでたからね」

　精一杯の反抗として皮肉混じりに返してやるのだが、オオヒロは気にもしていないといった涼しい顔つきだ。

　もっとも、どうせオオヒロにそんな皮肉が通用するとは思っていなかったが。

「なんで俺おれを誘ったんだよ？」

　智宏はテーブルにあったソースを手に取ったが、少し考えてからそれを元に戻す。

「あなたが誘っていたんじゃないの？」

「なんだよ、それ？」

　そういいながらも、確かに智宏にはオオヒロに尋ねたいことがあるのだ。

　もしかして、それを見抜いてオオヒロは自分に声をかけてきたのだろうか？

　そこまで内心を見透かされていると思うと、逆に尋ねづらかったが、だからといってこの機会を逃すつもりもなかった。

「オオヒロ先生は祟り神って知ってる？」

「わかっていると思うけど、それは人間が勝手につけた名前よ。神が自ら名乗ることはないのよ」

「うん……だったら、人間が祟り神と呼ぶのは、どんなモノなのかな？」

　智宏がそう尋ね直すと、オオヒロは指先でテーブルをトンと叩たたいた。

「その問いかたはよいわね」

　オオヒロはニイッと笑みを浮かべた。

　なにが気に入ってくれたのかはよくわからないが、どうやらいまのはオオヒロの意に添った問いかただったらしい。

　まずは最初のハードルを越えられたことにほっとして、智とも宏ひろはようやくカレーを口にした。しかし、瑞みず穂ほの家のカレーとは違い、学食のカレーはどこか物足りない。

「よく災いを起こす神が祟たたり神といわれているわね。御ご霊りよう信しん仰こうに関係する神には、そう呼ばれるモノが多いけれど」

「御霊信仰って？」

「強い恨みを持って災いを引き起こす人間の霊を、神として祭って、その怒りを鎮めてもらうことよ。やがて鎮められた神は、逆にご利り益やくを与えてくれる神へと変化する。人間ってなんでも自分に利をもたらすモノにしてしまうのだからたくましいわね」

「人間が神様になる……」

　マドカも元は人間だといっていた。

「太だ宰ざい府ふの菅原すがわらの道みち真ざねはとても有名でしょう。学問の神様だから、試験前のあなたたちはお世話になってみたら？」

　菅原道真ならば、日本史の授業で習ったことがある。確か、太宰府に左遷された恨みで悪霊となって、平安の都に災いを巻き起こした人だったはずだ。

　智宏は頭の中でオオヒロに教えてもらった御霊信仰と、ケウケゲンがマドカに対していったことを整理してみた。



    

  
    
      



    

  
    
      「それって、つまり……恨みを持って死んだ人が祟たたり神になるってことなのか」

「その考えかたも、間違いではないでしょうね」

　智とも宏ひろもただ人間の魂が現うつつ世よに残されることで妖よう怪かいと化したモノを知っている。

　みんなで行った海水浴場で出会った濡ぬれ女――彼女の正体は、未練を持って現世と常とこ世よの狭はざ間まに残った、死んだ人間の魂だった。

　もしもそれが現世への未練ではなく、恨みだったとき――その強い怨おん念ねんは、神と呼ばれるのに相応ふさわしい、恐るべきモノへと人間を変化させてしまうのだろう。

「じゃあ、マドカは……？」

　オオヒロのいうことが正しければ、ケウケゲンが祟り神にしようとしたマドカは、それだけの強い恨みを持って、この土地に残されていたということになってしまう。

　あのマドカに限って――という智宏の気持ちに反して、オオヒロは小さくうなずきながらいった。

「あの子なら、そうなっても不思議ではないでしょうね」

「それはどういう意味だよ？」

　オオヒロの予想外の言葉に、智宏は思わず身を乗り出した。

「私が見たところ、あの子はまともに弔われなかった人間の魂よ」

「なんでそんなことがわかるんだ？」

「私は八や咫た烏がらす――望むも望まざるも関係なく、死の匂においにはとかく敏感なの」

　かたわらに置いてあったステッキを手に取り、座ったまま両手で床につく。

　そして、その持ち手にあごを乗せるようにして、オオヒロは前まえ屈かがみの姿勢で智宏を見つめた――まるでこちらの魂の値踏みをするかのように。

「マドカは昔あった庄しよう屋やの屋敷で奉ほう公こう人にんをしていたといっていたけど……なんでそんな強い恨みを持たなきゃならないんだよ」

「あなたは知らないかもしれないけど、人が人を売り買いして、道具のように使っていた時代があったの――それもまだほんの百年も経たっていない頃ころの話よ」

「そんな……人を買うなんて」

　そんなことがこの日本であったことにショックを受けていたが、同時に智宏はマドカのいっていた「買われてきた」という言葉を思い出した。

　あのときマドカは誤ご魔ま化かしていたが、それが文字通りの意味だったとは、智宏は考えも及ばなかった。

「運悪くひどい主人に買われてこき使われ、死んだあとも弔われもせずに捨てられたとすれば……それは恨みを持って当然よね」

　なにが面白いのか、オオヒロはにいっと笑みを浮かべた。

　闇やみの中に浮かぶ、細い上弦の月のよう。

　それはオオヒロが人を試すときに浮かべる笑み……こちらの反応を楽しみに待っている表情だった。

「もちろん、そうした人間の誰だれもが強い力を得るわけではない。もしもそうなら世界は神様で溢あふれてしまうものね」

　闇やみの中に浮かぶ月から、クックッという身体からだにまとわりつくような笑い声が溢れた。

「だけど、誰かが力を貸したとしたら……話は別よ。それは己の恨みを糧として、災いを引き起こす祟たたり神ともなりうる」

　そう語り終えるが早いか、オオヒロはステッキで床をコンと叩たたいた。

　すると、いままで智とも宏ひろを圧倒していたオオヒロの禍まが々まがしさが一切消えて、学食の喧けん噪そうが戻ってきた。

　こんなに騒がしい場所だったというのに、ついさっきまではオオヒロと二人しかいないように感じられた。あれも彼女の術だったのだろうか？

　智宏がキツネにつままれたような顔をしていると、いままでの話がなんでもないことだったかのように、急に話題を変えてきた。

「ところで、今日はスエヒロを見かけないけれど、なにか心当たりある？」

「えっ……ああ、そういえば今日は欠席してたけど、どうしたんだろう？」

「学校には来ているようなんだけど。気配は感じるから」

「教室にいないのに学校には来ているって……おかしくないか？」

「だから、あなたに心当たりはないかと尋ねているんでしょう？」

　やれやれと首を振りながら、オオヒロはため息をつく。

　まったく、妹のことだというのに、この無責任な態度はなんなのだろうか。いくら遼りよう子このことを一任されているとはいえ、やはり腑ふに落ちない。

　しかし、そのことを口に出していえるほど、智宏も勇者ではない。

　不満をぐっと堪こらえて、遼子のいそうな場所を考えてみる。

「もしかして、真ま希きの特訓を受けているのかも」

　いくらなんでも授業をさぼってまで試験勉強というのは考えづらいが、智宏にはそのぐらいしか思いつかなかった。

「ちょっと電話してみるよ」

　順番に可能性を潰つぶしていこうと、智宏は真希の携帯電話にかけてみるが、何度か呼び出したあと留守番電話になってしまった。

「んー、通じないなぁ」

「なんなの、その特訓というのは？」

「真希が加か茂もさんの試験勉強の相手をしてあげているんだよ」

「どこで？」

「茶道室で……」

　そう自分で答えてから、智とも宏ひろはぞくっと寒気がした。

　茶道室には……マドカがいる。

　まさかとは思うが、この不吉な予感をただの考え過ぎだと片付ける気にもなれなかった。

「俺おれ、ちょっと茶道室にいってくる」

　智宏はあわてて席を立った。

「ご苦労様、よろしくね」

「一緒に来ないのか？」

「来て欲しいの？」

　オオヒロの問いに、智宏は一瞬足を止める。

　たとえマドカが祟たたり神であったとしても、このオオヒロよりはマシのような気がする。

「いや……いいよ。ひとりでいってくる」

　智宏はそそくさと食べ終えたカレー皿を持って、席を立った。

　気を利かせて、黙ってオオヒロのぶんも一緒に持ったが、一言の礼もない。

　そんなものは微み塵じんも期待していたわけではないが、あまりに予想通りというのも、これまたへこむものだ。

　智宏が学食を出ようとすると、背後ではそれを待っていたかのように女子たちがオオヒロに群がって黄色い声をあげていた。そんな女子たちに、オオヒロは大人の余裕たっぷりの笑みと、ユーモアの効いた話題を提供してあげている。



　この不公平感はなんだろうか？

　これで本当に自分はオオヒロの婿候補なのだろうか？



　いや、むしろオオヒロの婿となったら、これが当然の日常になるというのだろうか。

「ううっ……考えたくもない」

　特殊な嗜し好こうの持ち主ならば、この下僕のような扱われかたもまたよいのだろうが……智宏は健全正常な男子高校生である。まだその域にまでは達していない。

　自分の想像に身み震ぶるいをしながら、急ぎ足で学食を立ち去る智宏だった。



　◆◇◆



　一般教室から離れたところにひっそりとある茶道室のあたりには、昼休みであっても、あまり生徒の姿はない。

　校庭から時折歓声が聞こえるだけで、廊下は学校とは思えない静かさだ。

「急がないと、授業が始まっちゃうな」

　昼休みの残り時間を気にしながら、智とも宏ひろは茶道室の戸を開ける。



　その途端、あたりが暗くなった。



　清潔で無機的な学校の空気から、煙と木の匂においの混ざった有機的な空気に変わる。

　やんわりと肌を包み込むように暖房の効いていた室温も、外気ほどではないがひやりと底冷えのするものとなった。

　一瞬ですべてが変わってしまい、智宏は状況を把握するのに時間がかかった。

　ようやく目が慣れて、自分のいる場所が認識できるようになってくると、智宏は戸惑いの呟つぶやきをもらす。

「ここは……なんなんだ？」

　木造の古い民家の板の間。

　木戸も床板も、いぶしたように濃い焦げ茶色。

　昼間だったはずなのに外からの明かりはまったく差し込まず、照明は部屋中央にある囲い炉ろ裏りに燃え上がるたきぎの炎のみ。

　普通の薪まきではなく、掘り返した切り株の根ごと囲炉裏にくべられていた。部屋に満ちる、煙の匂いはこれが原因だ。

　智宏にとって、部屋の中で煙を上らせる火を焚たくというのは違和感のある光景だったが――同時にほっと一息をつきたい気分でもあった。

　いままで感じていた戸惑いが薄れ、ここが自分にとって当たり前の場所のように思えてくる。

　いつの間にか靴を脱いで板の間に上がり込み、囲炉裏の奥の座にどかりとあぐらをかいて腰を下ろす。

　立ち上る炎に手をかざして暖を取っていると、囲炉裏のまわりに家族たちの顔が浮かび上がった。

　三人とも女だ。

　コヒロと真ま希きと遼りよう子こ……大切な家族。

「お疲れ様です、お義に兄い様さま」

　遼子は火にかかっていた大きな鉄瓶のお湯で茶をいれてくれた。

「ああ、ありがとう」

　熱い茶を受け取って人心地つく。

　お義兄様か……そうか、遼子は義いも妹うとだった。

　しっかりもののように見えて、どこか抜けたところのある、世話はかかるがとても可愛かわいい義いも妹うとだ。

「たくっ、智とも宏ひろったら遅いのよ。待ちくたびれちゃったわ！」

　真ま希きは腕を組んでぷりぷりと怒っている。

「なにを怒っているんだ？」

「なにって……待ちくたびれたから、待ちくたびれたの！」

　なにか待たせたつもりはないのだが、真希はその一点張りである。

「なんだよそれ？」

「なによっ、あんた弟のくせに生意気よ！」

「えっ、俺おれって弟なの!?」

　反射的に智宏は驚きの声をあげた。

「あったり前でしょ？　なによ～、私の弟なのが不服なわけっ？」

「なんだろう、なんかいまいち納得できない気がするんだけど……あれっ、あれっ？」

　智宏は何度も首を傾かしげる。

　どうもなにかがおかしい。

　真希が姉？

　自分が弟？

　どうもしっくりこない。

　いや、たとえそれが逆だとしても、しっくりはこないのだが。

「もっと弟ってのは素直であるべきよ。姉を慕い、尊敬し、大切にするの。あんたがそう心がけるのなら、私もあんたをもっと可愛かわいがってあげてもいいのよ？」

　真希は少しもったいぶった口調でそういいながら、横目で智宏を見た。

「ん～っ、なんかそんな願望を一方的に押しつけられても困るなぁ」

「なによっ、私はこんなにあんたのことを気にかけてあげてるのに、それだから嫌になっちゃうのよ！」

「うーん、うーん」

　なにかが違う。

　いつもの真希のように見えて、微妙にどこかが違う。

　もやもやとした思いに智宏がひとりで悩んでいると、そっと優しく誰だれかが手を握ってくれた。

「真希様、そう責めてはいけません。智宏様はいろいろ大変なことばかりでお疲れなんです」

「えっ……？」

　顔をあげると、すぐ側そばにコヒロが寄り添っていた。

　その見つめられているだけで心安らぐような静かで穏やかな瞳ひとみが、いつになく近い位置に迫っていて、智とも宏ひろは思わず後ずさりした。

「うわっ、コヒロ!?」

「クワッ？」

　あわてふためく智宏を、コヒロは小首を傾かしげ不思議そうな顔で見た。

　そして、こちらの瞳ひとみをのぞき込むように、おずおずとさらに近づいてくる。

「どうかされましたか、智宏様？」

　コヒロの尾羽は元気がなさそうに垂れ下がっており、それを見ていると智宏の心は少し痛んだ。

「いや……なんか近いというか……コヒロは、そういうんじゃなかったかな……って」

「そうじゃない……とは？」

　いつの間にかコヒロは智宏の手を取って、じっと心配そうにこちらを見上げている。

　なにかが違う。

　これは明らかに違う。

　この距離感はコヒロのものではない。

　どちらかといえば、これは好この香かの距離感――

「あれ、好香？」

　好香とはいったい誰だれのことだ。

「夫婦同士、手を握るぐらいは普通なのでは？」

　智宏がぐるぐるとまとまりのない思考をしていると、コヒロは当然のことのようにいった。

「ふ、夫婦～っ!?」

「そうですとも」

　コヒロの尾羽がパタパタと元気を取り戻し、いつもは無表情な顔に珍しく微笑みを浮かべた。

　顔立ちはよく似ているのに、姉のオオヒロとはまったく違う、内側からにじみ出てくる無む垢くで純粋な喜びが自然に形となった微笑みだった。

「コヒロと俺おれが……？」

　そんな滅多に見られないコヒロの表情に、智宏は一瞬心を奪われる。

「ぴぴっ、なんですか。コヒロ姉様になにか不満でもあるとでもいうのですか？」

　そのやりとりを聞いていた遼りよう子こが智宏に詰め寄る。

「いや、不満とかそういうわけじゃないけど」

「コヒロ姉様のことを嫌いだというのですかっ！」

「まさか、嫌いなわけないだろ」

「クワッ！」

　コヒロはあまり表情を変えずに、顔だけ真まっ赤かにした。

「愛しているのですかっ!?」

「そりゃあ、コヒロのことは好きだけど……」

「クワワッ！」

　かたわらに座っていたコヒロがもう堪こらえきれないといった様子で長い鳴き声をあげた。

　そして、そのままぷしゅーっと空気が抜けるように、横に倒れてしまう。

「コ、コヒロ、大丈夫かっ!?」

　背中を向けて倒れたコヒロのお尻しりでは、ぴこぴこと尾羽が動いている。

「好き……クワッ！　好き……クワッ！」

　そばに寄ると、コヒロはなにやらうわごとのように意味不明なことを呟つぶやきながら身もだえをしていた。よくわからないが、なにやら幸せそうな様子だったので、このままそっとしておいたほうがよさそうだと智とも宏ひろは判断する。

　そんなことをしていると、後ろから真ま希きの怒声が聞こえてきた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。コヒロのことを好きって、どういうことなの!?」

「いや、だから好きといっても……」

　よくわからないまま言い訳をしようとする智宏に、遼りよう子こが助け船を出した。

「お二人は夫婦なんですから、当然なのでは？」

「そ、そりゃあ、そうかもしれないけど……あれっ、あれっ、なんでこんなにもやもやするのっ!?」

　真希は頭をがしがし掻かきむしりながら、なにか混乱している様子だ。

　そんな真希を見ていた遼子も、だんだんと表情が険けわしくなる。

「そういえば……私はいつのまにコヒロ姉様との結婚を認めたのでしょうか……？」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、遼子はぶつぶつと自問自答するように呟く。

「あ～っ、なんかイライラするっ！」

「ぴ～っ、なんだか納得できない気持ちですっ！」

　突如、腹を立て始めた二人が、その怒りの矛先を智宏へ向けようとしたとき――



　ふっと部屋の色が薄くなった気がした。



「なんだ……？」

　いままで大騒ぎしていた真希と遼子が唐突に静かになった。

　そして、コヒロも起き上がると、何事もなかったように囲い炉ろ裏りのまわりの席につきなおす。

　そんな三人の様子を見ていた智宏も、なにか頭がすっきりしていく気がした。

「あれ……さっきのは……」

　まるで夢から目覚めたばかりのような感じ。

　さっきまで当然のことのように思えていたことが、徐々に現実感を失い、頭が正常に戻っていく。

「なっ、俺おれはなんて変な夢を見ていたんだ……って、夢じゃないのか、これは？」

　自分ではすっかり目が覚めているつもりだったが、依然としてこの囲い炉ろ裏りのある古い部屋は存在していた。

　そして、確固たる実体を伴って、コヒロたち三人も目の前に座っている。

　ただ、さっきまでと違うのは、向こうがこちらを完全に無視していることだ。

　いや、これは向こうからこちらが見えていないといってよいだろう。

　それがすぐにわかったのは、智とも宏ひろは以前同じような経験をしたことがあるからだ。

　力を奪われ、人と縁を結べなくなり、ここにいるというのに誰だれにも気づいてもらえない。それは思い出したくもないほど、恐ろしい体験だった。

「だけど、なんかあのときの感じとは違う……俺だけ余よ所そに外されたみたいな……」

　あのときは縁を結べなくなっても、智宏は他のみんなを身近に感じていた。

　すぐそばにいるというのに、誰もこちらを見てくれない。

　狂おしいほどに求めても、自分の声は誰にも届かなかった。

　しかし、今のこの状況はあのときとは違い、コヒロたちを遠くに感じる。

　他人の家の団らんを窓の外から見ているような感覚。

「俺の力が奪われたんじゃない。コヒロたちがこの部屋に取り込まれているんだ……」

　直感的にそう悟ると、急に視界が開けてきた気がした。

　智宏は五感を研ぎ澄まし、部屋の様子を探る。

　すると、囲炉裏の上、天井近くからかすかな声が聞こえてきた。

「コホッコホッ……」

　誰かが咳せき込こんでいるような声。

　智宏にはそれが誰の声かすぐにわかった。

「珠たま枝え、いるのかっ!?」

　耳を澄ませるが、返事はない。

　だが、気配は感じる。

　囲炉裏の上にある太い梁はり。そのあたりからだ。

「けど、どうやって登れば……」

　古い民家は、今どきの家とは比べものにならないぐらい天井が高い。

　普通の家の二階の高さまで、全部吹き抜けになっているといってよいぐらいだ。ハシゴでもないと、とても登れそうになかった。

「なにかないか!?」

　部屋を見回すが、足場になるようなものはない。

　そもそも古い民家には、家具などは極端に少ない。

　外に出ようと板戸に手をかけてみたが、びくともしない。やはりこの部屋は尋常ならざる空間らしい。

　自分の無力さにイライラしながら、智とも宏ひろは板の間を歩き回る。

　こんなときコヒロだったら、その翼で運んでくれるのに。

「真ま希きだったら……」

　そのとき、足下でギシリと床板が音をたてた。

「そうだ、縛ばく鎖さの小人だ！」

　駄だ目めで元々。

　智宏は床板をどんどんと踏みしめ、真希が縛鎖の小人たちを呼び出す方法を真ま似ねして叫さけんでみた。



「来いっ、縛鎖の小人たち！」



「ほー？」

「ふー？」

　いつもの勢いはないが、床板からもぞもぞと湧わき出すように縛鎖の小人たちが現れた。

「ほーほー？」

「ふーふー？」

　大勢の縛鎖の小人は、きょときょととあたりを見回して、なにやら戸惑っている様子だった。

「ほほっ？」

　その中のひとりが真希のほうに駆け寄って、つんつんと背中を突くが、完かん璧ぺきに無視されて落ち込んでいたりする。

「呼んだのは、俺おれだよ」

　智宏はその場にしゃがみ込んで、小人たちの視線の高さになって呼びかける。

　すると、縛鎖の小人はこちらに気づいてくれた。

「ほほーっ？」

　どうやら真希やコヒロたちとは違って、縛鎖の小人たちはこの部屋に入っても平気らしい。

　彼らの正体は家鳴りと呼ばれる、家をきしませて傷いためる妖よう怪かい――つまり家にとっては天敵のようなモノ。この不思議な部屋の術も、そんな縛鎖の小人たちには通用しなかったようだ。

「あの天井に登れるように鎖でハシゴを作って欲しいんだ」

「ほーっ？」

　智とも宏ひろに頼み事をされて、縛ばく鎖さの小人たちはいそいそと円陣を組み始めた。

「ほーほー」

「ふーふー」

　なにやらみんなで相談をしているらしいのだが、彼らの言葉がわからない智宏にはいったい何を話しているのかさっぱりだった。

　さほど長い時間はかからずに相談を終えた縛鎖の小人たちは、くるりと智宏のほうを振り向くと、揃そろって敬礼をするように手をあげた。

「あっ、ああ、どうも……」

　思わず敬礼を返す智宏。

　ところが、縛鎖の小人たちはそのままズブズブと床に沈むように去っていこうとした。

「あっ、こらっ！　帰るなっ！」

「ほほー」

　縛鎖の小人のひとりが、少し申し訳なさそうな顔をして、手を左右に振り『無理、無理』といったジェスチャーをした。

「そんな……」

　こんなひょうきんななりをしていても、彼らは楠くすの木き家と契約を結んだ妖よう怪かいである。やはり、なんの関かかわりもない智宏のいうことなど聞けないというのだろうか……

　みんな揃って『さようなら～』と手を振っている縛鎖の小人たちに、智宏はやけくそ気味に叫さけぶ。



「頼みを聞いてくれたら、焼き芋腹一杯食わせてやるからっ！」



「ほほっ！」

　智宏の叫びを聞いた縛鎖の小人たちは、元気な雄お叫たけびと共に、波間でジャンプをするイルカのごとき勢いで床板から飛び出してきた。

「うわっ！」

「ほほーっ！」

　そして、智宏に驚く間も与えぬ素早い動きで、床から長い鎖を引っ張り出す。

「ほほっ！」

「ふふっ！」

　まずは二人が二本の鎖を天井に投げつける。

　重力を無視して一直線に天井に届いた鎖は、梁はりにギリギリと絡みついた。

「ほーっ！」

　続けて、もうひとりの小人が、グルグルときりもみ回転をしながら鎖を投げた。

　それは螺ら旋せんを描いて伸びていき、二本の鎖へとジグザグに絡み合い、ハシゴを完成させる。

　その間、たったの三秒。見事なチームワークである。

「あ、ありがと……」

「ほほーっ！」

　呆あつ気けにとられていた智とも宏ひろが気をとり直して礼をいうと、小人たちは栄養ドリンクのＣＭにも出演できそうなさわやかな笑みを浮かべて、親指を立てた。

「それにしても、おまえらって本当に食い物に弱いのな……」

「ふふっ」

　縛ばく鎖さの小人たちは照れくさそうに頭を掻かいた。

「……って、そんなこといってる場合じゃないや」

　智宏は急いで鎖のハシゴに手をかける。

　もっとぐらつくかと思ったが、縛鎖の小人たちが床で引っ張ってくれているおかげか、がっしりと固定されていた。

「しっかり持っていてくれよ」

「ほほっ！」

　囲い炉ろ裏りからの煙にむせながら、智宏はハシゴを登る。

　近くによると天井の梁はりは一本の大木をそのまま使った、立派なものだった。

　長い間煙にいぶされすっかり黒くなったその姿は、大だい蛇じやの横腹のようにも見えた。

　そして、その梁に紐ひもで吊つるされた手まりぐらいの袋を見つける。

　梁も天井も真っ黒な中で、その袋だけが赤や白の鮮やかな色をしていた。

「珠たま枝え……いないのか？」

　天井には珠枝の姿はなかったが、智宏が下で感じていた気配はその袋から発せられているようだった。

「なんなんだ、これは？」

　智宏はその袋を取ると、まずはハシゴを伝って下に降りる。

　ハシゴがあっても、この高さは怖かったし、なにより囲炉裏の煙がけむたかった。

「ほほー」

「ふふー」

　役目を終えた縛鎖の小人たちを見送ってから、智宏はその袋を調べる。

　よく見ると、それは袋ではなく、たくさんの布を重ねたてるてる坊主のようなものであった。あんまり布を重ねすぎたため、原型がなくなって、丸くなってしまったのだ。

「珠枝となんの関係が……？」

　智とも宏ひろがひっくり返すと、このてるてる坊主には二本の小さな足が生えていた。

「むふー、むふー」

　それがじたばたと動いて、なにか苦しそうな声をあげている。

「まさか、珠たま枝えかっ!?」

　よく見ると、その足が履いている黒い高たか下げ駄たには見覚えがある。

　あわてて智宏は重ねられた布をはがしていった。

　すると、中から出てきたのは……

「ぷはーっ、燻くん製せいにされるかと思った！」

　なんと、手のひらサイズになった珠枝であった。



　　　　　◆◇◆



「うむーっ、不覚を取ったな」

　智宏の手のひらで珠枝は腕組みをして、忌々しげにいった。

　なりは小さいが、正装である白しろ装しよう束ぞくに身を包む姿は、間違いなく珠枝である。

「前にもそんな姿になったことあったな」

　若干呆あきれ気味に智宏は呟つぶやく。

「あれは自ら力を分けただけのこと。今回はそうではない」

　以前、珠枝は自分の強すぎる霊力を猫のマロニャーに分け与え、オオヒロの追跡を誤ご魔ま化かしたことがあった。そのときも珠枝はいまのように手のひらサイズになってしまったのだった。

「ここはケウケゲンの理ことわりが支配する場所。ワチの力もだいぶ封じられてしまった」

　小さくなったせいか、珠枝はやや舌足らずな喋しやべり方になっている。

「……それであんなところにてるてる坊主にされていたのか？」

「あれは古い家神の祭りかたなのだ。あのようにされては、ワチも身動きが取れぬ。ケウケゲンのやつめ、味な真ま似ねをしてくれるわ」

　珠枝は目を黄色く輝かせ、怒りに身を打ち震ふるわせる。

　いつもならば智宏でさえ恐ろしさを感じるところであるが、このサイズではどうも迫力がない。どうやら、かなり力を奪われてしまったようだ。

　智宏は珠枝がここまでピンチに陥るのを初めて見た。

「それより、みんなの様子がおかしいんだよ。なんとかならないのか？」

「ふん、こやつらもケウケゲンの理に捕らわれたのだ。おそらく、ここはやつを祭っていた家を再現したものなのだろう。黒助や拝み屋は、やつの思い出にママゴトでつきあわされているというわけだ」

「俺おれはなんで平気なんだ？」

「おまえの眼力は、やつとて苦手なのだろうよ。ここは家という境界に守られた世界。境界の外のモノは排除されてしまう。そして、その境界を守るモノこそが家神と呼ばれるモノ」

「じゃあ、ここを守っているのがケウケゲンってことか」

「やつは竈かまど神がみ――火の神だ。となれば居場所は……わかるだろう？」

「なるほど、ここかっ！」

　智とも宏ひろは囲い炉ろ裏りにかけられた鉄瓶をひっくり返した。

　沸いたお湯が囲炉裏にぶちまけられ、蒸気と灰がもうもうと舞い上がって視界を真っ白にする。

「囲炉裏に湯をまくとは、無礼な小僧め……」

　そんな白い蒸気の中から、しゃがれた声が聞こえる。

　いままで安らぎの場であった囲炉裏に、まったく別種の気配が感じられた。

「智宏、気をしっかり持て。やつが出てくるぞ」

　やがて煙が薄れ、火の消えた囲炉裏には、灰にまみれた切り株があった。

「おまえたちは招かれざる客。早々に立ち去ってもらおう」

　ゆらゆらと細い煙を立ち上らせる幹の裂け目から、ごろりとふたつの目玉がこぼれ落ちる。

「うっ……」

　その不気味な光景に、思わず智宏はたじろいだ。

　同時に木の根がざわざわと蠢うごめき、長い毛のようなものへと変化していく。

　その黒く波打つ毛は落ちた目玉を拾い上げ、在あるべき場所へと納める。

　いまや囲炉裏一杯に溢あふれるようになっている毛の塊。それは紛れもなくケウケゲンであった。

「ふん、ワチにされたことを根に持って意趣返しか」

「そのようなことは考えておらぬ。ただ、私はこの家の者に災いをもたらさねばならぬ」

「逆恨みをするな。コヒロたちはこの家の人間じゃないだろっ！」

　するとケウケゲンは目玉の下あたりの毛を動かして、まるで笑うような仕草をした。

「なにをいっておるか。家とはこの土地に建つモノすべて。いつのまにやら、ずいぶんと大きくなったようだが……まあ、よい。分け隔てなく、等しく、皆に災いをくれてやろう」

「まさか、学校のみんなに祟たたりを!?」

「本来、あの娘がするべきだったことをしてやるまでよ」

「あの娘って……」

　それはマドカのことなのか。

　オオヒロのいっていた、祟たたりをもたらすほどの恨み。

　あのマドカにそんなモノがあるとは――

「そやつと言葉を交わすな、智とも宏ひろっ！」

　突然、珠たま枝えは智宏の手のひらから囲い炉ろ裏りに鎮座するケウケゲンへと飛びかかった。

「先手必勝、問答無用、ちぇすとぉっ！」

　大好きなカンフー映画を真ま似ねて、珠枝は小さな身体からだでケウケゲンに跳とび蹴げりをしかける。



　ぼふんっ！



　珠枝が飛び込んだ勢いで、囲炉裏から大量の灰が巻き上がった。

「げほっ、げほっ！」

　目にしみる灰を払いながらケウケゲンを見ると、まったく気にもしていないといった様子だった。それどころか、こちらは灰まみれだというのに、その長い毛にはホコリひとつついていない。

「むうっ、こざかしい真似を」

　智宏同様に頭から灰まみれになった珠枝が、足下で唸うなる。

「考えなしに突っ込むなよな……」

「なっ、罰当たりめ！　このようななりでも、あんなけむくじゃらに後おくれを取るワチではないわ」

　珠枝はブルブルッと身み震ぶるいして、身体から灰を落とす。まるで猫のようだ。

「けど、全然効いてないじゃないか」

「やつめ、霊力を分けておるのだ」

「じゃあ、そこにいるのは……？」

「あれはやつのほんの一部に過ぎん。本体は別にあるぞ」

　そういって、珠枝はぴょんぴょんと身軽に飛びはね、智宏の手のひらに戻ってきた。

「おまえたち、大人しくここから立ち去ればなにもせん。祟るのはこの家の者だけだ」

　ケウケゲンは悠然と囲炉裏の中に構えながら、あのしゃがれた声で告げた。

「なんでそんなに恨みを持つんだ。いったいこの家の人が、おまえになにをしたっていうんだよ！」

　その智宏の言葉に、ケウケゲンは静かに答える。

「私を祭ることをやめたのだ」

「祭らなくなった……って、それだけのことで？」

「智宏っ！」

　なぜか手のひらの珠枝が叱しかるように怒鳴ったが、智宏はそれを無視した。

「祭らなくなったからって祟たたるのかよ。そんなの勝手すぎるだろっ！」

「それはおまえたちのことだ、小僧。祭るのも勝手、祭らぬも勝手、すべて人間の勝手よ。だがな、私たちは一度祭られれば、そのことを忘れぬ。それを喜びとして受け止め、福をもたらす。ずっと、ずっと、家の一族代々を見守り続ける。祭られる限り……」

「だからって、祟っていいわけないだろ」

　怒りに震ふるえる智とも宏ひろの呟つぶやきに答えたのは、ケウケゲンではなかった。

「ならば、それ以外にワチらになにができるというのだ？」

「珠たま枝え……？」

「ワチらは忘れぬ……いや、忘れられぬ。忘れるのはいつもおまえたちのほうだ。いくら懸命に福を授けても、ワチらのことを忘れて祭らぬのならば――」

　珠枝は手のひらからこちらを見上げる。

「ワチらにできることは、去ることか、祟ることだけであろう？」

　それはケウケゲンのことを弁護しているわけではなく、珠枝自身の思いのようだった。

　同じ家神として――同じ苦しみを背せ負おったモノとしての言葉なのだと、智宏は思った。

　そんな珠枝の言葉につなぐようにして、ケウケゲンは語り続ける。

「この地にあった庄しよう屋やの家もそうであった。私を忘れ、祭ることもしなくなった。だから、私はあの娘を残してここを去ったのだ」

「そんなのただの仕返しじゃないか！」

「いや違う……私が祟るのは、この家の人間に授けた最後の福なのだ」

「祟ることが福だって……どういう意味だよ？」

　それはまったく正反対のことではないか。

「あの娘は、この家で私を最後まで祭ってくれた人間なのだ。この家の者に死ぬまでこき使われながらも、最期のときまで私を大事にしてくれた。だからこそ、私はあの娘に竈かまど神がみとしての力を与えたのち、獣のごとき姿へと零れい落らくして山に去ったのだ」

　やはりあのウサギのような姿は、ケウケゲンが神から零落した姿だったのだ。

　智宏は無意識のうちに、そのことを珠枝と重ね合わせていた。

　珠枝も零落すれば、あのようなモノへと変容してしまうのだろうか？

「智宏、気をそらすな！　おまえが相手にしているのは、神なのだぞ。そんなモノに問答をしかけたのだ。もしもこれで不興を買えば、まず祟られるのはおまえのほうだ」

　珠枝の言葉に智宏は我に返る。

「もう後戻りはできぬぞ。すべてはおまえにかかっているのだ」

　そういって、珠枝は智宏の手のひらにどかりとあぐらをかいて座った。

　自分はなにも手出しはしないということなのだろう。

　智宏は緊張で汗がにじんできたが、それを悟られぬよう、冷静を装いつつケウケゲンに尋ねる。

「マドカの復ふく讐しゆうを手伝ってやろうとしたのか？」

「あれは同じ人間どもに牛馬以下にこき使われ、死んだのちもまともに弔われもせず、魂の行き場すら見失ったモノだ」

　オオヒロもいっていたことだったが、その生き証人であるケウケゲンの口から語られるマドカの悲惨な最期には、智とも宏ひろも胸が締め付けられる思いだった。

　恨みを持って死んだモノが、神となる。

　マドカもそんなモノのひとりだったとは……

「智宏、だからワシは踏み込むなといったのだ。それを知れば、おまえは気に病むだろう。マドカはそんなことを望んではおらぬ」

　智宏の知るマドカはいつも温かくて、みんなのことを大切に思っていて――まさか過去にそんなことがあったなんて、気づけるはずもなかった。

　いや、マドカは懸命にそれを隠していたのだろう。

　なぜなら、彼女は優しいから。

　いつでも自分のことではなく、まわりのことを考えているから。

　珠たま枝えはそれを知っていたからこそ、この前、智宏とマドカを追及することを止めたのだ。

　マドカの優しさを大事にしてあげたいから。

　それ以上に、智宏を傷つけたくないから。

「けど……なにも知らないままでいることが、本当にいいことなのかよ？」

「それはわからぬよ。しかし、おまえの眼力は多くのモノを見抜いてしまう。それが相手にとっていかなることなのか、もっと考えるべきであろう？」

「わかってる……それはわかっているけど！」

　智宏は片目を押さえて、ぐっと歯を食いしばった。

　こちらを気遣ってくれたマドカのことを思うと、目頭が熱くなり、涙がにじみ出てくる。

　しかし、そんな隙すきをケウケゲンに見せるわけにはいかなかった。

　表面だけでも強い態度を崩さず、ケウケゲンに問いかける。

「それでマドカは家の人を祟たたるというのか？」

「この家に縛られたあの娘にはそうする必要があったのだ」

「縛られていただって？」

「そうだ、小僧にわかるはずもないがな。あの娘がこの家の奉ほう公こう人にんとして、どれだけ魂深く縛り付けられているのか……だから、あの娘には、この家から解放されるきっかけが必要だったのだ」

「きっかけ？」

「人間とはそういうものだろう。受けた痛みは、同じ痛みを与えることでしか癒いやすことはできない。祟たたることでしか、あの娘を束縛する恨みは消えないのだ」

「違う、マドカはそんなやつじゃない！」

　恨みを、祟りで仕返す。

　智とも宏ひろの知るマドカならば、そんなことは絶対にしない。

　マドカは他人の苦しみを、自分の苦しみと感じる子だ。

「その通り。せっかく私が与えた福を無む駄だにしおって……だから、私は当て外れといったのだ」

　あのとき、マドカに向けられたあの言葉は侮ぶ蔑べつからではなかったというのか。

　自分の授けた福を使おうとせずに、いまだにこの場に縛られるマドカへの苛いら立だちの言葉だったのか。

「だから、私が代わりに祟ってやるのだ。すべてを無に帰し、あの娘を解き放ち、共に山へと去る」

「違う、マドカはそんなことを望んでいない！」

「おまえになにがわかる？」

「友達だからわかるんだよ！」

　そんな智宏の勢いに任せた叫さけびを、ケウケゲンはせせら笑う。

「なにを馬ば鹿かなことを。多少の眼力があるからといって、こちら側のすべてを見通せると思うな」

「なんだよ、こちら側って！」

　そんなケウケゲンに、智宏は大きく踏み込んで近づいた。

「よせっ、智宏！」

　しかし、智宏にはその珠たま枝えの制止の声は聞こえていなかった。

「おまえたちはいつもそうだ。すぐに境を作って、『こっち』だ『向こう』だって分けようとする。おまえだって家神だろう。家の神だろう。だったら、外からでなくて、家の中から人間を見てみろよ。家族として、友達として、俺おれたちを見てみろよ」

「小僧、私がどれだけ多くの人間たちを見つめてきたか知ってのことか。生まれてはすぐに死んでいく人間たち……その誰だれひとりとして、私からは忘れない。忘れられるのは、いつも私たちのほうだ」

　ケウケゲンからは、怒りに満ちた禍まが々まがしい気配が眼力を使わずとも感じられた。

　それでも智宏はひるむことなく、もう一歩、ケウケゲンへと近づいた。

「そうだよ、俺たちはすぐに忘れてしまうよ。村境で俺たちを見守ってくれていたたんころりんのことも忘れていたよ。けど、この前、そのことを思い出せたら嬉うれしかった。俺……すごく嬉しかったんだよ……それじゃあ……駄だ目めなのかよ？」

　自分でもなにを問いたいのかよくわからないでいた。

　ただ、自然と言葉が溢あふれ、同時に涙がこぼれた。

　悲しいのか、悔しいのか、どうしてなのかはわからない。

　ただ、不思議と恐ろしさだけはなかった。

　珠たま枝えのいう通り、自分も祟たたられるかもしれないというのに。

「ならばあの娘の受けた苦しみはどのように消してやる？」

「消すことなんてできはしない。けれど、俺おれたちだって、マドカを笑わせてやることはできる。一緒に笑ってやることができる！」

「くだらぬ、人間らしい帳ちよう尻じり合わせだ。そのようなことで、あの娘の苦しみを拭ぬぐうことができると思っているのか」

「そんなことはわからない。わからないから、やってみるんだろっ！」

「黙れっ！」

　ケウケゲンの毛むくじゃらの身体からだが膨れあがり、ひとまわり大きくなった。

　気づくと足下にケウケゲンの毛が絡みついている。

「うっ……」

　急に身体が重くなる。

　まるで長い時間、全身運動をしたような疲労感。目もかすみ、眼力が奪われていくのがわかった。

　ケウケゲンの仕業だろうが、このことを珠枝に悟らせるわけにはいかなかった。

　もし珠枝が知れば、ケウケゲンを滅ぼそうとする。

　どんなことをしてでも滅ぼすだろう。

　そんな解決方法を智とも宏ひろは望んでいない。

　気を抜けば膝ひざを突きそうになる足で必死に堪こらえて、智宏はケウケゲンをにらみつける。

　こうして目をそらさぬことだけが、智宏にできる唯一の抵抗だった。

　すると囲い炉ろ裏りの背後、この家の大黒柱と思われる立派な柱から、すうっと見慣れたモノが浮かび上がってきた。

　それはひょっとこの大きな面。

　いつもマドカが背せ負おっていた面だった。

「マドカ……？」

　面の後ろに、ぼんやりとマドカの姿が見える。

　みすぼらしい古い着物を着て、木の櫛くしで髪を留めている。

　それは人間だった頃ころのマドカの姿なのだろうか？

　ひどくやつれて、汚れきった姿。

　その姿を見ているだけで、胸が痛くなるようだった。

「珠枝ねえさま……このお面を……」

　いまにも消えそうな弱々しい声で、マドカは手に持っていた面を智とも宏ひろのほうに向けて掲げる。

　弱り切った智宏の眼力でも、その面からは強い力を感じ取ることができた。

　あれこそが珠たま枝えのいっていた、ケウケゲンの本体だと智宏は確信した。

「なにをしている。その面の力を失えば、この家に祟たたりをもたらすことはおろか、竈かまど神がみとして在あり続けることもできなくなるのだぞ」

　ケウケゲンは声を荒立て、マドカに忠告をした。

「すみません、竈神様。私にお面を授けてくださったことは、とても感謝しております……でも、私にはこの学校を祟るなんてことはできません」

「ならば、前のように誰だれとも縁の持てぬ影のごときモノへと零れい落らくして、さまよい続けるというのか？」

「私が竈神としてこの学校に残ったのは、ここの人たちが好きだったからなんです。ずっと、みなさんのことを見守っていたかったからなんです」

「人間はおまえになにも与えてはくれぬ。すぐに忘れて、去っていく」

「でも、私はみなさんのことを忘れません……その思い出だけで十分なんです。昔の恨みなんて、とうに消えています」

　マドカはその場にいるみんなに、いつものように微笑みかけてくれた。

　そんなマドカの邪気のない表情を見て、智宏は身体からだから力が抜けていった。

　重かった身体がすうっと楽になっていく。



　なにを……俺おれは安心しているんだ？



　意識が薄れていく中で、智宏は自分に問いかける。

　自分はこれを望んでいたのか？

　マドカが、この世に恨みを持っていないことを確認したかっただけなのか。

　それで、安心したかっただけなのか。

　そんなものは……ただの自己満足ではないか。

「マドカ……そうじゃない。そうじゃないんだ……」

　舌がこわばって、もうほとんど声も出なかった。

「……智宏、無理をするな」

　手のひらでこちらを見上げていた珠枝が、マドカのほうを向く。

「これ以上は、智宏がもたぬ。すまぬが、その面を割らせてもらうぞ」

「はい、珠枝ねえさま……」

　マドカの返答に珠枝はこくりとうなずくと、ひょっとこの面に向かって飛び出した。

「や、やめろ、珠たま枝えっ！」

　智とも宏ひろはそれを止めようとするが、もはや腕をあげる力も残っていなかった。

　ケウケゲンの毛はすでに腰のあたりにまで及んでいる。

「くっ……！」

　身体からだが動かぬのならと、智宏は顔から床に倒れ、芋虫のように身をよじりながら珠枝を追おうとする。

　だが、とても追いつけはしない。

　最後の力のひとしずくまで奪われ、見えなくなっていく目で智宏が見たのは、ひょっとこの面をこぶしで真っ二つに割った珠枝の後ろ姿であった……



　　　　　◆◇◆



　あの囲い炉ろ裏りの部屋は消え失うせ、いつもの茶道室に戻った。

　捕らわれていた真ま希きたちも無事に解放され、珠枝も元の姿に戻ることができた。

　ただひとり、マドカを除いては……



　もう午後の授業は始まっていたが、智宏は茶道室の隅で膝ひざを抱いてうずくまっている。

　珠枝に出て行くよういわれて、いまは真希たちもいない。

　智宏と珠枝の二人きりだった。

「ワシを嫌いになったか？」

　長い沈黙のあと、ぽつりと珠枝が問いかけてきた。

「…………」

　智宏はなにも答えない。

「ワシはおまえのことがなによりも大事なのだ」

　顔すらあげようとしない智宏に、珠枝はかまわず語りかける。

「おまえのためならば、どんなことでもしよう」

　それは真実の言葉。

　いついかなるときでも、それは揺るがない。

　誰だれであろうと、それを揺るがすことはできない。

「たとえ、おまえに嫌われようともな……」

　うずくまる智宏の肩が少し震ふるえた。

　その揺らぎのなさは、ときに無情とさえ思えるものだ。

　智宏でさえ、珠枝のことを恐ろしいと感じることがある。

　しかし、それはすべて智宏のためなのだ。

　決して、珠たま枝え自身のためではなく……



　では、自分はどうなのだろうか？

　マドカのためになにひとつできなかったくせに、彼女が自分を許してくれたことに安あん堵どしていたのではないか？



　襲いかかる自己嫌悪に、智とも宏ひろはさらに顔を深く埋める。

「おまえはケウケゲンに境を作るなといったな。ワシはそれがとても嬉うれしかったぞ。そして、きっとマドカも……」

　珠枝が手を触れたのを感じた。

「だが、境をなくして触れあえば、今度は離れるのが辛つらくなるものだな」

　そっと珠枝の手の感触がなくなる寸前――

「珠枝……！」

　智宏は反射的にその手を握っていた。

「俺おれは忘れない……誰だれのことも忘れない……いつまでも忘れない……」

　目の前に立つ珠枝の手を握りしめ、まるで許しを請うように智宏は訴える。

　そんな智宏の頭に手をぽんと置いて、珠枝は応こたえる。

「そうか……ワシらにとって、それはなにより嬉しいことだ」

　智宏は珠枝の手にすがりついて、声を押し殺して泣いた。

　そんな智宏の頭を、珠枝はいつまでも優しく撫なでてくれた。



　　　　　◆◇◆



「智ちゃん、ここにいるの？」

　茶道室の戸が勢いよく開いて、瑞みず穂ほが顔をのぞかせた。

「ああ、ごめん。午後の授業、サボっちゃったよ」

「どうせお腹いっぱいになって昼寝でもしてたんでしょう？」

「まあ、そんなところかな、ははは」

　まだ完全に立ち直れてはいないが、智宏は瑞穂に心配をかけぬよう、無理に笑い顔を作った。

「ところで、マドカちゃんはいるかな。智ちゃんに似合うマフラーの色を相談するつもりだったんだけど……」

　瑞穂の言葉に、智宏の薄っぺらい笑みはあっさりとはがれた。

「いや、マドカは――」

「やっぱり、こっちのオレンジ色がいいと思うんだけどなぁ」

　智とも宏ひろを無視して、瑞みず穂ほは畳の上に転がっていた毛糸玉を手に取った。

「それは……？」

　さっきまでそんなものはなかったはずだ。

　いったいどこから現れたのだろう。

「それとも、マドカちゃんの選んだクリーム色のほうが好き？」

　またも、いつの間にか瑞穂の手にはもうひとつ毛糸玉が握られていた。

　ふたつの毛糸玉を差し出され、智宏は戸惑った顔をする。

　なにが起きているのかわからない。

「智ちゃん、ちょっと首にあててみてよ」

　こちらが混乱していることに気づかぬ様子で、瑞穂は智宏にクリーム色の毛糸玉を手渡した。

　ふわふわとした暖かみのある手触り。

　どこから見ても、ただの毛糸玉。

　ただ、よく見ると毛糸がほつれ、どこかに伸びている。

　智宏はその毛糸を指に絡めて、軽く引っ張った。

　くんっと手て応ごたえがある。

「マドカちゃんはどう思う？」

　瑞穂が何気ない口調で問いかけた。

「瑞穂……マドカはここにいない……」

　そういいながらも、智宏は顔をあげて指に絡んだ毛糸の先を見た。

　そこに誰だれかがいるような気がしたからだ。

「なにをいってるの？」

「えっ……あれっ……？」

　智宏の眼力であってもはっきりとは見えないが……もしかしてそれは……



「マドカちゃんはそこにいるじゃない」



　瑞穂の言葉は、智宏の目の前にかかっていた霧を一気に払ってくれた。

　もう見える。

　智宏にも見える。

　いつもの制服を着て、驚いたような顔をしたマドカが、毛糸の先を持ってそこに立っていた。

「私は……ここにいるんですか？」

　マドカは両手で毛糸を握りしめて尋ねた。

「惚とぼけたこといってないでよ～」

　呆あきれたようにいって、瑞みず穂ほはマドカの隣に立つと、ひそひそと囁ささやきながら肘ひじで突いた。

「……私の応援してくれるんでしょう？」

　すると、マドカはじわじわと涙を浮かべながら、いきなり大声で叫さけんだ。

「はい、そうです！　私は瑞穂さんと稲いな村むらさんの応援をするんですっ！」

「ちょ……そんな大きな声でいわないで！」

　あわててその口を押さえようとする瑞穂を、逆にマドカが抱きしめる。

「ど、どうしたのマドカちゃん？」

「ありがとうございます。私はここにいます。ここにいるんです！　ずぅ～っと瑞穂さんを応援しますっ！」

「だっ、だからそれはいっちゃあ駄だ目め～っ！」

　珠たま枝えはほっとしたような笑みを浮かべながら、抱き合うマドカと瑞穂を見つめている。

「ふん、あやつめ、ちゃんと新しい『縁』を結んでいたのではないか」

「じゃあ、マドカが消えなかったのは……？」

「瑞穂のおかげであろう」

　いまなら智とも宏ひろにもわかる。

　瑞穂とマドカとの間に『縁』が生まれていることが。

　この土地、この学校に縛られていただけだったマドカが、新たな『縁』を得た。

　その『縁』がある限り、忘れられることはない。

　消えることもない。

　そして、瑞穂から縁は拡ひろがっていくはずだ。

　やがては智宏や、他のみんなとも……

「結局、俺おれはなにもできなかったけど……よかった。本当によかった」

「なんでも背せ負おい込こむな。おまえにも、ワシにも、できることなどわずかなことだ」

「でも、これからなにかできるよな。なにか――」

「ゆっくり考えるのだな。瑞穂の願いは、マドカには荷が重かろう。それを叶かなえるまでは、たっぷりと時間がかかりそうだ」

「そんな大変なお願いなのか？」

　智宏が尋ねると、珠枝はじとっと横目でにらんだ。

「まったく、貴様というやつは！　このっ、このっ！」

「痛い、痛いっ！」

　なにを怒っているのか、珠枝は智宏の脇わき腹ばらをびすびすと手刀で刺してくる。

「きゅきゅ」

　智とも宏ひろがわけもわからず珠たま枝えの攻撃を受けていると、どこからか聞いたことのある鳴き声がした。

「……いまの声は？」

　攻撃の手をゆるめた珠枝と一緒に、きょろきょろとあたりを見渡す。

「おい、あれって」

　いつの間にか、部屋の隅にひょっとこの面が置いてあった。

「ふん、ケウケゲンのやつめ」

　珠枝が面を手にとって、にやりと笑う。

　珠枝に割られたはずなのに、面は傷ひとつなく元に戻っている。ただ、そこからはこれまでのような霊力は感じられなかった。

「まあ、あやつの背中にはこれがないとしまらんからな」

「ああ、そうだな」



　ひょっとこの面を持って、智宏たちはマドカに呼びかける。

　きっとマドカは、最高の笑顔で面を受け取るだろう。

　そしてこれからも、マドカにはそんな笑顔をたくさん見せて欲しい思う。

　瑞みず穂ほがマドカになにを願ったかは知らないが、智宏の願いはそれひとつだけだった。



    

  
    
      
終章





「智とも宏ひろ、試験はどうだったのだ？」

　二人きりの夕食。

　鶏とり団だん子ご鍋なべをつついていると、ふと思い出したように珠たま枝えが尋ねてきた。

「ううっ……聞かないでくれ……」

　箸はしでつまんでいた鶏団子をぽとりと落として、智宏は顔を伏せる。

　結局、定期試験は準備不足が祟たたって、とても満足できる出来ではなかった。

　今度の結果発表が恐ろしい。

　きっと、今回の試験結果はクリスマスプレゼントの査定に大きく響くことだろう。

「加か茂もさんはなんとか落第しないで済みそうだといってたけど……」

　とはいえ、勉強を教えたこちらの成績が落ちていたら話にならない。

「ふーむ、人間の真ま似ねをするのも大変だのう。昔から、妖よう怪かいには試験も学校もないと決まっておるのだが……」

　それが本当ならば、なんともうらやましい話だ。

「おまえには、試験とか学問のご利り益やくはないのかよ」

「それは専門外だ。なんでも神頼みをするな、罰当たりめ」

　珠枝は素知らぬ顔で、パクパクと大きな口を開けてご飯を食べている。

　こちらが落ち込んでいるというのに、あいかわらずの食欲だ。

「ほら、珠枝、白菜ももっと食べろ」

「白いところは嫌いなのだ。葉っぱがいいのだ」

「馬ば鹿か、白菜は芯しんが甘いんだぞ？」

　ささやかな仕返しとして、白菜の芯の部分をたっぷりと供えてやる。

「むーっ、ケウケゲンがいたらくれてやるのに……」

　珠枝はぶすっとした顔で山盛りの白菜を見つめる。

「あいつも山に帰ったのかな？」

「米作りの間だけ家に招かれ、冬は山に帰る神もいる。ケウケゲンはそういったモノだったのだろうよ」

「けど、寒くないのかなぁ」

　日々、寒さを増すこの季節。

　これから山で冬越えとは、神様といえど辛つらそうだ。

「ふむ、あのもふもふの姿で来るのなら、また招いてやってもよいがな」

　珠たま枝えはケウケゲンのもふもふ感を思い出しているのか、うっとりした顔で手をわきわきとさせる。

「もう勘弁してくれよ。石いしの怪かいだけで十分だろ？」

　智とも宏ひろは不機嫌そうに呟つぶやいて、鶏とり団だん子ごを口に放ほうり込んだ。

「なんだ、あやつがワシにチューをしたことをまだ妬やいておるのか？」

　うひひひっと、珠枝はいやらしい笑みを浮かべている。

　なんだか好この香かと仕草が似てきた気がする。

　教育上悪いので、珠枝の前で妙なことをしないようにと、一度、好香には注意しておいたほうがよいだろう。

「でも、そういえばなんでケウケゲンはおまえになんかチューしたんだろう？」

　ただの獣ならばいざしらず、相手は神様である。

　となると、あのチューにもなにか深い意味があったのではないだろうか？

　珠枝に乗せられたわけではないが、智宏はまたイライラが再燃してきた。

「もしかして、おまえの霊力を奪うためだったとか？」

　智宏は思いつきでいってみる。

「ふん、ワシがそんな隙すきを見せると思ってか」

　珠枝はぷいっとそっぽを向いた。

「いや、結構隙だらけのような気もするけど……んんっ？」

　なにか珠枝の頬ほおについている。

　なんだろうと、智宏は身を乗り出して珠枝に顔を近づけた。

「ちょっと、じっとしてろよ……」

「なっ……なんだ、智宏……なにをするつもりなのだ？」

　珠枝は目をまん丸にして、顔を後ろに引いた。

「いいから、動くなって」

「ううっ！」

　珠枝はびくっと身を固くして、目を閉じたままじっと動かなくなる。

　やけに素直だが、なぜ頬を赤くしているのだろうか？

　ともあれ、珠枝が大人しくしているうちに、智宏はその頬にそっと触れた。

「ひゃっ！」

　珠枝が妙な声をあげたが、智宏は無視して頬についていたものを取ってやった。

「……どうしたのだ？」

　珠枝がゆっくりと目を開けた。

「ん？　米粒がついてた」

　智とも宏ひろは珠たま枝えの頬ほおから取ってやった米粒を見せる。

「なにが隙すきがないだよ。まったく子供なんだから」

　その米粒を食べながら、智宏は苦笑する。

　すると、ぽかんと間の抜けた顔をしてこちらを見ていた珠枝の顔が、みるみる赤くなっていった。

　さっきまでのぽわっとした赤さではなく、もっと怒りに満ちた赤である。

「まっ、まっ、紛らわしいことをするな、この罰当たりめっ！」

「うわわっ！」

　突然、烈火のごとく怒り出した珠枝に、智宏は戸惑うばかりだ。

　いったいなにを怒ってるのかさっぱりなのだから、どう対処したらよいのかもわからない。

「つい期待をしてしまったではないか、この馬ば鹿か者ものめっ！」

「な、なんだよ、意味わかんねーよ！」

　珠枝の剣幕に押されながらも、智宏はピンとひらめくことがあった。

　ケウケゲンがチューをしたとき――あのときも、珠枝は大口を開けてサツマイモご飯を夢中になって食べていた。

　もしかして、ケウケゲンは珠枝の頬から米粒をなめ取っただけなのではないだろうか？



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだ……はははっ、そうだ、そうだよっ！」

　智とも宏ひろは思わず大笑いをしてしまった。

「ど、どうした、智宏？　おかしくなったのか？」

　いきなり笑い出した智宏に、珠たま枝えも怒りを忘れて戸惑った顔をしている。

「いや……別に……まだまだ子供だなって……」

　智宏は堪こらえきれない笑いに、息もきれぎれに答えた。

「なっ、ワシのどこが子供だというのだ。この罰当たりめっ！」

「いや、ごめんごめん……そういう意味じゃなくて……あはははははっ！」

　智宏はつまらないことに苛いら立だっていた自分を笑い飛ばす。

　いつも珠枝のことを子供扱いしていたが、どうやら自分もまだまだのようだ。

　けれど、大人になればいいのだろうか？

　珠枝を安心させられるのだろうか？

　いや、どんな大人よりずっと年上の珠枝にとって、年齢などは些さ細さいなことだろう。

　ならばどうすればよいのか？

　いまの智宏には、まだわからない。

　ただ、二人で一緒にいれば、いつかなんとかなりそうな気もする。

　それまでは二人、まだまだ子供同士――仲良く、ときには喧けん嘩かしていけばいいだろう。

　それは、大人にはできないやりかた。

　いまの智宏にしか選べない道なのだ。



おわり



    

  
    
      
あとがき



　新たに登場した妖よう怪かいケウケゲンと石いしの怪かいの両者による、もふもふ頂上決戦が見所の「もふもふっ　珠たま枝えさま！」シリーズの第三巻。たぶん一冊の本でこれだけ「もふもふ」という言葉を使った小説は古今に例がないだろうと自負しております。

　さて、今回は、幼おさな馴な染じみのくせに、いつも不遇な眼鏡めがねっ子の瑞みず穂ほがいろいろ活躍しております。

　いや、彼女ってば、実は凄すごいんですよ。

　普段はその力をセーブしていますが、本気を出したら智とも宏ひろなんてイチコロ。

　あの眼鏡は単に視力を矯正するだけのものではなく、彼女のパワーを押さえつけるための拘束具なんです。内緒なんですけどね。

　だから、眼鏡を外したら、そりゃあもう凄い。

　どのぐらい凄いかというと、神様と合体したときのピッコロぐらい凄い。

　もう、身体からだから妙なオーラがドバババッって噴き出してきちゃうんですから。

　でも、眼鏡を外すと、のび太みたいに目が「３」の形になって、台詞せりふが全部「眼鏡……眼鏡……？」になってしまうという欠点があるので、あまりやりませんけどね。

　というか、私自身が眼鏡っ子大好き人間なので、たぶん彼女が眼鏡を外すことはないでしょう。

　そんな無限のパワーを秘めた瑞穂の最初の活躍を知りたいかたは、前シリーズ「神様のおきにいり」の第一巻がおすすめです。

　いまと違って、なぜか常にテンパリ気味の智宏の姿も拝めます。彼がなぜそんなにテンパっているのかは、是非、そちらを読んで確かめてみてください。



　最後に、お忙しい中、この小説にいろいろなアドバイスをくださったSUZUNE様には深く御礼を申し上げます。いつもお世話になっています。

　そしてもちろん、このシリーズを応援くださっている読者様にも最大の感謝を！

　これからもどうぞ応援よろしくお願いいたします。

　では、またどこかでお会いいたしましょう。



内うち山やま靖やす二じ郎ろう
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